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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──乾かわいた空気が、急に粘ねん性せいを帯おびた。




　断罪衣イスカリオテを展開させたとき、いつもそんな風にカルロ・クレメンティは感じる。

　聖せい霊れい機き関かんと集積回路が形成する限定量りよう子し干かん渉しよう場ば。その極ごく小しようのセカイに、資し格かく者しやの感かん覚かく器き官かんが直接接続され、受容できる情じよう報ほうが数十倍まで増ぞう大だいするためだ。資格者を聖せい人じんたらしめるセカイは、脳のうの処しよ理り速度も強引に加か速そくさせ、刹せつ那なの時間をスローモーションに引き延のばす。

　何もかもが、遅ち滞たいしたセカイ。

　カルロの纏まとう──聖せいクリストフォルスの断罪衣イスカリオテは、重じゆう機き甲こう型がたのフレームだ。機き動どう速そく度どもそれに応おうじて二に階かい梯ていほどしかない。それでも、地上を走る生物でカルロより早く動けるものはまずいまい。

　断罪衣イスカリオテとは、それだけの圧あつ倒とう的てきな性能を誇ほこっている。

　正確には、断罪衣イスカリオテのつくりだすセカイが。

　必ひつ要ような情報だけを取しゆ捨しや選せん択たくしながら、カルロは聖せい都との旧きゆう市し街がいを抜けて城じよう壁へきへと向かった。

　一年近く過ごした都と市しの地形は、完かん全ぜんに頭に入っている。

　かつて城じよう塞さい都市と謳うたわれた聖都には、いまだ多くの城壁が現存していた。これらの古い城壁がその歴史と聖せい性せいゆえに、〈獣ベステイア〉と対たい抗こうしうる『力』を有ゆうしていたことは、聖戦において数少ない幸こう運うんだったろう。

　音を立てず、城門のひとつに跳ちよう躍やく。

　気け配はいを殺し、カルロは五ご感かんを強化する。

　この瞬しゆん間かんも無線で更こう新しんされ続けている〈獣ベステイア〉の情報と、自分の感覚を重ね合わせる。

　ひとつになる。断罪衣イスカリオテと自分との隔へだたりを、カルロは意い識しきして削けずり取る。模も倣ほうされた奇き蹟せきを扱あつかうだけの『器うつわ』に、望んで成なり下がる。いや、そんな感かん傷しようもいらない。不要だ。排はい除じよ。──コンマ数すう秒びよう。張り詰つめた五感の捉とらえた情報と、無線のそれとが一いつ致ち。

　顔をあげた。

　城壁の向こう──数百メートル先の小高い丘おかのそばで、激はげしい光が巻き起こった。

　黄おう金ごんの、神こう々ごうしい光。

　その正体など、問とうまでもない。

　九く瀬ぜ諫いざ也や。

　カルロ・クレメンティと四人一組フオーマンセルを組む、数少ない仲なか間ま。

　純じゆん白ぱくの断罪衣イスカリオテを纏い、聖ゲオルギウスの槍やりを振るう少年の姿すがたは、伝でん説せつの聖人たちに何ら劣おとらない。

　光の槍持つ、新たな聖人。

（────）

　一回りも下の少年に、そんな印いん象しようを抱いだいてしまう。巨きよ大だいな大おお槌つちにも似にた〈獣ベステイア〉を前に、光の槍やりは一いつ瞬しゆんもひるまず、正面から迎むかえ撃うつ。

　光は、途と中ちゆうでふたつとなった。

　漆しつ黒こくの色だった。

　九く瀬ぜ諫いざ也やと、もうひとり前ぜん線せんを支えていた断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやが、〈獣ベステイア〉の一いち撃げきを斬きり落としたのである。

　こちらは、諫也と対たい照しよう的てきな、漆黒の断罪衣イスカリオテを纏まとった剣けん士し。

　右みぎ肩かたには鬼き面めんのごとき異い形ぎようが、左肩には聖せい母ぼと思おぼしい女の顔が浮き彫ぼりにされている。試験型のフレームとしても、あまりに異い端たんなカタチ。二メートル近い、恐おそろしく長ちよう大だいな刀かたなを振り回し、剣士は軽く顎あごをしゃくった。

　ちら、とその目がこちらを窺うかがった。

　早く来い、とせかしている。今回の〈獣ベステイア〉は複数なんだぞ、と。

「……、は」

　カルロの唇くちびるに、笑えみが浮かんだ。

　そのときには、もう城じよう門もんから跳ちよう躍やくしている。四人一組フオーマンセル。最後のひとりは遠えん距きよ離りからの援えん護ごだ。自分は全体の戦せん況きようを把は握あくしつつ、聖せいクリストフォルスの加か護ごによって、あのふたりを守るのが役割だった。

　……そう。

　守らねばならない。

　純じゆん白ぱくと漆黒、ふたつの資格者の姿すがたを見て、青年はある確信を胸むねにしていた。

（終わる）

　静しずかに、しかし強く思う。

　一年の長きにわたった聖せい戦せんも、必かならず終わる、と。

（聖戦は終わる。ここに、英雄たちがいる）

　そう感じた。

　そう信じた。

　今の自分が、語り継つがれる伝説の中にいることを、カルロは疑うたがいもしなかった。







　聖都が陥かん落らくしたのは、その日から、二ヶ月後のことだった。
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　七月後半──御みさ陵さぎ市し・第四区。




　御陵学院の、大庭園だった。

　学院中央に座ざす教会からほど近く、この庭園では百ゆ合りを基き調ちようとして、さまざまな花が植うわっている。先月まで咲さき誇ほこっていたアカンサスはすっかり消えて、今や目立つ色合いはカンナや向日葵ひまわりといった夏の花。夏色に染まった庭は、太陽の祝しゆく福ふくに歓かん喜きしているようにも見えた。

　光に満ちた世せ界かい。

　七色の虹にじをつくる、噴ふん水すいの飛沫しぶき。

　あちこちから学生たちのざわめきも聞こえ、ひどく平和な日にち常じよう風ふう景けい。

　そんな庭園の、一いつ角かくである。

　大だい理り石せきでつくられた小さな東あずま屋やで、叫さけび声が噴ふきあがったのだ。

「や……やっと……やっと……やっとやっとやっとやっとやっとやっとやっとやっとやっとやっと終わったあああああああああ！」

　ばばあんと擬ぎ音おんまでつけたくなりそうなオーバーアクションで、天てん井じようへ拳こぶしがつきあがる。

　小さな拳に、つられて揺ゆれるショートカット。

　眼鏡めがねの下の、淡あわいそばかすが愛あいらしい。

　御陵学院中等部生徒会・会長補ほ佐さ、架か城じようまゆきだった。

「終わった！　終わったよってば期き末まつ試験！　さようなら一いち夜や漬づけの日々、あたしの自由リターンド！　ああ、祝福の世界来たれり！　神は死んでいなかった！　ハーレルヤー！」

　さらには両手ともつきあげて、万ばん歳ざいのポーズのまま、椅い子すにもたれかかる。えへへとゆるんだ唇くちびるはまさしく幸せの絶ぜつ頂ちよう。このまま死んでもきっと悔くいはないだろう。

　しかし、世界はそれほどに甘あまくない。

「終わってまへんえ」

　と、まゆきの幸せに水を差す声があったのだ。

　同じく中等部生徒会・副会長、長なが岡おか静しず佳かがすぐ前に座すわっていたのである。

　はんなりとした口く調ちように、雅みやびな微び笑しよう。書道の名人が一いつ筆ぴつでものしたような柳りゆう眉びに、切れ長の目もあいまって、玉ぎよく砕さいした学生は男女問とわずに星ほしの数という。

　ただし、性せい別べつは男。

　纏まとった制服だって、まるで間ま違ちがいのように男物のブレザーだった。たった一代で御陵学院に『彼女にしたい彼氏ランキング』をつくりあげた強つわ者ものだが、ついでに声変わりをどこで忘れてきたかも謎なぞのままである。

「補ほ習しゆう、きっちり三さん科か目もくひっかかってたやろ？」

「あ、うあ……」

　へなへなと、まゆきが椅い子すからずりさがっていく。

　そこだけは勘かん弁べんしてくれとばかりに顔を覆おおうが、静しず佳かの追つい及きゆうがやむことはなかった。

「だいたい、うちのヤマもちゃんと聞いてたやろ？　生徒会の諸しよ費ひ用ようとかは一円単たん位いでみんな覚えてるのに、なんで歴史とか生物とか暗あん記き科目が苦にが手てなんどす？」

「だ、だって、教科書見てるだけで眠ねむくなるんだもん。これが会長関係の数字だったら、もう見てるだけでうっとりしちゃうというか、この数字がどれぐらい会長を悩なやませたり苦しませたり喜よろこばせたりするか妄もう想そうするだけでご飯はん三さん杯ばいはいけるというか、ついでに生なま写じや真しんとかあったりすると、もう興こう奮ふんしちゃって眠れなくなっちゃうというか──！」

「涎よだれ垂たらしてるんは見なかったことにしたげるけど、言い訳わけは直接本人にしとくれやす」

「……ふえ？」

　静佳の返答に、きょとんとまゆきが首を傾かしげ、

「──というか、どうやったら私がいるのを忘れられるのかしら」

　と、第三の人ひと影かげが、ため息いきをもらしたのである。

　ぎりり……と錆さびたゼンマイみたいにぎこちなく、もう一度まゆきが振り返った。

「あ……っ」

　そこで、生徒会長、朱と鷺き頭とう玻は璃りはいつもと変わらぬ穏おだやかな笑え顔がおを浮かべていたのだった。

「ぶぁっ、か、会長!?　いつからそこに！」

「最初からいましたわ。──ええ、生徒会長として会員の成せい績せきを把は握あくしたいとは言いましたけれど、あなたが終わった以外の感かん想そうを何も持ってないとは思いませんでしたわね。加くわえて言えば、成績の方も」

　小さく、うなずきを返す。

　瞳ひとみは冷たく、絶対零れい度ど。

　副会長の静佳が心優やさしい宰さい相しようならば、こちらは氷こおりの女王であった。

　御みさ陵さぎ学院において圧あつ倒とう的てきな権力を持つ女じよ帝ていは、自分の補ほ佐さである少女に対して、そっと尋たずねたのだ。

「私、いつも口にしてますわよね。──生徒会たるもの、生徒の模も範はんにならねばならないって」

「ああ！　はい！　言ってます！　言ってます！」

「そうよね？　ちゃんと言ってるわよね？　なのに補習っていうことは……どうしたらいいと思う？　ねえ、静佳」

　再ふたたび副会長へとバトンが渡わたされ、絶ぜつ世せいの美び貌ぼうを誇ほこる少年はしなやかな指を顎あごへとおいた。

「……やったら、補習の結果で決めたらどないでしょう？」

「ほ、ほ、補ほ習しゆうの結果？」

　うわずった声のまま、まゆきが瞬まばたきする。

「補習の最後に、もう一度テストをやらされますやろ？　その点数次し第だいでは、生徒会としても何らかの処しよ断だんを考えるというのは、いかがです？」

「ああ、それはいいわね。今の内から、どんな処断がいいか考えておかないと。……たとえば、生徒の模も範はんとして、校内清せい掃そう一ヶ月間とかいかが？」

　にっこりと笑って、玻は璃りが言う。

　その口くち振ぶりには、冗じよう談だんの欠片かけらも感じ取れない。

　けして曲まがることのない、自然の摂せつ理りを告つげる預よ言げん者しやのようだ。

　対たい照しよう的てきに、まゆきは絶ぜつ望ぼう的な勢いきおいで蒼そう白はくとなった。

「ちょ、ちょっとちょっとちょっと!?　待まって待って待って！　会長、この学院の広さ知ってるでしょ！　中等部だけでも十じゆう二に分ぶんに死し亡ぼう決定というかなんというか、もう少し手て心ごころというものを……っ」

「痛いたくなければ、覚えないでしょう？」

　必ひつ死しにとりすがるまゆきだが、すげなく玻璃は切って捨すてる。

　そのまま、ぐるりとまゆきの視し線せんが反転した。

「そうだ、イザヤさんからもお助けを！」

　助けを求めて、叫さけんだのである。

「……は？」

　きょとん、と声があがった。

　すると。

　妙みように拗すねたような目つきで、玻璃もそちらをうかがったのだ。

「……む。イザヤ兄にい様さまは、まゆきを庇かばうおつもりですの」

「や、庇うも何も」

　慌あわてたように、両手があがった。

　そこに、ひとりだけ制服ではなく、聖職衣カソツクを纏まとう少年が混まじっていた。

　年とし頃ごろは、玻璃たちよりひとつかふたつ上。

　人のよさそうな顔にはてなマークを踊おどらせているのは、人生経けい験けんの足たりぬゆえか。

　そのくせ、首もとからは略りやく式しきの肩帯ストラをかけていて、この少年が若いながらに司し祭さいの立場であることを示しめしてもいた。

　そして、

「その、僕に振られましても……」

　と、少年神しん父ぷ──九く瀬ぜイザヤは、しどろもどろに告げたのであった。
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「その、僕に振られましても……」

　手を振りながら、九く瀬ぜイザヤは本気で困こまっていた。

　目の前のやりとりは、あまりにも少年と縁えん遠どおかったからだ。

　まるで、太陽を直ちよく視ししてしまったかのように、目眩めまいさえ起こしてしまう。

　中等部の生徒会にしろ、朱と鷺き頭とう玻は璃りにしろ、この一ヶ月ばかりほど身近につきあってきた面めん々めんだったが、いまだ少年は慣なれていなかった。

　だって、そうだろう。

　実のところ、少年は神しん父ぷではないのだ。

　九瀬イザヤという名前だって、本来の彼のモノではない。

（……ニセモノ、だものな）

　分かりきった言こと葉ばを、胸むねの内で呟つぶやく。

　ニセモノ。

　それが、少年の正体だ。

　九瀬イザヤは、一年間という契けい約やくでこの都と市しに派は遣けんされた──『九瀬諫いざ也や』というかつての英えい雄ゆうの代だい理り品ひんである。

　もっとも、英雄といっても、ほとんどの人間は知りもしない。

　関係するのは、ごく一部──二年前の聖せい戦せんにかかわった教団の人間たちのみ。

　まっとうな人間であれば、宗しゆう教きようテロという名めい目もくで封ふう鎖さされた中東の聖せい都との事じ件けんが、実は人じん類るいの天てん敵てきによって滅ほろぼされた結果であるなど、ほら話としか思うまい。




　──まして。

　　〈獣ベステイア〉と呼ばれる人類の天敵が、今もこの都市に巣すくっていることなど。




（……糞くそったれ）

　思い出して、イザヤは奥おく歯ばを嚙かんだ。

　この一ヶ月で、少年が出会った化ばけ物もののことを思い出したのだ。

　自分でも笑い飛ばしたくなるが、あの化け物たちは噓うそでも妄もう想そうでもない。この身みに受けた傷きずや痛いたみこそが動かぬ証しよう拠こだ。ほとんどの傷は癒いえているものの、脳のう裏りに刻きざまれた衝しよう撃げきが消えることはない。

〈獣ベステイア〉を前にした恐きよう怖ふを、忘れられるはずはない。

　だからこそ。

　イザヤにとって、この日にち常じようは遠い。

　まるでセピア色の映えい画がのように、噓うそくさくて、甘あま酸ずっぱい。

　この穏おだやかな日常もまた、薄うすっぺらいヴェールをかぶせただけのニセモノだと、今の少年は知っているのだから。

（……本当に、噓つきばっかりだ）

　自じ嘲ちようするように、思う。

　そうして沈ちん黙もくしていると、顔の上に影かげがさした。

「──イザヤ兄にい様さま？　どうかしました？」

　玻は璃りが、心配そうにこちらを覗のぞき込んでいた。

「いや、なんでもないです」

　ごく自然に『九瀬諫也優等生』の仮か面めんをかぶって、イザヤはかぶりを振った。

　こういう演えん技ぎは、条じよう件けん反はん射しやでこなせるようになっていた。

　しかし、

「でしたら、もうちょっと人の話を聞いてくださいませ」

　と、大だい理り石せきのテーブルへ手を載のせて、玻璃は詰つめ寄った。

「イザヤ兄様も、カルロさんの推すい薦せんで生徒会顧問を兼任されたんですもの」

「や、それは……」

　ぐう、と少年が押おし黙だまる。

　その分だけ、不満げな玻璃の顔が迫せまった。

　近くで見れば、少女の造ぞう作さくはなおさら整ととのっていた。こちらを貫つらぬくような瞳ひとみ。気き性しようの強さをあらわす真しん紅くの唇くちびる。どれひとつとっても、薔ば薇らが人に化ばけたかのごとき気け高だかさを秘ひめている。

　こちらの目を惹ひきつけずにおかぬ、何かがあった。

「…………」

「イザヤ兄様？」

　至し近きん距きよ離りで呼ばれて、イザヤは思わず硬こう直ちよくする。

　東あずま屋やの椅い子すに座すわった体たい勢せいでは、後ろに退しりぞくこともかなわなかった。

　その直後、




「だよねえ！　顧こ問もんになったからには、普ふ段だんからのスキンシップをはからないと！」




　実に脳のう天てん気きな声が、すぐ背はい後ごから響ひびいたのである。

（────っ！）

　問といつめられていたイザヤが、その姿し勢せいのまま、猛もう烈れつな勢いきおいで首だけを斜ななめ後ろにやった。

　なんでこいつがここにいるのか、という目つきである。

　無む論ろん、相あい手ては問とうまでもない。

　背せの高い風ふう貌ぼうと、にまにま笑い。

　何よりも、左目へ堂どう々どうと居い座すわった、獅し子しの刺し繡しゆうを施ほどこされた眼がん帯たい。

　どう考えても神しん父ぷという職しよく業ぎようにはあるまじきファッションセンスなのだが、この青年がすると妙みように似に合あって見える。ばかりか、イザヤと同じようにさげた肩帯ストラは、見み間ま違ちがえようもない枢機卿カーデイナルの赤・レツドである。

　数十億人を超こえる聖せい霊れい教きようの信しん徒との中でも、わずか二百人足らずの枢すう機き卿きようの地ち位いに、この青年があるという証しよう明めいだった。

　カルロ・クレメンティ枢機卿代だい行こう。

　少年を『九く瀬ぜ諫いざ也や』の代だい理り品ひんに仕立て上げた、張ちよう本ほん人にんでもある。

「カルロ……っ！」

　思わず地じの声で喋しやべりかけたイザヤに、枢機卿代行はこほんと咳せき払ばらいして見せた。

「どうしたんですか、イザヤくん？」

「……いえ。どうして、ブラザー・カルロは僕を生徒会顧こ問もんに推おしたんです？」

「それはまあ、イザヤくんは真ま面じ目めな人ですからね。私も教団では多た忙ぼうな身みですし、学校を空あけっぱなしにすることもあります。ここは、やはり信しん頼らいのおける人じん材ざいを紹しよう介かいしておきたいと思いまして」

「ですよね！　イザヤさんって年も近いから話しやすいですもん！」

　これはまゆきが、手を叩たたいて賛さん同どうしたのである。

（よ、余よ計けいな拍はく手しゆしやがって──）

　思いつつも、反論するわけにもいかぬ。

　そんな少年を見下ろして、実に噓うそっぽくカルロが賞しよう賛さんする。

「ああ、生徒側からも人じん望ぼうがあるのは素す晴ばらしい。イザヤくんにも負ふ担たんになってなければ良いのですが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え、ええ。問題ありません。非ひ才さいの身みですが、誠せい心しん誠せい意いやらせてもらいます」

　ひきつりそうな笑え顔がおを、必ひつ死しで少年はこらえた。

　大変不ふ服ふくではあるのだが、品ひん行こう方ほう正せいな神父という『九瀬諫也』の『設せつ定てい』からすれば、ここは笑顔でうなずくしかない。

「よかった。でしたら私も楽らくができます」

　と、カルロが胸むねをなで下ろした。

（糞くそ！　楽だとかどうだとかで人に任まかせるな、この腐くされ眼帯！　つか生徒会なんてまったく分からないっての！）

　イザヤが、内ない心しんで叫さけぶ。

　もとより、学園生活なんて経けい験けんがない。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』を引き受ける前の詰つめ込み授業で、神しん父ぷのふりはなんとかこなせているが、生徒会顧こ問もんなど何をする仕事かさえ理り解かいできない。

　一体、このにやにや神父は何を考えているのか。

「いや、あまり複ふく雑ざつに考えず、生徒会を見守ってくれればいいんですよ。それだけで生徒も安心して議ぎ題だいを進められますから」

　人の心を読んだかのように、カルロが発言する。

　こういうそつのないあたりが、ますます憎にくたらしい。

「──だいたいカルロ神父やと、生徒会会議のとき寝ねてばかりどす」

「む、それを言われると痛いたいですね」

　静しず佳かが鋭するどく突つっ込みをいれて、眼がん帯たい神父は頭を搔かいた。

　それから、

「ところで、カルロ神父はどうしてこちらへ？　体育祭の予よ算さん案あんと、夏休みの各かく部ぶ活かつの合宿スケジュールは明日あしたの会議で決める予定だと、報ほう告こくしたはずですけれど？」

　と、代表して玻は璃りが尋たずねた。

「いえ、今日はちょっと人を案内してる途と中ちゆうでして」

「案内？」

「ええ。こちらの教会で、新しい司し祭さいを迎むかえることになりまして」

　うなずいて、カルロが顎あごをしゃくると、背はい後ごからもうひとりの人ひと影かげが現れた。

　年とし格かつ好こうは、イザヤと同じぐらいか。

　ほっそりとした顔立ちは、インドかパキスタン系けい。黒い肌はだの首くび元もとにはしゃらしゃらと音の鳴るチョーカーをさげて、しなやかな指にもそれぞれ指ゆび輪わをはめていた。形の良い耳からさげたピアスは、人影の動くたび、ささやかに揺れて輝かがやくのであった。

　イザヤと同じ聖職衣カソツクを着た──黒い肌の少年修しゆう道どう士し。

「────っ」

　がたりと、イザヤが立ち上がった。

「ラーフラ……さん」

「……申もうし訳わけありません。急な挨あい拶さつとなってしまいました」

　言こと葉ば面づらとは裏うら腹はらに、まったく申し訳なくなさそうに、黒い肌の修道士は低てい頭とうした。

　名前を、ラーフラという。

　カルロやイザヤと同じ断罪衣イスカリオテを持つ、教団側がわの──。

「玻璃さまも、あれからお体は問題ありませんか？」

「あ。ええ……」

　玻璃が、小さくうなずく。

「え、え、え、え、会長ともお知り合いなんですか!?」

　尋たずねたまゆきに、ラーフラが向いた。

「はい。二週間前、こちらに来たときすぐにお世話になりました。……修しゆう道どう司し祭さいのラーフラといいます。申もうし訳わけありませんが、どうぞよろしくお願いします」

「申し訳ないなんて、全然ないですって！　わわわ、これって大ニュース大ニュース！　生徒会のサイトで写しや真しんとかのっけちゃっていいですか!?　いいですよね！」

　きゃいきゃい騒さわぎながら、まゆきが携けい帯たいで写真を撮とった。

「…………」

　イザヤは、動けなかった。

　ぱちぱちと瞬まばたきしたまま、カルロとラーフラを交こう互ごに見つめていた。

「ここの、教会って……それは」

「ええ。もちろん、イザヤくんと同じ職しよく場ばで働はたらいてもらうということですよ」

　と、カルロが、少年の想像に太たい鼓こ判ばんを押す。

　その唇くちびるに貼はり付いたにやにや笑いは、今回の場合、まさしくこの瞬しゆん間かんのためにあったのだと、イザヤは確かく信しんした。

（こ、の──お調ちよう子しへっぽこド腐くされ眼がん帯たい！）

　胸むねの内の、罵ば倒とうさえ遠く。




「申し訳ありませんが、改あらためてよろしくお願いします。ブラザー・イザヤ」




　流りゆう暢ちようかつひどく無む機き質しつな発音で、修道士ラーフラは告つげたのであった。





２






「──あいつ、本当に馬ば鹿かか!?　何考えたらああなるんだ！」

　ようやっとイザヤが肉にく声せいを張り上げられたのは、三十分後のことであった。

　静せい謐ひつな聖せい堂どうの中で、殷いん々いんと叫さけびが響ひびく。

　教会の、内側だった。

　無む論ろん、御みさ陵さぎ学院の教会である。

　あの後、イザヤはひきつった顔のまま庭園を辞じ去きよし、教会まで戻ってきたのだ。

　同じ教会付きの司祭になったとはいえ、ラーフラはまだほかにも案内される場所があるということで、この教会に戻ってはいなかった。

　だから、長なが椅い子すに座すわったイザヤは、思い切り地じに戻って文もん句くを垂たれていたのである。

　その横合いから、

「お疲つかれになったのがイザヤ様ですか？」

　柔やわらかな声が、そう訊きいた。

「ノウェムか」

　と、イザヤが振り返る。

　聖せい堂どうの入り口に、お盆ぼんをもった人ひと影かげがたたずんでいたのだ。

　そのシルエットさえも、美しかった。

　黄おう金ごん律りつという。

　人間が本ほん能のう的てきに美しいと思う、数字の比ひ率りつのことだ。これは生物にも適てき用ようされると言われ──ならば、人影はまさしく黄金律の化け身しんであった。

　ステンドグラスから差し込む光の中へ、ふわりと翻ひるがえる銀ぎん髪ぱつのツーテール。

　紫水晶アメジストとも紛まがう両の瞳ひとみ。

　シスター用の聖職衣カソツクもつつましく、ノウェムと呼ばれた少女型の人影はゆっくりとこちらへ歩を進めた。見る者が見れば、その歩ほ幅はばがミリ単たん位いで同どう一いつだったことに気づいたかもしれない。

「家ではなく、この教会でそういう発言をされるのは珍めずらしいと判断します。何か、ありましたか」

「別に、なんでもねえよ」

　仮か面めんもかぶらず、イザヤはふんと鼻を鳴らした。

　カルロともうひとりだけ、イザヤの正体を知っている人間が、このノウェムであった。

　いいや。

　厳げん密みつに言えば、人間ではない。

　人形である。

　正式な名称は、イブ・カダモンシリーズ・ＥＫ─０９ｈ。

　教団がつくりあげた、〈獣ベステイア〉と戦たたかうための人形、第九祭さい器きと呼ばれる姿すがたこそがノウェムの正体なのだという。

「……お前、もう身体からだは──」

　と、少年が言いかけたとき、ノウェムはそっと手を伸のばした。

「──こちらを、どうぞ」

「あん？」

　差し出されたのは、湯ゆ気げをたてるティーカップであった。

「なんだこりゃ。紅こう茶ちやか？　底にぐにゃぐにゃしたのが沈しずんでるけど」

「コンフィチュールティーです」

「…………」

　こんふぃちゅーる、と言われてもイザヤには分からない。

　もともと住んでいたのはろくでもない孤こ児じ院いんだし、そこを出た後も真まっ白しろな牢ろう獄ごくの中だ。詰つめ込み勉強したのも聖せい霊れい教きようのことだけで、この都と市しに来たときなど、エスプレッソとブレンドコーヒーの違ちがいだって分からなかったのだから。

（……前に飲んだウバとかいうやつはやたら渋しぶかったけど）

　おそるおそるティーカップを持ち上げる。

　思い切って、唇くちびるへティーカップを傾かたむけ、

「……甘あまい」

　と、イザヤは目を丸まるくした。

「好このみに合いませんか？」

「……いや、うまい」

　ごくごくと、我われを忘れて飲んだ。

　口に含ふくんでみれば、底に沈しずんでいるのはいちごのジャムで、くたびれた頭に痺しびれるぐらい甘さが響ひびいた。

　見ると、人形はこちらの様よう子すをうかがって、満足そうに唇をほころばせていた。

（……ったく）

　イザヤは、沈ちん黙もくする。

　少しだけ、ずるいと思う。

　この人形は、あくまで人形ゆえに、主人の世せ話わをしてくれるだけだ。

　それは分かっている。

　だけど。

　そんな理り屈くつが真実でも、ヒトガタをしているものに感情移入してしまうのは、結けつ局きよく人間としては自然だろう。

　だから──ずるい。

（……たく、こいつの設せつ計けい者しやは何を考えてやがったんだ）

　軽く、皮ひ肉にくめいて顔を歪ゆがめる。

　それ以上の意味はないと自分に言い聞かせてから、イザヤは口を開いた。

「……もう、身体からだは大だい丈じよう夫ぶなのか」

　さきほど、言いかけた台詞せりふだった。

「誰だれのことでしょう？」

「お前だお前。前の〈獣ベステイア〉との闘とう争そうも、つい二週間前のことだったろうが」

「…………」

　少しだけ、人形の反はん応のうが遅おくれた。

　予想しないアプリケーションの挙きよ動どうで、パソコンが止まったみたいな反応だった。

　それから、

「……はい」

　これは妙みように嬉うれしそうな顔で、ノウェムがうなずいたのであった。

「今は〈獣ベステイア〉の動きもありません。おかげで、この二週間はフルメンテナンスにあてられたのが私です。断罪衣イスカリオテの方も一いつ緒しよに調ちよう整せいしていただきました」

　聖職衣カソツクの胸むな元もとを押さえて、人形が言う。

　なんとなく声が弾はずんでいるような気もしたが、そういうのは無む視しすることにする。

「だったらいいけどさ」

　視し線せんをそらして、イザヤは相あいづちを打った。

　もう一度、コンフィチュールティーを口に含ふくむ。

　二口目は、甘あまさよりも、それを包つつみ込むような優やさしい酸さん味みが印いん象しように残った。こうして椅い子すに座すわっていると、なおさら味み覚かくに集中できて、イザヤの心を温あたたかく癒いやした。

「──隣となりを、失礼します」

　と、長なが椅い子すの隣にノウェムが座った。

　イザヤも嫌いやがりはしなかった。

　聖せい堂どうの中は薄うす暗ぐらく、どこか水族館アクアリウムにも似にていた。

　ステンドグラス越ごしの、朧おぼろで静せい謐ひつな光のせいだろうか。

　特に冷れい房ぼうなどをいれているわけではないが、ここだけは夏の暑さも避さけているようだった。

　少年は、ただ黙もく然ぜんとティーカップを傾かたむける。

　ノウェムも、話さなかった。

　深く椅子に腰こし掛かけて、十じゆう字じ架かを見上げていた。

　祈いのっているわけではない。もとより、この人形に信しん仰こう心しんがあるのかイザヤは知らない。そんなのを考えたこともなかったことに、いまさら少年は気がついた。

　知らないことばかりだ。

　尋たずねたら、この人形は答えてくれるのだろうか。

「…………」

　ノウェムは、話さない。

　耳をすませば、かすかに鼻はな歌うたを歌っているようだった。聞き覚えのあるメロディは聖せい歌からしかったが、何の曲きよくかまでははっきりとは思い出せなかった。

　不ふ思し議ぎだった。

　こんなに近くにいて、ずっと沈ちん黙もくしたままで、どうして自分も苦くにならないんだろう。

　単たんに相手が人形だからという、それだけなんだろうか？

　ティーカップが温かい。

　その温かさを手のひら全体で確たしかめるようにして、イザヤは自分の内心を反はん芻すうする。

　だいたい、どうしてこんなことを自分は考えているのか。

　何か、ひどく致ち命めい的てきなことを、見落としているような気がしてならなかった。

　致命的。

　致命傷。

　──たとえば。




　──自分は、この人形のことをどう思って──




「──ノウェム？」

「は、はい！」

　ぼんやりとあげた声に、人形がすぐさま振り返った。

「どうかしたのがイザヤ様ですか？」

　その動きがいつもどおりの等とう速そくな仕し草ぐさだったもので、イザヤはぴくりとティーカップを震ふるわせて、我われに返った。

　自分は、何を考えていたのか？

　さっきまでつかみかけていた思考は、すでに曖あい昧まいに溶とけていた。

　そのことに安あん堵どしてしまう自分もいて、イザヤは複ふく雑ざつな表情になり、とりあえず話をそらす。

「あ、いや……さっきのやつ、何の歌だ？」

「聖せい歌か──グレゴリオ聖歌です。お気に召めさなかったですか」

「……別に」

　ぶっきらぼうに言って、こぼさずにすんだティーカップへ視し線せんを落とす。

　ずいぶん長く考え込んでいたらしく、紅こう茶ちやはぬるくなっていたが、それでも味は落ちていなかった。

「……すぐお茶が出てきたけど、お前、ずっとここにいたのか」

「はい、それが務つとめですから」

「誰だれか、ここに来たりするのか」

「いいえ」

　人形はかぶりを振った。

　だったら、こんな静しずかな教会に、ノウェムは一日中いるということだ。朝あさ晩ばんこそイザヤの保ほ護ごをかねて、同じ家に寝ね泊とまりしているが、イザヤ自体よく話す方ではない。後は、昼食にやってくる面めん々めんや、メンテナンス時の教団関係者ぐらいだろう。

（…………）

　その光こう景けいを、イザヤは思う。

　たったひとり、静かな教会の内側で、そっとたたずむノウェムの姿すがたを思う。

　それでも、人形は寂さびしくないのだろうか。

　それとも、寂しいとも思わないのだろうか。

「お前は……生徒会どうこうは言われてないのか？」

「生徒会ですか」

　考えるように、ノウェムの指が顎あごにかけられる。

「特にありません。イザヤ様が命令されるなら従したがいますが」

「そんなつもりはねえよ」

　しっしと手を振り、ぬるくなったコンフィチュールティーを飲み干ほしてから、イザヤは立ち上がった。

　まだ帰る時間ではない。

　イザヤが自じ宅たくに戻るときにはノウェムも一いつ緒しよだが、それまではまた、この教会でノウェムはひとりぼっちで過すごすことになる。

　夏休みが始まれば学生は減へるから、なおさらその傾けい向こうは増すだろう。

　その姿すがたを考えると、なぜか胸むねがもやもやした。

「……糞くそったれ」

　と、癖くせっ毛けの髪かみをがりがりとかき回す。

　くるりと振り返った。

「やっぱり手て伝つだえ。俺が生徒会の顧こ問もんをやらされるらしいからな」

「え？」

　きょとんと瞬まばたきしたノウェムに、イザヤは苛いら々いらした声で告つげた。

「いいから命令だ。従うのがお前の役やく目めだろ」

「は、はい……」

　しばらくの間、人形はよく分からないといった感じの顔をしていたが、

「分かりました。では、よろしくお願いするのが私です」

　と、丁てい重ちように頭を下げたのだった。





３






　──同じ頃ころ。




　期き末まつ試験の発表も終わり、人ひと影かげの減った学がく舎しやをふたりの聖せい職しよく者しやが歩いていた。

　片かた方ほうは、首から耳から多くのアクセサリをさげた、黒い肌はだの少年。

　片方は、獅し子しの刺し繡しゆうの眼がん帯たいに、枢機卿カーデイナルの赤・レツドを纏まとう長ちよう身しんの男。

　ラーフラと、カルロ・クレメンティだった。

「ええと、ではこちらが保ほ健けん室しつでして、もしも学生が健けん康こう上じようの理由で悩なやんでいるときなんかは養よう護ご教きよう諭ゆと相そう談だんしながら……」

「…………」

　それぞれの説明をしているカルロの背はい後ごで、ラーフラは足を止めた。

「あれ、どうしました？　ラーフラさん」

「……申もうし訳わけありませんが、案内はここまでで結けつ構こうです。そろそろ、お伺うかがいしたいことがありますので」

　顔を、あげる。

　深い黒こく瞳どうをカルロへ据すえたまま、若き修しゆう道どう士しは問とうた。

「なぜ、私をこの学校の教会へ推すい挙きよしたんです？」

「おや、まずかったですか？　ひょっとして学校とか嫌きらいだとか？」

「……聖せい務むである以上、私の好こう悪おは関係ありません。訊ききたいのは、ブラザー・カルロの意い図とです」

　ラーフラが、かぶりを振る。

　仕し事ごと自じ体たいは、むしろ好こう都つ合ごうですらあった。

　ここの教会に配はい属ぞくされたということは、玻は璃りやイザヤにより接近できることでもある。

　断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやとしてではなく──もうひとつの彼の聖務に、その配属先は都合がよかった。

　異端審問官インクイジター。

　聖せい霊れい教きようにおいて、異い端たんや教理に反する要素を排はい除じよするための官かん職しよくだ。

　そして、少年が疑っているのが、玻璃とイザヤのふたりであったのだ。

　すなわち、




　──今のイザヤは、本当に聖せい戦せんの英えい雄ゆうたる『九く瀬ぜ諫いざ也や』なのか？

　──聖戦の数少ない生き残り、朱と鷺き頭とう玻璃は〈獣ベステイア〉に汚お染せんされていないのか？




　この、二点である。

　しかし、それはカルロにとって不ふ都つ合ごうな真しん実じつのはずだ。

　イザヤと玻璃。どちらが噓うそをついているとしても、カルロにまで隠かくすのは不ふ可か能のうだからだ。必ひつ然ぜん、カルロは両者の正体を知って、教団へ偽ぎ証しようを重ねていることになる。

　それは、紛まぎれもなく　異端審問官自分の断だん罪ざいすべき背はい信しんだ。

　なのに。

　どうして、不用意に自分とふたりを近づけようとする？

　秘ひ密みつなど何もないというポーズか？

　自分が異端審しん問もん官かんだと、気づいてもいないのか？

　……あるいは。

（……あるいは、もっと都合の悪いことがあるということですか？）

　思考を張はり巡めぐらせるラーフラの前で、カルロが首をひねった。

「──私の、意い図とですか？」

　相あい変かわらずおどけた感じで、訊きき返す。

「そう大したものでもないんですが。だって、この都と市しを守る以上、ある程てい度どの交流は必ひつ要ようでしょう？」

「……申もうし訳わけありません。肯こう定ていできません。断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやとして、〈獣ベステイア〉との戦たたかいに必要な程てい度どの相そう互ご理解なら、教団での接せつ触しよくのみで十じゆう分ぶんと考えます」

「交流っていうのは、ブラザー・イザヤとかノウェムさんとか、断罪衣イスカリオテの資格者だけのことじゃないですよ」

　と、カルロが笑う。

「あなたに守られるのは、この都市ですから」

「都市？」

「ええ。残念だけど、私たちはただの人間ですからね。知らないどこかの誰だれかのために戦うってのはちょっと難むずかしい。仮かりにできたところで、そんな正義の権ごん化げを何年も続けるのは苦くるしいことでもありますし。……だから、この街まちで芽め吹ぶいている真まっ最さい中ちゆうの学生たちを見ていてほしい。それだけですよ？」

「…………」

　カルロの言こと葉ばは、ごくまっとうなものだった。

　守るべき場所を守る──その士し気きを保たもつためには、場所に対する愛あい着ちやくを持つべきだという、当たり前で力強い理り屈くつ。

　そういう意い識しきの違ちがいは、人じん事じを尽つくした最後のところで、死し線せんを別わかつ。

　ただ、ラーフラの胸むねには刺ささらなかった。

「……信しん仰こうを守るのに、人の情じようを支えとするのはいささか不ふ純じゆんと考えますが」

「そりゃ手て厳きびしいですねえ」

　苦く笑しようして、カルロが首の裏うらを叩たたく。

「一いち応おうほら、年長としてのおすすめですよ。ほら、玻は璃りさんとか健けな気げに思いません？　若わこ人うどとしてはそういうところでも発はつ憤ぷんしてもらった方が実力を発はつ揮きできるんじゃないかなあとか」

「……申し訳ありませんが、そういうご期き待たいには添そいかねます」

「ですか。残念」

　わざとらしくうなだれた枢すう機き卿きよう代だい行こうを、ラーフラは冷ややかに見つめた。

　やはり、分からない。

　この神しん父ぷの真しん意いは、今のラーフラには推すい測そくできない。

（なら……かまいません）

　相あい手ての行動の真意が読み取れぬなら。

　こちらから、攻せめ手てを打っていくだけのこと。

「──ひとつ、許きよ可かをいただきたいことがあるのですが」

「ほう」

「私が……」

　続けて、ラーフラは自分の要よう望ぼうを告つげた。

　吟ぎん味みには数すう秒びようとかからなかった。

　眼がん帯たいの枢すう機き卿きよう代だい行こうは、すぐにうなずいて、こう答えたのである。

「よろしいでしょう。あなたの要望を、カルロ・クレメンティが教区長として許可します」

「申もうし訳わけありません」

　やはり申し訳なくなさそうな声こわ音ねで、ラーフラが頭をさげた。

「では、失礼します」

　きっぱりと、身みを翻ひるがえす。

　何の未み練れんも残さない、潔いさぎよい振り切り方だった。
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　ラーフラの背中が廊ろう下かの向こうに消えたのを見送ってから、カルロはへらへらと頭を搔かいた。

「……やっぱり懐かい柔じゆうは難むずかしそう。面めん倒どうくさいタイプではありますねえ」

　呟つぶやいて、ため息いきをつく。

　ラーフラの任にん務むについて、カルロはおおよそ思い至いたってはいた。

　今の御みさ陵さぎ市しに、断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやを再さい配はい置ちしてくれるのはありがたいが、裏うらの事情に気づかずにいられるほど愚ぐ鈍どんでもなかった。

（異い端たん審しん問もん官かん……でしょうねえ）

　小さく、苦く笑しようする。

　審問官を差し向けてくるような相手には、思い当たりがありすぎるからだった。

　断罪衣イスカリオテの資格者とはいえ、若くして枢機卿代行となりおおせたこともそうなら、この都と市しにまつわるいざこざにおいても、敵てきをつくりそうな行動は一通りやってきた。

　だからこそ、自分を牽けん制せいしたいと思う人間は山ほどいるだろう。

　純じゆん粋すいに人類を守るためだけに動けるほど、教団も一いち枚まい岩いわではない。

「それでも……死し守しゆしなきゃいけないのが辛つらいところですが」

　軽く、肩を叩たたく。

　やることは変わらない。

　たとえ、あの日の──二年前の四人一組フオーマンセルには遠く及およばぬとしても、今の状じよう況きようで可か能のうな限り、戦力を搔き集めなければならない。それこそが、当時聖せい戦せんが終わるなどと考えてしまった、浅あさはかな自分への償つぐないだろう。

　純じゆん白ぱくと漆しつ黒こく。

　ふたつの断罪衣イスカリオテが残した夢ゆめの、残ざん骸がい。

「…………」

　小さく、ため息いきをついた。

　ひとまず教きよう団だん支し部ぶに戻ろうと踵きびすを返しかけて──不意に、カルロは振り返った。

　窓まどの外である。

　夏の太陽の眩まぶしさに、枢すう機き卿きよう代だい行こうは目を細めた。

「……誰だれ、か……？」

　眉まゆを寄せる。

　そこから、誰かの視し線せんが向けられていたように、カルロは感じたのだった。

　しかし、青年が見上げたときには、誰の気け配はいも感じられなかった。

「気のせい……ですかね？」

　曖あい昧まいに、声が空気に溶とけた。

　それだけで、眼がん帯たいの神しん父ぷもまた、自みずからの聖せい務むへと戻っていった。







　ある意味で。

　カルロ・クレメンティ枢機卿代行でさえ、それ以上には感知できぬ──ひどく淡あわく、致ち命めい的てきな気配の接せつ近きんといえた。
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「──おお、危ない危ない」

　と、それは物もの陰かげで感想を漏もらしていた。

「あいつ、相あい変かわらず敏びん感かんだよなあ。つうか、あれは臆おく病びようってのかね。あんだけ大おお袈げ裟さな眼帯つけてるくせに、実は教団一の用よう心じん深ぶかさで、陰いん謀ぼう根ね回まわし大だい好すきっ子だものよ。そりゃ俺と相あい性しよう悪いわ。だいたい、この都と市しだって、いくつ監かん視しカメラをつけりゃ気がすむのさ。どこの夜や警けい社会だっての」

　顎あごの無ぶ精しよう髭ひげをいじりながら、人ひと影かげはぶつくさとひとりごちる。

　ビルの屋上だった。

　御みさ陵さぎ学院とは区くを隔へだてた、五区の高こう層そうビルである。

　そこからカルロのいた通路までは、優ゆうに一キロ以上あるのだが、人影は双そう眼がん鏡きようひとつ持ってはいなかった。

　唯ゆい一いつ、荷に物もつらしいものといえば、肩のあたりにもたせかけた『棒ぼう』ぐらいだった。

　ゆるく弧こを描えがいた形けい状じようは、日に本ほん刀とうに似にていた。

　だが、長すぎた。

　およそ日本刀の長さといえば刃は長ちようで七十センチほど、柄つかまで含ふくめても九十センチかそこらだというのに、斜ななめにもたせかけたその『棒ぼう』の全長は、人ひと影かげの身しん長ちようと同じぐらい──百八十センチにも達していたのだ。

　平へい均きん的てきな打うち刀がたなはおろか、大おお太だ刀ち、野の太だ刀ちというにも、まだ長い。

　長く、大きすぎた。

　他人が見れば距きよ離り感かんを無くしてしまいそうな、その『棒』を取り直して、

「さて」

　と、男は立ち上がった。

「まずは、二年ぶりの親友に会いに行こうかね」

　そんな風ふうに呟つぶやき、愉たのしそうに笑った。

　にんまりと唇くちびるが引き裂さけて、驚おどろくほど白い歯はが覗のぞく。

　尖とがった八や重え歯ばが、まるで牙きばのようだった。




「──どんな顔をしてくれるかねえ、『九く瀬ぜ諫いざ也や』は」
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　朝の気け配はいを感じて、イザヤはのそのそとベッドから這はい出た。

　あくびひとつ。

　いつもの服の上から聖職衣カソツクを纏まとい、軽く襟えり元もとを引き寄せる。

　固かたい割わりに、着き心ごこ地ちは悪くなかった。

　イザヤの聖職衣カソツク──断罪衣イスカリオテは、〈獣ベステイア〉と戦たたかうために造られた、奇き蹟せきと現代科学との融ゆう合ごうである。強化服パワードスーツとしての側面を持つ以上、内部構造には機械部分も多た々た含ふくまれており、本ほん来らいなら着心地など問題外のはずだ。

　まして、一いち応おうは二年前、『九く瀬ぜ諫いざ也や』が着ていた服だというのに、いつ見ても新しん品ぴん同どう様ようにしか思えない。

　一応、週に一度のメンテナンスと一いつ緒しよにクリーニングもやってるらしいが、そういう基き準じゆんを越こえた何かがこの聖職衣カソツクには宿やどっているようであった。

（ったく、でたらめな話だよな……）

　思って、なんとなくため息いきをつく。

　毎日、この聖職衣カソツクを着るたびに、少年は不ふ思し議ぎな気分になる。

　これこそが最初だったような、錯さつ覚かくにとらわれるのだ。

〈獣ベステイア〉とか聖せい戦せんとか自分の境きよう遇ぐうとか、それ以前に。

　この衣ころもこそが、自分を『九瀬諫也』へと導みちびいたような、そんな気持ちにかられるのだった。

（……ま、変なこと考えすぎてもしゃあねえか）

　結局、いつもの結論に至いたる。

　部へ屋やを出て、再ふたたびのあくびを嚙かみ殺しながら、同じ二階のリビングへ向かった。

　特に、遠えん慮りよはない。

　もとより、イザヤとノウェムしか住んでいない家だ。

　カルロの配はい慮りよもあって、この家の内側には教団の監かん視し設せつ備びも据すえ付けられていない。だからこそ、この中では、イザヤも少年自じ身しんの顔でいられるのだった。

「ふわあ、あ……」

　三回目の、あくび。

　ちょうど、キッチンからはノウェムが小こ気き味みよく包ほう丁ちようを使っている音が聞こえていた。とんとんと等とう速そくで奏かなでられるリズムが、少年の耳には心ここ地ちよかった。

　鼻び孔こうをくすぐるのは、焼けたパンやマスタードの香かおり。

　朝の日差しとともに、エプロン姿すがたのノウェムが軽く会え釈しやくする。

「おはようございます」

「おお」

　イザヤも慣なれたもので、頭を搔かきながら食しよく卓たくへ進んだ。

　テーブルの上には、たんまりと皿さらが盛もり上がっていた。

　大皿がこれでもかと積つみ上げられ、サラダボウルやスープ皿など複数の列で重なって、小こ山やまを成している。今食べ終わったところなのは、温あたたかそうな皿やこびりついたソースやマスタードからも明らかで……まるでついさっき、十人ぐらいのパーティでも行おこなわれたようだった。

　ぼんやりした眼めでそれを眺ながめて、呟つぶやく。

「なんか、今日はたくさんあるな」

「……す、すいません。つい、ノウェムさんの料りよう理りが美お味いしくて」

「へえ。まあノウェムの飯めしが美う味まいのは本当だしな」

「は、はい」

　こくこくと少女がうなずくと、これはキッチンからノウェムが頭を下げた。

「謝しや罪ざいいたします。玻は璃りさまの朝食の必ひつ要よう量りようを見み誤あやまったのが私です。冷れい蔵ぞう庫こには一週間分の仕込みとたくわえがあったのですが、もうイザヤ様の朝食分しか……」

「だだだ、大だい丈じよう夫ぶです。ちょっとお箸はしが進み過ぎちゃっただけで……」

　なるほど、玻璃が食べてしまったらしい。

　もじもじと箸を左右に振る少女の様よう子すは、なんだか小動物みたいで可愛かわいらしかった。

　いつも生徒会長として張はり詰つめたところを見ているイザヤには、なんだか新しん鮮せんでもあった。

（……そういうのも、悪くはないか）

　感想とともに、ゆっくりと席せきに座すわる。

　いつも通り、イザヤの起き床しようタイミングに合わせて焼かれたパンを一ひと口くち囓かじる。

　ぱりっとした食感と、口くち中じゆうに広がる小こ麦むぎの味。思わず頰ほおがほころんでしまう。焼きたてのパンがそれだけで美味いものだと知ったのは、この都と市しに来てからのことだった。

　そして。

　──さらに、数すう秒びようしてから。

「……んなあっ!?」

　おかしな声がこぼれた。

「イザヤ兄にい様さま!?」

　あわてて振り返った玻璃の前で、イザヤはものすごく強ごう引いんに『九く瀬ぜ諫いざ也や』を取り繕つくろう。

　囓ったパンを飲み込み、完全に外はずれていた仮か面めんをかぶりながら、

「な、な、なんで……玻璃さんが、ここにいるんですか？」

　かろうじて、口にした。

　そう。

　少年の前で食卓についているのは──紛まごうことなく、朱と鷺き頭とう玻璃であったのだ。

「あら」

　と、少女は瞬まばたきした。

　小こ首くびを傾かしげると、黒い髪かみが揺れた。

　制服にその髪が流れる光こう景けいは、一いつ幅ぷくの絵かい画がにできそうなほど様さまになっていたが、イザヤは見とれるどころではなかった。

　ひたすら狼狽うろたえるイザヤに、玻は璃りが訊きく。

「カルロ神しん父ぷからお聞きになってないんですか？」

「ブラザー……カルロ……から？」

　掠かすれた声で、鸚鵡おうむ返がえしに口にしたところで、さらなる奇き異いが生しようじた。

　きいい……と近くで車の停止する音が聞こえたのだ。

　エプロンを外はずして、ノウェムが無表情に言う。

「バスが着いたみたいです」

「は？」

「どうぞ、ご出しゆつ立たつを。残りの朝食は持っていけるように準じゆん備びしてあります」

「へ？　あ、おお」

　わけのわからぬまま、うなずく。

　囓かじったパンだけを持って、玻璃と一いつ緒しよに玄げん関かんへ出て、イザヤは目を見張った。

　すぐ前に、マイクロバスが止まっていたのである。

　しかも、側面にはばっちり御みさ陵さぎ学院の校章エンブレムが入っていた。

「な、なんだ……」

「あーっ！　会長と九く瀬ぜ神父とノウェムちゃん発見なり！　トラトラトラ！　我われ、これより奇き襲しゆうに突入せり！」

　窓まどから身みを乗り出し、こちらを指さしたのは、架か城じようまゆきだった。

　だだだっ、と一ひと息いきにバスの搭とう乗じよう口ぐちから飛び降りて、玻璃とイザヤの腕うでを摑つかむ。

「うし！　ゲット！　キャプチャーされたからには大人しく乗るであります！」

「こ、これって……」

「いいからいいから乗って乗って！　ほら、ノウェムちゃんも！」

　ぐいぐいと、半なかば以上強ごう引いんに引っ張り込む。

　ノウェムの方も、主しゆ人じんたるイザヤが連れ去さられれば後を追うしかない。文もん句くがあったかどうかはともかくとして、手て際ぎわよく詰つめたバスケット片かた手てに、粛しゆく々しゆくとバスの後ろの方の座ざ席せきに座すわり込んだ。

「はーい、九瀬神父とノウェムさん両方ゲットー！　出発進行ったら出発進行ーっ！」

　ぐるぐるぐるとまゆきが手を振ると、すでに馴な染じんでいるものか（もしくは諦あきらめているものか）、バスが出発した。

　急発進ぶりにつんのめりながら、

「ど、どこに、行くんですか？」

　イザヤが言ったのに、前方の座ざ席せきからにょっきりとごつい顔が出た。

「え？　聞いてないんスか？」

　獅し子し鼻ばなにまるまっちい目をした、ごついくせにまだ幼おさなさの残る学生だった。

　この場では唯ゆい一いつの二年生、生徒会書記・鈴すず木き大だい悟ごである。

　掛かけ持ちで陸上部に所しよ属ぞくしてるというだけあって、大おお柄がらな身体からだはよく引き締しまっていた。

　その分ぶ厚あつい両手を広げ、

「海ですよ海！」

　と、掛け値ねなしの歓かん喜きを表現したのである。

「な、なんで海に？」

「だって十一区の海岸に、御みさ陵さぎ学院の合がつ宿しゆく場じようがあるんですもの。毎年、各部ぶ活かつの合宿で使ってるんです。先に点てん検けんをして、それぞれの部活の合宿スケジュールを最終調ちよう整せいするのも、生徒会の仕し事ごとですわ」

　隣となりに座って、玻は璃りが説明する。

「そうですそうです！　ついでに生徒会の予算を使って食べ放ほう題だい・最さい高こう級きゆうのバーベキューをしたり花はな火びをしたり！」

「──鈴木さん」

　調ちよう子しに乗った鈴木に、玻璃が冷たい声で告つげる。

「生徒会の仕事ですから、まず掃そう除じですわね？　後、労ろう働どうに応おうじた見返りは考えますけれど、見返りだけを求める姿し勢せいは感心できませんわ」

「うお、お、押お忍す！」

　なぜだか空から手ての構かまえを取って、鈴木が返へん礼れいする。

　少なくとも、会長としての玻璃への恐きよう怖ふは身みにしみているらしい。

　そんな後こう輩はいを仕し方かたなさそうに見つめて、玻璃は付つけ加くわえた。

「まあ、イザヤ兄にい様さまとノウェムさんもいるわけですから、今回は男おとこ手でと料りよう理りも期き待たいできそうですけれど」

「え？」

　この言こと葉ばに、イザヤがきょとんと首を傾かしげた。

「俺……じゃなくて僕も、ですか？」

「はい」

　と、嬉うれしそうに玻璃は笑ったのである。

「イザヤ兄様が来てくれて本当に嬉しいです。カルロ神しん父ぷなんて、ほかの人までサボりに誘さそってましたもの！」

「……カルロ神しん父ぷは、とことん面めん倒どうくさがりやからねえ。合がつ宿しゆく場じようの点てん検けん前まえに、急いでイザヤはんを顧こ問もんに推すい挙きよしたんも、そういう理由やろうけど」

　これは、副会長の長なが岡おか静しず佳かが注ちゆう釈しやくを加くわえた。

　慌あわただしいマイクロバスにおいても、この生徒の性せい別べつ不明の横よこ顔がおはどこか涼すずしげだった。

　対して、イザヤは呆ぼう然ぜんと訊きき返したのである。

「面倒くさがって……？」

「へえ」

　ほっそりした首が、こくりとうなずく。

「カルロ神父はイベント好ずきなんですけど、前まえ準じゆん備びとか後あと片かた付づけとか面倒くさいことは片かた端はしから嫌きらいはるんで。一ヶ月ぐらい前から、『んっふふふ今回は秘ひ密みつ兵へい器きがあるんですよ～』って浮き浮きしてはったから、こうなるんやないかと思ってました。いつもなら率そつ先せんしてくれはる会計の四よ辻つじはんも、今回は地じ元もとへ戻ってますし」

「あ……」

　ぽかんと、少年が口を開く。

　この期ごに及およんで、イザヤはやっとはめられたことに気が付いた。

「さあさあ、ビーチが俺たちを待まってるぞおおおっ！　掃そう除じなんざ五分ですませてビーチ！　飯めし！　水着いいいいいっ！」

「ああこら！　会長の水着姿すがたとか見ていいのはあたしだけなんだから！」

「ふたりとも、いいから落ち着きなさい！」

「会長、どうせふたりとも聞こえてまへんえ」

「……ええと。この場合、生徒会顧こ問もんの立場であるイザヤ様の助じよ手しゆとしては、黙だまって見守っているべきなのが私でしょうか？」

「…………」

　ひたすらに騒そう動どうが巻まき起こるマイクロバスの中で、少年神しん父ぷはひとり沈ちん黙もくしていた。

　胸むねの中で叫さけんでいることは、たったひとつだった。




（──あ、ああああああんの、ド馬ば鹿かお調ちよう子しへっぽこ怠なまけ腐くされ眼がん帯たいぃいいい！）




　昨日きのうの罵ば倒とうはまるで足たりなかったと確かく信しんして──そんな叫びを、胸の中だけでぶちあげていたのであった。





２






　おおよそ二時間ほど後、

「……結局、こうなんのか」

　イザヤは、波なみの音を聞いていた。




　ＺＡＺＡＺＡ　ＺＡＺＡＺＡ

　ＺＡＺＡＺＡ　ＺＡＺＡＺＡ




　近く、遠く、こだまする潮しお騒さい。

　空は澄すみ渡わたって蒼あおく、爽さわやかな太陽はなお高い。

　見み事ごとなまでに晴はれ渡わたったビーチだった。

　御みさ陵さぎ市し・第十一区。

　三日月型の御陵市において、その欠かけた部分──内側の弧こに接せつする湾わん岸がん地ち帯たいである。

「いよっしゃー！　掃そう除じを一時間で終わらせたぜえええええええ！」

「うおおおおっし！　あたしも会長を撮とりまくるぞおおおおおおおおおお！」

　同時にジャンプして、空中でハイタッチしたのはまゆきと鈴すず木き。

　こういうあたり、妙みように気の合うふたりである。

　ぎりぎり夏休み直前という時期もあって、ビーチの賑にぎわいはほどほどなのだが、このふたりのテンションの高さだけで、倍ばいも騒さわがしく思えた。

（つうか、ほとんど掃そう除じで終わるつってたのに……）

　その背はい後ごで、ビーチに据すえ付けられた折おりたたみ椅い子すに座すわり、イザヤは頭を抱かかえていた。

（まさか……ノウェムのヤツがあれほどだなんて……）

　ひっそりと、ため息いきをつく。

　少年たちが到とう着ちやくした合がつ宿しゆく場じようは、なるほど一年間使用してないだけあって、埃ほこりや蜘く蛛もの巣すにまみれていたのだ。この様よう子すなら掃除だけで丸まる一日は潰つぶれるだろうとある意味イザヤは安心していたわけだが──結果は、この通りであった。

　ほとんど、魔ま法ほうと言ってもよい。

　合宿場の物置から取り出した箒ほうきや雑ぞう巾きん。

　こちらも一年放置された廃はい棄き寸すん前ぜんの品しなだったのに、ノウェムの手で振るわれるや、わずか数十秒ほどでぴかぴかと床ゆかや壁かべが光り輝かがやくのだ。それはもう、意い地じ悪わるな姑しゆうとめが窓まどのサッシをこすってみれば、こすった指の方が綺き麗れいになってしまいそうな徹てつ底ていぶりだった。

　いかなイザヤとて、文もん句くのつけようもない。

　果はてはキッチンや食器まで磨みがき上げられて、整理整せい頓とんされ、あっという間に生徒会の一日目の用事が終しゆう了りようしてしまった次し第だいである。

（……自動人形のプログラムって、そんなのまで入ってんのか？）

　ため息混まじりに、こめかみを押さえる。

　連れてきたことを悔くやんだものの、後こう悔かい先さきに立たずだ。

　結果、来たくもない海へと案あん内ないされてしまった少年は、ぼんやりと生徒会の面めん々めんを見つめているわけだった。

「まずは泳およぐぞおおおおおっ！」

「あ、あたしは一いち眼がんレフデジカメと盗とう撮さつ用ようカメラとハンディカムと閲えつ覧らん用ようノートパソコンのセットを用意してくるううっ！」

　背せ中なかを合わせ、よーいどんとばかりに反対方向へ爆ばく走そうする学生ふたり。

　おおよそ青せい春しゆんとはそういうものかもしれないが、いろいろ間ま違ちがっている気がしなくもない。

「……ま、いいか」

　イザヤは、だらりと椅い子すの背せもたれに身みを預あずけた。

　憂ゆう鬱うつなのは、カルロの指令もあって、この聖職衣カソツクを脱ぬげないことだった。生き地じは見た目より涼すずしいのだが、いかんせん身体からだ全体を覆おおっている事実は誤ご魔ま化かしようもない。

　お調ちよう子しよく紫し外がい線せんを投げかけてる太陽が憎にくたらしい。

　だらだらと垂たれる汗あせが、鼻の横を伝つたって、顎あご先さきまで滴したたってくる。

　面めん倒どうくさいから、このままぶっ倒たおれてやろうかと思った。熱ねつ射しや病びようにでもなった方がいっそ気楽かもしれない。吸きゆう血けつ鬼きよろしく灰はいになってしまえたなら、いろんな面倒ごとからも解放されるのだが。

　そんなときだった。

「……あの……イザヤ、様」

　今にも搔かき消えそうなかぼそい声が、少年の耳じ朶だを叩たたいたのだ。

「はい？」

　と、優ゆう等とう生せい顔がおで振り返って。

　イザヤの時間は、ぴたりと止まった。

　そこに、白いセパレーツの水着を纏まとった人ひと影かげが立っていた。

　見み慣なれたはずの人影なのに、水着姿は不ふ思し議ぎなほど細かった。

　抱だきしめれば折おれそうだと、そんな感想を抱いだくぐらい。それでいて要よう所しよ要所はほんのりと色づき、マシュマロのように柔やわらかそう。胸むねの大きさも品ひんよく、中ちゆう央おうにちょこんとリボンが結むすばれているのがまた可愛かわいらしい。

　信じられないように、イザヤは人影の名を呼んだ。

「……ノウェ、ム？」

「……は、はい」

　顔も合わせられないといった感じで、人形は深くうつむいていた。

「ええと……玻は璃りさまに、水着を貸してくださると言われたので」

　自分の爪つま先さきを見るぐらいうつむいていても、耳が真まっ赤かなのだけは隠かくせなかった。

　拳こぶしは両手とも握にぎり込んで、太ふと股もものあたりに重ねている。肩かたもぎりぎりまですぼまっており、今にもノウェムは消え入ってしまいそうだった。

「…………」

　イザヤも、何も口に出来なかった。

　呼こ吸きゆうは止まったまま、何度となく瞬まばたきだけを繰くり返す。

　さっきまでの馬ば鹿かみたいな暑さも、別べつ世せ界かいのように意い識しきから遠かった。

「しゃ、謝しや罪ざいするのが私です！　こんな醜しゆう態たいをさらしてしまって──」

「そ、そうじゃなくて」

　慌あわてて手を振るが、それ以上の言こと葉ばは喉のどから出ない。

「で、ですけど、イザヤ様、黙だまってしまわれてますし、それはきっと私のいたらなさがゆえで、この場合私の見み目めがご不ふ快かいにさせてしまったものと判断する以外ありません！」

　ろくに目も合わせず、ノウェムがきゅっと唇くちびるを嚙かむ。

　イザヤは、ただ困こん惑わくしていた。

　綺き麗れいだったからだ──なんて、言えるわけがない。

　なんとかほかの台詞せりふで言いつくろおうと、思し考こうを巡めぐらせたところで、

「ん？　どないしたん？」

「ひゃんっ！」
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　背はい後ごからそっと肩へ手を載のせられて、ノウェムがびくりと身体からだを震ふるわせたのである。

「長なが岡おかさん」

「んふふふ、ノウェムちゃん可愛かわいいやろ～。私も選ぶのに時間かけたんやからね？」

　ふわりとしたパーカーに身みを包つつんで、やはり性せい別べつ不明なままの副会長・長岡静しず佳かがノウェムの肩を抱いていたのだった。

「えっと……それを、長岡さんが？」

「うん。会長と一いつ緒しよに選んだんや。どう？　どう？　ノウェムちゃん細くて白くて小さくて、妖よう精せいみたいでドキドキしいひん？」

「や、その……」

「ん～ん、それともイザヤ神しん父ぷはもうちょっと大人っぽい方が好このみ？」

　顎あご元もとに指をおいて、静佳が小こ首くびを傾かしげる。

「な……っ」

　と、少年神父が口ごもったところで、

「──イザヤ兄にい様さま？」

　今度は、イザヤの横合いから、新あらたな声がかかったのだ。

　こちらは、真しん紅くのワンピースであった。

　陽よう光こうを受けてきらめく長い髪かみ。大だい胆たんに露ろ出しゆつした背せ中なかは透すき通りそうなほど白く、染しみひとつない。いまだ未み成せい熟じゆくながら、すらりとしなやかな肢し体たいは、これからの発達を想そう像ぞうせずにいられぬほどの美びを体現していた。

　……いいや。

　それだけではない。

　イザヤには、光に祝しゆく福ふくされたような少女に、一点、目に見えぬ影かげが落ちている気がした。

　単たんなる翳かげりというよりも、ずっと根こん源げん的てきな闇やみがどこかに存そん在ざいして、少女の印いん象しようをより深くしているように思えたのだ。

　聖せい女じよの肌はだの下に……まったく相あい反はんする何かが潜ひそんでいるような。

（……あ……っ）

　一いつ瞬しゆんだけ腹ふく部ぶに目をやって、そこがごく普通の生き地じに覆おおわれているの見て、イザヤは安あん堵どの息いきをついた。

　その様よう子すに、玻は璃りも気づいたらしかった。

　そっと、耳みみ元もとに顔を寄せて、囁ささやいたのだ。

「私の……おなかのこと、気にしてくださってました？」

「あ、いや……」

　玻璃の身体には、〈獣ベステイア〉が憑ついている。

　その象しよう徴ちようが、腹部に浮き出ていることを、イザヤは知っていたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。普ふ段だんはあんなに目立つものじゃないですから」

　うなずいて、玻は璃りは微び笑しようした。

「それに、イザヤ兄にい様さまが心しん配ぱいしてくれた方が嬉うれしいです」

「そ、そうですか……」

　妙みようにどぎまぎしてしまって、少年はがしがしと頭を搔かいた。

　地ちに足がつかない気分。

　浮かれてるような、浮ついてるような気持ち。

　こういう感覚にとらわれるのも、眩まぶしい夏の陽よう光こうや潮しお騒さいのせいだろうか。

　照てれ隠かくしに振り返って、イザヤは眉まゆをひそめた。

「ノウェム？」

「なんでも、ありません」

　やたらはっきりした発音で、人形が視し線せんをそらす。

　なんだか頰ほおがぷうっと膨ふくらんでいたような気がするが、見み間ま違ちがいかもしれない。

「では、早さつ速そく泳およいでくるのが私です。海かい水すい浴よくではそうするものだと教わりました」

「え、ええ。……て、ノウェム、泳いで大丈夫なんですか!?」

　玻璃や静しず佳かの目を気にして優ゆう等とう生せいの仮か面めんで訊きくが、ノウェムはかすかに唇くちびるを尖とがらせて、こう答えたきりだった。

「機き能のう上じよう問題ありません！」

　剝むき出しの素す足あしが、熱い砂すなを蹴けった。

　その速度たるや、国体スプリンターも真まっ青さおの有あり様さまで、銀ぎん髪ぱつのツーテールがたなびきあっという間に背中が遠くなっていく。

　啞あ然ぜんと見送っているイザヤに、

「あ、イザヤ神しん父ぷは泳がへんのん？」

　静佳が、はんなりと小こ首くびを傾かしげて訊きいた。

「え、ええ。……私は一いち応おう、監かん視し役やくですから。水着も持ってきてませんし」

　こくりとうなずく。

（つか、なんだ？　今俺、おかしなことしたか？）

　自じ問もん自じ答とうしつつ、なんとか仮か面めんを取り繕つくろう。

　どうにも勝かつ手てが違ちがう。

　まだしも、教団で『九く瀬ぜ諫いざ也や』をやらされてる方がマシな気さえする。暑さはもちろんだが、さっきから違い和わ感かんがまとわりついてたまらなかった。

　ノウェムは、どうなのだろう？

　自分が誘さそった人形は、どんな風ふうにこの時間を感じているのだろう。

（やっぱり手て伝つだいを頼たのんだの、間違いだったか……？）

　だとしたら、痛つう恨こんのミスである。

　何かしら、罪つみ滅ほろぼしの方法を考えねばなるまい。

　なんとなくため息いきをついていると、突とつ然ぜん大声が割わり込んだ。

「あああああああああああああああああーっ！　かかかかかかか会長がああああああ！」

　まゆきである。

　両手にカメラセットを担かついで、早くも少女が帰き還かんしていたのだ。

　玻は璃りの水着姿すがたを見て、その身体からだがぷるぷると硬こう直ちよくする。

　どうも、感動に打ち震ふるえているらしい。カメラとハンディカムを構えた手までも痙けい攣れんして、そばかす少女は深く深く瞼まぶたを閉じた。

「あああ、もうあたし駄だ目めかも……っ！　幸しあわせすぎて死んじゃう……」

　ふら、とその身体が後ろへ傾かしいだ。

「まゆき?!」

「ま、まゆきさん?!」

　玻璃とイザヤが、慌あわてて少女の身体を受け止めたのだった。
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　それからは、ひどいお祭まつり騒さわぎであった。

　ビーチバレーにビーチフラッグに水上スキー。釣つりからサーフィンから、果はてはスイカ割りまでひたすら付き合わされたのだ。無む論ろん、聖職衣カソツク着用のイザヤは基本的に見てるだけなのだが、それでも顎あごが出るほどに全員が元気で騒がしくて、たまらなくはしゃいでいた。

　もう、どうにかなってしまいそうなぐらいに、大おお暴あばれなのだった。

　沖おきの向こうまで泳およいで帰ってきたノウェムはまだ少し不ふ機き嫌げんだったけれど、まゆきはひたすら玻璃にべったりだったし、静しず佳かと鈴すず木きも勝しよう負ぶ事ごとにはムキになるタイプらしく、とにかく張り合いまくってた。

　ともかく一段落したところで、イザヤは少し離はなれた。

　パラソル付きの椅い子すに倒たおれ込み、瞬まばたきのつもりで瞼を閉じる。

　小さく、一ひと呼こ吸きゆう。

　瞼を開くと、空には幾いく分ぶん赤みがさしていた。

「……んふぁ？」

　眉まゆをひそめ、あくびを嚙かみ殺す。

　瞬きのつもりが、どうやらまどろんでいたらしい。

　この様よう子すだと、一時間か二時間ぐらいは眠ってしまっていたのだろうか。ビーチの人もずいぶんと減へっており、三さん々さん五ご々ごと帰き宅たくしつつあるようだった。そうすると、生徒会の皆みなも、合がつ宿しゆく場じようへ戻っている頃ころ合あいだろうか。

「あら。もう起きたの？」

　甘あまい声がかかった。

　パラソルのつくる影かげの中に、もうひとりの気け配はいが浮かび上がっていた。

　眼めをこすり、少年は気配を見上げた。

「玻は璃りさん？」

　と、名前を呼ぶ。

　玻璃である。

　だが、玻璃ではなかった。

「────っ！」

　一いつ瞬しゆんで、イザヤの全ぜん神しん経けいが緊きん張ちようで張り詰つめる。血けつ管かんにドライアイスでも流し込まれたようだった。ざあっと血ちの気けの引く音さえ聞いて、少年神しん父ぷは椅い子すから立ち上がっていた。

　この相手の存そん在ざいだけで、まだ薄うすい夕ゆう暮ぐれの色は、鮮せん血けつの赤にも思えた。

　まなざしはとろりと甘く、蠱こ惑わく的てきな微び熱ねつを抱かかえ。

　唇くちびるを舐なめる舌した先さきは、熟うれた柘榴ざくろにも似にて。

　そこにいたのは──

「──お前、どうして」

「別に、出ようと思って出たわけじゃないわ」

　と、妖よう女じよは髪かみをかきあげた。

　その仕し草ぐさだけでも、まったく普段の玻璃とは違ちがっていた。

　豊ゆたかな髪をまさぐる指の動き。男を惹ひきつけるために存在するような、匂におい立つごときうなじの白さが頭をくらくらさせる。同じ水着でも、この妖女が纏まとうと、淫いん猥わいな夜着ネグリジエのようだった。

　被かぶっていた聖せい女じよの仮か面めんを、ぺろりと剝はがしたみたいにも見えた。

「前にも言ったでしょう？　いつでも出られるわけじゃないし、出たくないのに出なくちゃならないこともある。今回の場合は後こう者しやね」

　くすくす、と妖女は微び笑しようする。

　玻璃と同じ顔で。

　玻璃と違う人格なかみで。

「…………っ」

　イザヤは、歯は嚙がみした。

　この相手を、イザヤは知っている。

　玻璃の内側に潜ひそむ、もうひとつの人格。




　──〈獣ベステイア〉を喰くう〈獣ベステイア〉。




　そのように、妖よう女じよは自分のことを説明していた。

　実際、前の事じ件けんにおいては、イザヤが〈獣ベステイア〉を打だ破はするのに『力』を与えてくれたのだ。

　だが、味み方かたとも思えなかった。

　この妖女は他人の命をなんとも思っていない。

　そして血ちを好このみ、色を好み、誰だれよりも傲ごう慢まんで貪どん欲よくな性せい質しつを持ってもいる。

〈獣ベステイア〉以上の邪じや悪あくだからこそ、〈獣ベステイア〉を喰くらうのではないかと、そうも考えられたのだった。

「そんなに構える必ひつ要ようはないのに」

　と、妖女は囁ささやいた。

　イザヤは、吐はき捨てるように言う。

「化ばけ物もの相あい手てに、気を許せるか」

「あらひどい」

　むしろ、妖女の笑えみは深くなった。

　徐じよ々じよに夕ゆう映ばえを強くしていく世せ界かいの中で、妖女の声は少年神しん父ぷの耳じ朶だを柔やわらかく叩たたいた。

「だって、あなたも、私と話すのは気き楽らくじゃないの？」

「……ふざけるな」

　一いつ瞬しゆんだけ、躊躇ためらいが混まじったのを、イザヤは感じていた。

　妖女の言こと葉ばが、まったくの無む根こん拠きよではないと、分かっていたからだ。

　イザヤは、この都と市しのあらゆる相手に噓うそをついている。




　一いつ般ぱん人じんには──新しん任にん神父・九く瀬ぜイザヤだと。

　教団関係者とラーフラには──『聖せい戦せんの英えい雄ゆう』であった『九瀬諫いざ也や』だと。

　そして、カルロとノウェムにさえ──この妖女の存そん在ざいを、隠かくしてしまっているのだ。




　唯ゆい一いつ、何の偽いつわりもなく話せる相手が、この妖女自じ身しんであったのは、何かの皮ひ肉にくだろうか。

　妖女が、つうとイザヤへ寄り添そった。

「忘れないでね」

　抱だきしめるように、しかしほんの数センチほどの絶ぜつ妙みような間をあけて、女の手がイザヤの輪りん郭かくをなぞっていく。

　頰ほおから首を、首から肩を、肩けん胛こう骨こつからするりと腰こしのあたりへ降りる。

「あなたは、もう私と契けい約やくしてるんだもの」

　その爪つめが、少年の右手の甲こうに刺ささった。

　かすかな痛いたみと──より恐おそろしいのは、その痛みの内側に、ぞっとするような快かい感かんが隠れていることだ。

「忘れてねえよ。確たしかに、お前から『力』をもらった。だから、お前の正体はできる限り隠かくし通してやる」

「賢けん明めいだこと」

　くすりと笑って、妖よう女じよが身みを離はなす。

　それから、ゆっくりと潮しお騒さいの方へ振り返った。

　長い髪かみを押さえる。

「──いい海ね」

　と、呟つぶやいた。

　不ふ思し議ぎなことに、その一いつ瞬しゆんだけ、妖女の顔は玻は璃りのそれと紛まがった。

　いいや。

　まるで、幼おさない子供のようだった。

　自分の頰ほおを撫なでて、静しずかな吐と息いきを妖女はついた。

「この子もよっぽど楽しかったんでしょうね」

　と、口にした。

「玻璃の気持ちが分かるのか？」

「そうね。分かるときと、分からないときがあるわ。つじつまあわせも利きく記き憶おくと違ちがって、感情はずっとあやふやで不確かだもの」

「いい加か減げんだな」

「そんなものよ。人の気持ちなんて」

　そう言ったときには、もう妖女の顔に戻っていた。

　淫いん蕩とうで悪いた戯ずらっぽい、いつもの顔。

「でも、あなたが思ってるほど、あたしとこの子が違うわけでもないのよ」

「ふざけるな」

　と、イザヤはそっぽを向いた。

　ころころと、鈴すずを転ころがすように女が笑う。

「ねえ。少し歩かない？」

「なんで、お前と」

「じゃあ、化ばけ物ものをひとりで放っておくのは無む責せき任にんじゃないかって、言い訳わけをあげればいいのかしら」

「……これだけ着ろ」

　少年が、椅い子すの下から、まゆきに渡わたされていたパーカーを投げた。

　これは、素す直なおに妖女も肩から羽は織おった。

　そのまま、ふたりは砂すな浜はまへと歩ほを進めた。

　夕陽に染そめられた砂浜に、妖女と少年の影かげは長く伸のびた。

　とりたてて目的があるわけでもなく、そぞろ歩きの途と中ちゆうで、不意に妖よう女じよが人差し指をあげた。

「──ほら、この前のツインタワー」

　すぐ隣となりの、第十一区。

　湾わん岸がん地ち帯たいのツインタワーが、その延えん長ちよう上じように突つき出ていたのだ。

「…………」

　イザヤは、すぐに答えなかった。

　そこは、二週間前、玻は璃りやラーフラ、ノウェムとともに〈獣ベステイア〉と戦たたかった場所だったのだ。

　この妖女が、〈獣ベステイア〉を喰くらった場所でもあった。

「あれ、剝はく落らく事じ故こってことで教団は処しよ理りしたそうね。最初の予定では、今いま頃ごろ開放するはずだったんだけど、三ヶ月延えん期きですって」

「お前は……あれで、満まん足ぞくしたのか？」

「ん？」

　妖女がくるりと振り返る。

　にんまりと笑った。

「そうねえ。とりあえずは満まん腹ぷくかしら」

　と言って、下か腹ふく部ぶへ触ふれた。

「ええ、とりたててすぐにあなたたちを襲おそったりはしないつもりよ。といっても、信用してもらえるかどうかは知らないけど」

　それから、妖女は身みを翻ひるがえした。

　ビーチの向こう側──御みさ陵さぎ学院の合がつ宿しゆく場じようとはちょうど反対にあたる、高級ホテルの林りん立りつした方角だった。

「少し待まってて」

「は？　お前、化ばけ物ものを放置するなって──」

「あれは冗じよう談だん」

　女は、ふわりと人差し指を唇くちびるに重ねた。

「とりあえず、あなたが待っててくれる間は、悪さしないって約やく束そくしたげる。ええ、これでも約束は守る性せい質しつなのよ？」

　借りたパーカーをなびかせて、横よこ目めにこちらを窺うかがう妖女を見て、

「好すきにしやがれ、糞くそったれ」

　と、イザヤは実に正直な悪あく態たいをついたのだった。
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　足取りも軽く、もうひとりの玻璃はホテルへ向かった。

　なんだか、気持ちが良かった。

　考えてみれば、はじめてのことかもしれなかった。

　イザヤに限らず、ああいう風ふうに他人と話すこと自体が、もうひとりの玻は璃りにとっては新しん鮮せんで、まずありえない事こと柄がらだった。

　実際、彼女の正体を知るものは、イザヤしかいないのだ。

〈獣胎エンブリオ〉と呼ばれる、喰くった〈獣ベステイア〉と喰われた人間が拮きつ抗こうしている状じよう態たいについては知っていても、玻璃の中に自分のような人じん格かくが現あらわれていると、その事実を知る者はほかにいない。

　そのことを寂さびしいとは思わないが、たまに人と話せて、嬉うれしくなるのは当然だろう。

　まして、イザヤは、自分の共きよう犯はん者しやなのだから。

　くすくす、とつい笑い声がこぼれてしまう。

　ステップを踏ふむようにして、裏うら口ぐちへと回り込む。

　そこは、ホテルの新しい施し設せつを造るための、広い工事現場となっていた。

　今は休日らしく、人の気け配はいはない。

　しんとした薄うす闇やみだけが、鉄てつ骨こつとセメント袋ぶくろの造り上げた迷めい路ろへ張り詰つめている。

　立つものは、少女ひとり。

「でも……」

　妖よう女じよが、鼻をひくつかせる。

　彼女だけに感じ取れる、特別な臭いだった。

　実際に、嗅きゆう覚かくで感じ取っているのかは、女にも分からない。

　たとえることも難むずかしい。

　四角い味あじとか、黄き色いろい音とか、そんな共きよう感かん覚かくにも似にた次じ元げん。

　暗く、禍まが々まがしい臭におい。

〈獣ベステイア〉の臭いだった。

　これを追うために、妖女はひとりでホテルの裏に入ったのだ。

　ひょっとすると、自分が覚かく醒せいしたのも、この臭いのせいかもしれない。

　イザヤを連れてくることも考えたが、あの少年の能のう力りよくはいまだに不安定だった。

　断罪衣イスカリオテを使うにはいくつかの条じよう件けんが必ひつ要ようで、それが満たされたとしても、解放される能力は未み知ち数すうとしか言いようがない。そこから考えれば、自分で〈獣ベステイア〉を狩かった方が効こう率りつ的てきであった。

　──そう。

　自分だけなら、たいていのことができる自信はある。

　断罪衣イスカリオテによる模も倣ほう奇き蹟せきにも劣おとらぬ──いいや、遙はるかに大きな『力』が、自分の内側には眠ねむっている。

　問題は、その『力』が続かないことだ。

　理由は分かっていた。

　妖よう女じよの『力』に、朱と鷺き頭とう玻は璃りという『器うつわ』が耐たえきれないのである。大きな『力』を使えば、そのたび彼女は猛もう烈れつな眠ねむ気けに襲おそわれ、行動不能となってしまう。

「……面めん倒どうくさい話ね」

　工事現場を歩きながら、妖女は唇くちびるを歪ゆがめる。

　とはいえ、不安はなかった。

〈獣ベステイア〉と出会ったとき、どうなるかということも考えてない。

　ただ、普通の〈獣ベステイア〉に自分が傷きずつけられるはずがないという、奇き妙みような確かく信しんがあった。

　妖女自じ身しんも、自分の正体を知らない。

　それでも、確信だけは揺ゆらがなかった。

　あるいは、本ほん能のうなのかもしれなかった。

　後こう天てん的てきな知ち識しきではなく、自分という生命のハジマリに根ねざしている、原げん初しよの知ち恵え。

「……ふふ」

　笑う。

　舌したなめずりする。

　涎よだれが止まらない。

　膨ふくれ上がるのは、純じゆん粋すいな欲よく望ぼうだった。

　喰くらいたい──そんな欲よくが、自分の腹ふく腔こうから沸ふつ々ふつと持ち上がってくる。その邪じや悪あくな欲望こそが自分の『核かく』なのだと、妖女は認にん識しきしていた。




　──と。




　ふと、足が止まった。

　行き止まりである。

　建けん設せつ資し材ざいやシャベルが乱らん雑ざつに積み重ねられた、工事現場の片かた隅すみだった。塀へいや鉄てつ骨こつの間をすりぬけている陽よう光こうが、その一いち隅ぐうだけ届とどかず、ぽっかりとした闇やみを形作っている。

　その闇が、ひどく虚うつろに見えた。

　赤い、瞳ひとみ。

　闇の中で、ぽっかりと浮かんだ双そう眸ぼう。

　世せ界かいから隔かく絶ぜつされた闇の中で、その赤あか眼めだけが浮き立って見えた。

　──いや、違ちがう。

　瞳の存そん在ざい感かんがあまりにも強すぎて、ほかを虚ろで薄っぺらい安物のスタジオのように見せかけているのだ。息いき苦ぐるしくなるぐらいの強きよう烈れつな意志。重苦しさ。世界の何もかもが、その瞳に向かって砕くだけてしまいそうな、凄すさまじい重じゆう圧あつ感かん。

　地じ獄ごくのよう、という。

　まさしく、その瞳ひとみこそが地獄だった。

　九層地獄のなお奥底より睨ねめ付けるがごとき、業ごう火かと業ごう苦くを練ねり込んだ瞳だった。

　その瞳を見たとき、妖よう女じよの意い識しきにかすかな揺ゆれが生しようじたのだ。

「…………っ？」

　何かが、違ちがっていた。

　自分の知っている〈獣ベステイア〉と──何かが決定的に違っていた。

（……なのに）

　なのに、知っている。

　自分がよく知っている相あい手てだった。

　誰だれよりも自分が知っていると、そういう不ふ思し議ぎな確かく信しんを喚かん起きさせてやまぬ相手だった。

　足が動かない。

　いまだ水着にまとわりついていた海水が、その場に染しみをつくっていった。

　胸むねの内から湧わきあがるのは、未み体たい験けんの冷たい感情。

　それは──恐おそれに似にていた。

「あな、たは──」

「知っているはずだ」

　と、影かげが、声をあげた。

　刹せつ那な。

　影よりも黒い光が、妖女の腹ふく部ぶを薙ないだ。

　腹ふく腔こうをつんざいたのは、凄すさまじい冷れい気きであった。それはもうひとりの玻は璃りの骨こつ髄ずいを抉えぐり、臓ぞう腑ふを残らず凍こおりつかせた。

　ばかりか、さきほどまではち切れんばかりだった、ありとあらゆる『力』が霧む散さんするのを彼女は感じた。

「ぁ……っ」

　空からっぽになった身体からだで、妖女が弱々しく膝ひざをつく。




「お前を……蹂じゆう躙りんする者だよ、バビロンの大だい淫いん婦ぷ」




　その、言こと葉ばとともに。

　狩かる者と狩られる者は──立場を反転させた。





３






「……ふああ、ぁ」

　待まちくたびれて、ついあくびが出た。

　さきほどまで空の端はを淡あわく色づける程てい度どだった夕ゆう映ばえは、すっかり鮮あざやかな真しん紅くとなって御みさ陵さぎ市しの砂すな浜はまを染そめ上げていた。まだ時期が早いこともあってか、このあたりの浜辺には自分以外の人ひと影かげも見あたらない。

「何やってやがんだ、あいつ」

　唇くちびるを尖とがらせて、イザヤは肩を回した。

　うたた寝ねしたわりに、疲つかれが抜けてない。

　慣なれない学生生活に付き合ったツケは、思ったより大きそうだった。

〈獣ベステイア〉も何も関係ない、ただの学生のような時間。

　もちろん、学校付きの神しん父ぷなんて立場は特とく殊しゆだが、それでもイザヤにとっては普通の生活というものが縁えん遠どおい存そん在ざいだった。




　──『だって、あなたも、私と話すのは気き楽らくじゃないの？』




　はからずも、あの妖よう女じよが言ったとおりだ。

　ある意味で、彼女は、たったひとりのイザヤの同どう胞ほうともいえたのである。

（…………）

　少しだけ考えて、

「……仕し方かたねえ。こっちから、迎むかえに行ってやるか」

　軽く口をとがらせて呟つぶやき、ホテル側へと歩き出したときだった。

　砂浜に、長い影かげがさした。

「帰っ──？」

　イザヤが顔をあげたところで、まったく違ちがう人影が視し界かいに入ったのだ。

「よお、九く瀬ぜ諫いざ也や」

　と、ごつごつした手が上下に振られた。

「……あ」

　ホテルの近くから歩いてきたのは、聖職衣カソツクを纏まとった男だった。

　おそらく、二十代半なかばか。

　ラテン系けいの映えい画がにでも出てきそうな、野や性せい味みの強く端たん整せいな顔立ち。

　ぐしゃぐしゃの髪かみは、不ぶ作さ法ほうにならぬ程てい度どにさりげなく整ととのえられており、形のよい顎あごには薄うすく無ぶ精しよう髭ひげを生はやしていた。ラフな着こなしとひきしまった体つきのせいで、聖職衣カソツクが漆しつ黒こくのロングコートに見える。神しん父ぷというよりも、聖せい霊れい教きようを意い識しきしたファッションのようでもあった。

　ひょいと、その首が傾かしげられる。

「ん、どうした？　妙みような顔して」

「え？」

「おいおい、なんだ？　俺のこと忘れちまったのか？　そりゃ二年ぶりだが親友の顔忘れるってのはねえだろ」

　くいくい、と親指で自分を指して、男が言ったのだ。

（親友!?）

　まずい。

　二年ぶり、と男は言った。

　こいつは、かつての『九く瀬ぜ諫いざ也や』を知っている相あい手てなのか。

　カルロがつくった設せつ定ていでは、自分は『記き憶おく喪そう失しつ』ということになっている。それをそのまま話せば良いのだが、すぐに納なつ得とくしてもらえるかどうか。

「まあいいか」

　人ひと懐なつっこく破は顔がんして、男はばんばんとイザヤの肩を叩たたいたのだ。

「壬み生ぶだよ、壬生蒼そう馬ま」
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「壬み生ぶ？」

「おお思い出したか？　うまく会えて良かった。御みさ陵さぎ市しに来たのは知ってたが、カルロと違ちがって、もうちょい見つけるのに手間取るかと思ったからな」

　と、男──壬生蒼そう馬まが唇くちびるの端はしをつりあげた。

「は、はあ」

　イザヤの困こん惑わくがますます強くなる。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』に対して、これほどフランクに接せつしてくる相あい手ては初めてだったからだ。

　聖せい戦せんのことを知る教団関係者は、『九瀬諫也』を『英えい雄ゆう』として崇すう敬けいしている。イザヤに声をかけられれば、神かみの啓けい示じでも受けたように舞まい上がったり、石せき像ぞうよろしく硬こう直ちよくしたりと、おおよその人間はそんなありさまだ。

　無論、カルロや玻は璃りなど例外はいるが、ごく少数にすぎない。

（じゃあ、『九瀬諫也』の親友って……本当なのか？）

　だとすれば、なおさらにまずい。

　記き憶おく喪そう失しつという設せつ定ていまで、すべてが偽いつわりだと見抜かれかねない。

　そうなれば、イザヤも含ふくめ御陵市自体が破は滅めつする。虚きよ構こうによって成なり立っている都と市しは、たったひとつの真しん実じつで脆もろくも崩くずれ去さる砂さ上じようの楼ろう閣かくでもあった。

「どうした？　顔色悪くねえ？」

「いえ……ちょっと」

　歯は切ぎれも悪く、少年が距きよ離りを置く。

　そのイザヤの視し線せんが、ぐるりと反対側を向いた。

「イザヤ様！」

　と、そこから声がかかったのだ。

　銀ぎん色いろのツーテールをなびかせ、駆かけてきたのはもちろんノウェムだった。

　一度合がつ宿しゆく場じようへ帰ってから少年を捜さがしていたものか、水着姿すがたからいつもの聖職衣カソツクへと戻っていた。

「……ああ、ノウェム」

　助かったと思って、イザヤが相そう好ごうを崩す。

　この人形なら、たいていの『九瀬諫也』の交こう友ゆう関係を知ってるはずだ。もとより、ノウェムがつけられているのは、『九瀬諫也』の仮か面めんを守るためでもある。

「すいませんが、こちらの……壬生さんに、僕の状じよう態たいを伝つたえてもらえます？」

　ノウェムが壬生のことを知っているなら、自分の記憶喪失という設定もうまく伝えられるだろう。

　しかし、

「その男と、離はなれてください」

　と、人形はすぐさま告つげたのだ。

「は？」

　一いつ瞬しゆん、その言こと葉ばを理解できなかったイザヤだが、事じ態たいは彼をおいて急きゆう激げきに進展した。

　ぎゅるり、と銀ぎん色いろの光が少年の手に絡からんだのだ。

〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉。

　液えき体たい金きん属ぞくでつくられ、ノウェムの意い思しひとつであらゆる形状に変わる万ばん能のう武器が、鎖くさりとなってイザヤを自分の側へ強ごう引いんに引き寄せたのである。

「──ノウェム!?」

　人形の隣となりで尻しり餅もちをついたイザヤが、目を見張った。

　再ふたたび、〈銀十字の剣〉は変じていた。

　その名の通り、銀の剣に。

　夕ゆう映ばえを跳はね返す鋭するどい刃はを、ノウェムは壬み生ぶ蒼そう馬まと名乗った男へ突つきつけていた。

「──誰だれです？　あなたは」

「ああ？　なんか穏おん便びんじゃねえな」

　蒼馬が片かた眉まゆをあげる。

　ひらひらと両手をあげて、ふざけた感じで肩をすくめたのだ。

「可愛かわいいシスターさんのやることじゃねえだろ？」

「教団のデータバンクでは……二年前の聖せい戦せんで、殉教じゆんしよくなさっているのが壬生蒼馬です」

　一いつ切さいの感情を表さぬ紫水晶アメジストの瞳ひとみで、ノウェムは聖職衣カソツクの男を見つめていた。

「ああそっか。そんなのまで知ってるのかよ」

　困こまったように、男は顔をしかめた。

　ぽそりと、付け足たす。

「じゃあ、俺が〈獣ベステイア〉に喰くらわれたって、そう思ってるわけか？」

「…………っ」

　イザヤが、息いきを飲んだ。




　──高こう位いの〈獣ベステイア〉は、喰らった人間になりすます。




　そうした事じ象しようを、すでに少年も見てきたのだ。

　聖せい戦せんの戦せん士しが喰らわれた例だって、中にはある。

　この男も、そうなのか？

　蒼馬は、小さく鼻を鳴らした。

「まあ、妥だ当とうな考えではあるか」

「動かないでください」

「そう言うなよ」

　苦く笑しようして、顎あごを片かた手てで撫なでた。

　その右手が霞かすんだ。

　次の刹せつ那な、何が起こったのか、イザヤには分からなかった。

　突とつ然ぜん、ノウェムが大きく背はい後ごへ跳とんだのだ。

　ぞん、と風断たつ音は後から聞こえた。

　そして、びしゃりと銀ぎん色いろの液えき体たいが地面に散ちった。

　退しりぞいたノウェムの手で、〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉は半なかばから先を消しよう失しつさせていた。

「な……っ！」

「お、すげえ。かわしたよおい。一度受けかけてから、諦あきらめて回かい避ひ行動に移うつるなんざ人間業わざじゃねえぞ？」

「お互たがい様さまです。──今のは、居い合あいですか？」

「まあ、そうさ」

　いつのまにか、男は、手に長い『棒ぼう』を構えていた。

　日に本ほん刀とうの、ようだった。

　ようというのは、『棒』があまりにも長すぎたからだ。

　ゆるやかに反そった形状は、柄つからしき部分を含ふくめれば二メートル近い。これほどの長さとなれば、鞘さやから抜くことだって至し難なんの業わざだ。

　なのに、この現実は？

（──居合い、だって？）

　その名前だけは、イザヤも知っていた。

　鞘さや走ばしりを利用して、刀とう身しんを加速させる抜ばつ刀とう術じゆつ。

（刀で、ノウェムの〈銀十字の剣〉を斬きった？　あの糞くそ長い棒で、今まで〈獣ベステイア〉にも断たてなかった〈銀十字の剣〉を？）

　ノウェムの〈銀十字の剣〉は、液体ゆえの粘ねばりと金きん属ぞくの剛ごう性せいを併あわせ持つ。たとえダイアモンドカッターを使おうが容よう易いに断てる代しろ物ものではないはずだった。

　もはや、達たつ人じんとかそういう問題ではあるまい。

　しかも抜刀の瞬しゆん間かんどころか、刀を鞘へ戻す納のう刀とうすら見えなかった。

　こんな長ちよう大だいな刃で居合いを成なす異い常じようを含ふくめ、何もかもが非ひ現げん実じつじみている。壬み生ぶと名乗った男の周しゆう囲いで、時じ空くう間かんがねじまがったかのごとき印いん象しようを、イザヤは抱いだいていた。

（こい、つ……っ、本当に、〈獣ベステイア〉……）

「……やれやれ、面めん倒どうくせえな」

　とんとん、と『棒』で肩を叩たたき、蒼そう馬まは緋ひ色いろの空を仰あおぐ。

「つうか、殉じゆん教きよう扱あつかいってのもひどい話だよな。相あい変かわらずあの組織、都つ合ごう良よく物事を記き述じゆつしてやがる。歴れき史しは勝者がつくるものとはいえ、あんまりすぎねえか？」

　わざとらしく顔を片かた手てで覆おおって、ため息いきをついた。

　そして、こう付つけ加くわえたのである。

「せっかく、バビロンの大だい淫いん婦ぷに会いに来たってのに」

「────っ！」

　その名前が、イザヤの意い識しきを奪うばった。

　頭のてっぺんまで、稲いな妻づまが走ったようだった。

　気がつくと、少年はノウェムを押しのけて前へと出ていた。

「あなた……玻は璃りを、どうしたんです？」

　あくまで『九く瀬ぜ諫いざ也や』の声で、仮か面めんで訊きく。

「おお、知り合いだったか」

　蒼そう馬まが唇くちびるを歪ゆがめた。




「だったら、見に行ったらどうだ？　まあ、向こうは会いたくないかもしれねえが」




「お前は、何を──っ！」

　イザヤの、激げつ高こうと。

「──イザヤ様！」

　ノウェムの叫さけびとが、同時。

　突とつ然ぜん、夕ゆう映ばえを跳はね返し、銀ぎん色いろの檻おりが蒼馬を包つつんだ。

　地面にぶちまけられていた液えき体たい金きん属ぞくが、銀の檻を形成したのだ。

　それらの檻も、不ふ可か視しの剣けん閃せんによって瞬しゆん時じに断だん裂れつ。再ふたたび液体となって砂すな浜はまに散ったが、人形の目的は拘こう束そくではなかった。

　わずか数すう秒びようの、時間稼かせぎでよい。

「許きよ可かを──！」

「ええ……っ！」

　イザヤが、躊ちゆう躇ちよ無なく親指の肌はだを糸切り歯ばで裂さく。

　こぼれた血液を人形の背せ中なかへと押しつけ、高く少年は叫んだのだ。





「神と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、また九瀬イザヤの血と名において、承認する。──これは新しく、HIC EST ENIMそして永遠なる契約の、CALIX SANGUINIS MEI,私の血の聖杯であるNOVI ET AETERNI TESTAMENTI」






　それこそは、聖せい体たい拝はい領りようの典文カノン。

　本来はパンを神の肉にくとし、ぶどう酒を神の血となさしめる儀ぎ式しき。

　聖せい変へん化かとも呼ばれる一連の行こう為いは、今ここに、人形を聖せい者じやとなさしめる。

　すなわち、断罪衣イスカリオテの解放を！





「ＤＮＡ一いつ致ち。サーバー・クリュプタと管理者権けん限げんによる同時承しよう認にんを受じゆ諾だく──聖句箱テフイリン解かい禁きん」




「断罪衣イスカリオテ起き動どう。私は模も倣ほうします。私は模倣します。私は模倣します。私は一万六千三百八十四回、神かみの奇き蹟せきが舞まい降りた状じよう況きようを模倣します」






　ぎちりと機械音をたてて、ノウェムの聖職衣カソツクが展開した。

　翼つばさのごとく広がったのは、白はく銀ぎんの色い彩ろ。

　人形の華きや奢しやな身体からだを包つつみ込み、それはたちまち天上の鎧よろいと化かす。

　腕うでには刃やいばに似にた籠こ手てを、胸むねには十じゆう字じ架かを模もした装そう甲こうを形成し、それらの各部を瞳ひとみの色と同じ紫水晶アメジストの光が走った。

　胸の聖せい霊れい機関と補ほ助じよ機関が、オルゴールのように鳴なり響ひびく。

　まさしく、大地に降りた天てん使しの具ぐ現げん。

　しかし、

「なるほど、イブ・カダモンシリーズが完成してたか。まあ、当然だな。第九祭さい器きはお前にだけ許ゆるされたシステムだしよ」

　蒼そう馬まが唇くちびるを歪ゆがめる。

　ひどく、愉たのしそうな顔だった。

「でもな、それ以外なら、こっちにもあるぜ」

　彼もまた、静しずかに囁ささやいたのだ。





「──我が神、Eli, 我が神、Eli, どうしてLema私をお見捨てになるのかSabachthani 」






　それは聖せい典てんの一いつ節せつ。

　聖者にのみ許された衣ころもの、発動の言こと葉ば。

　そのキーワードを受けて、無む機き質しつな機械音声が続く。





「断罪衣イスカリオテ起動。我は模倣する。我は模倣する。我は模倣する。我は八万七千五百十四回、神の奇蹟が舞い降りた状況を模倣する」






「な……っ！」

　イザヤが目を剝むく。

　それは、ありえない光こう景けいだった。

　たとえ、男の正体が〈獣ベステイア〉に喰くらわれた断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやであっても、結局〈獣ベステイア〉である以上断罪衣イスカリオテは発動できない。

　そのはずだった。

「っ──！」

　ノウェムは、躊躇ためらわなかった。

　把は握あくしきれぬ敵てきの挙きよ動どうには惑まどわされず、先せん手てを取って己おのれの全力をぶつける。いかなる能のう力りよくを持つか分からぬ〈獣ベステイア〉に対して、それは正しい戦せん術じゆつであった。

　強く、叫さけぶ。





「私は模も倣ほうします──聖せい女じよアガタの炎ほのおを！」






　音もたてず、銀ぎん色いろの炎が顕けん現げんする。

　火山の溶よう岩がんを堰せき止めたという聖女アガタの伝説に由ゆ来らいする、奇き蹟せきの銀ぎん炎えん。たとえ壬み生ぶ蒼そう馬まが〈獣ベステイア〉だったとしても、その奇蹟は『再さい構こう築ちく』すら許さぬはずだった。

　逃げ場もなく、男を円えん周しゆうに囲かこんだ炎は一いつ斉せいに牙きばを剝むく。

　だが。

　男の声こわ音ねは、やはり静しずかに響ひびいた。





「我は模倣する──聖ロギノスの刃やいばを」






　今度こそ、剣けん閃せんは見えた。

　ただし、刃の渡わたった軌き跡せきのみ。

　銀色の炎がいくつもの斬ざん線せんによって分ぶん割かつされ、吸すい込まれるように搔かき消えていったのだ。

「大したものだ」

　と、呟つぶやきが残った。

「今の速さと精せい度どだと、機動速度は四階かい梯てい、秘ひ蹟せき精度が同じく四階梯か五階梯か。聖せい霊れい出力は三階梯あたり。……基本スペックの高さは、都と市しサーバーの補ほ助じよを受ける電でん脳のう型がたのフレームならではか？　俺の頃ころにはまだ完成してなかったんだがね。第三世代か第四世代か知らないが、新しいものってのはいいよな」

　冷れい静せいに品しな定さだめする声は、消えゆく銀炎の向こうから聞こえた。

　そこには、漆しつ黒こくの剣けん士しがたたずんでいたのだ。

　右の肩当てには鬼き面めんのごとき異い貌ぼうが刻きざまれ、左肩には聖せい母ぼと思おぼしい女の顔が浮き彫ぼりにされている。赤と黒とで形作られた装そう甲こうの間には、高こう精せい度どアクチュエーターやワイヤーケーブルが詰つめ込まれ、この鎧よろいが機甲服パワードスーツとしての機き能のうを併あわせ持っていることをも示しめしていた。

　さらに腰よう部ぶでは先の『棒ぼう』の鞘さやが機械的に折おりたたまれており、その中なか身みは異い様ように長い刀とう身しんを晒さらして、下段へ構えられている。

　その刃やいばまでも、黒かった。

　漆しつ黒こくの乱みだれ刃は紋もんに、散ちった銀ぎん炎えんの火花が映うつった。

　剣けん士しが、言う。

「やっぱ覚えてねえのか、九く瀬ぜ諫いざ也や？　俺の──聖せいロギノスの第三種奇き蹟せきはシンプルだぞ」

「……聖、ロギノス？」

　その名に、イザヤも心当たりがあった。

　聖せい典てんでも特別視しされる場面──すなわち、救きゆう世せい主しゆの処しよ刑けいだ。

　裏うら切ぎり者によって銀ぎん貨か三十枚で売られた救世主は、十じゆう字じ架かにかけられた後、死の確かく認にんのために脇わき腹ばらを槍やりで刺さされた。このとき溢あふれ出た血を受けた兵士は、救世主が神かみの子であったことを確信して、後に洗せん礼れいを受けたという。

　兵士の名を、ギリシャ語でロギノスと呼ぶのだった。

　つまり、聖ロギノスの第三種奇蹟とは──

「救世主の死を確定した事実。それはすでに奇蹟だろう。ゆえに、断罪衣イスカリオテの奇蹟だろうが、〈獣ベステイア〉の魔ま性しようだろうが、関係なしに切り裂さき、無むに帰きす。ただ、そんだけさ」

　蒼そう馬まが、笑った。

　完全に敵てき対たいしてるのに、なぜか人ひと懐なつっこい笑えみだった。

「どうよ、ここはお互たがいに退ひくってのは。こっちも今日は戦たたかうつもりじゃなかったしさ」

「イザヤ様とこの都と市しを守るのが私です。不安要よう素そを見逃す余よ地ちはありません。まして、今日はなどと前置きされる方には」

「へえ」

　と、蒼馬は目を見開いた。

「えらい懐いてるもんだな。人形と話してる気がしねえ」

　ノウェム──答えず。

　沈ちん黙もくは、不ふ可か解かいな敵との彼ひ我が戦力差をはかるための、極きよく度どの集中でもあったろうか。

　刹せつ那な。

　砂すな浜はまが、爆はぜた。

　ノウェムの姿が、消しよう失しつする。

　人形の身体からだのみが許す、高速機動であった。

　単たんに、機械の四し肢しのみによるものだけではない。強化骨こつ格かくや人じん工こう神しん経けいで改かい造ぞうされたノウェムだけが成なしうる、絶対的な速度の結けつ界かい。断罪衣イスカリオテによって、神しん速そくはさらに増ぞう幅ふくされ、人間の知ち覚かく能力を完全に凌りよう駕がする。

　速く──！

　速く、速く、速く、なお迅はやく！

　思し考こうと同じ速度で、ノウェムは剣けん士しの死し角かくへと回り込む。

　対して、剣士はどうしたか。

　壬み生ぶ蒼そう馬まは、その場を動かなかった。

　ただ、下段に構えていた漆しつ黒こくの刃やいばが、何度となく霞かすんだ。

　火花が、散ちった。

　漆黒の刃と、再さい生せいした〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉が相あい打うつ火花。

　瞬またたく間にその数は膨ふくれあがり、相打つ剣けん戟げきの音は連続する楽がつ器きの音のようだった。漆黒と銀色の光が乱らん舞ぶし、断だん続ぞく的てきに仕し掛かけられた聖せいアガタの銀ぎん炎えんさえ、再ふたたび漆黒の軌き跡せきに切り裂さかれる。

「大したもんだ」

　ノウェムの攻こう撃げきのすべてを斬きり払はらいながら、男は皮ひ肉にくげに鼻を鳴らした。

「速度勝しよう負ぶならとっくに殺されてる。俺の断罪衣イスカリオテは骨こつ董とう品ひんでな。機動速度は二階かい梯ていそこらしかねえ。だいたい、同じ機動速度でも、元もとのスペックが機械に敵かなうはずねえしな」

　刃の結けつ界かいから聞こえる声には、何の力りきみも焦あせりもない。

　彼の心と関係なく、ただ身体からだのみが戦せん闘とうに適てき応おうしているのだ。

　戦いにおいて、思考と行動とをほぼ完全に切り離はなせる領りよう域いきへ、壬生蒼馬は達しているのだった。

「──はぁっ！」

　ノウェムが、男の右脇わきから地を蹴けった。

　背せを反そらし、世よにも美うつくしい弧こが描えがくムーンサルト。

　半回転しつつ、人形の握にぎった〈銀十字の剣〉は、男の頭ず蓋がいへと滑すべり落ちる。それとて所しよ詮せん人殺しの技わざに過すぎぬのに、流れるような跳ちよう躍やくの鮮あざやかさに、つかのま夕ゆう映ばえさえも凝ぎよう固こしたようだった。

　豁かつ然ぜん、漆黒の刃が夕映えの色を吸すった。

　澄すんだ音が、緋ひ色いろの海岸を渡わたった。

　長く、それは響ひびいた。

　人形が数メートルも離はなれて砂すな浜はまに着地した後も、しばらくふたりは動かなかった。

　動けなかった。

「……捨すて身み、かよ」

　と、こぼした男が力を失い、がくりと両りよう膝ひざをついた。

　押さえた喉のど元もとから、しとどに血ちが垂たれた。

　空中からの銀剣は、蒼馬の一刀と相打って無む益えきに終わり、しかし相そう殺さいの瞬しゆん間かん、人形は左手から新たな刃を放ったのだ。

　空あいた手に形成されたのは、もうひとつの〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉。無む理り矢や理りに身みをねじって翻ひるがえした刃やいばは、今度こそ男の虚きよをついて喉のど元もとを裂さいた。凄すさまじい高速戦せん闘とうに相あい手ての目を慣ならし、突とつ然ぜん三次元的な動きへ移ったのも、ノウェムが組み立てていた戦せん術じゆつだったのだろう。

　そして、対する人形は──

「ノウェム！」

　イザヤが、叫さけんだ。

　銀ぎん髪ぱつの人形もまた、片かた膝ひざをつき、うずくまっていたのである。呻うめきひとつこぼさぬのがこの場合なおさら痛いた々いたしい。白はく銀ぎんの断罪衣イスカリオテはあちこちが切り刻きざまれ、とりわけ左腕うではその半なかばまでが食い込まれて、断面からワイヤーと白い人じん工こう血けつ液えきをこぼしていた。

　ノウェムの乱らん舞ぶを、蒼そう馬まは、単たんに斬きり払はらっているだけではなかったのだ。

　的てき確かくに返していた刃は、人形の身体からだを着実に捉とらえていた。今の跳ちよう躍やくは、まさしく男の言った通り、捨すて身の一いち撃げきだったろう。

（……この、馬ば鹿かポンコツ！）

　何もかも忘れ駆かけ寄ろうとしたイザヤが、ぞくりと背せ筋すじを震ふるわせて、硬こう直ちよくした。

「おいおい親友。俺にかける言こと葉ばはねえのかよ」

　と、声がかかったのだ。

　その言葉に、ノウェムも振り返った。

　壬み生ぶ蒼馬は、立ち上がっていた。

　漆しつ黒こくの断罪衣イスカリオテは確かに血ちに染そまっていたが、男は刀かたなから右手を離はなし、その首くび筋すじから流れる朱しゆ色いろの線をなぞった。

　拭ぬぐわれた痕あとに、傷きずはなかった。

（……『再さい構こう築ちく』っ？）

　イザヤが、目を見張る。

〈獣ベステイア〉が有ゆうする、あらゆる通常兵器を無む効こうと化かす再さい生せい機き能のうであった。

　もはや、疑うがたう余よ地ちはない。

　この男は、〈獣ベステイア〉の使し徒と以外の何者でもない。

「咄とつ嗟さにつくりあげたその剣じゃ、聖せいアガタの炎ほのおを練ねり込む時間はなかったな。そうされてたら、もうちょいまずかった。でも、同じ手は二度くらわんぜ」

　長ちよう大だいな刀の峰みねで肩を叩たたき、蒼馬は視し線せんを移す。

「で、どうした九く瀬ぜ諫いざ也や？」

　と、少年へ訊きいたのだ。

「何が、です」

「仮かりにも聖せい戦せんの英えい雄ゆうが、人形に庇かばわれるばかりってのは解げせねえな。その断罪衣イスカリオテは飾かざりになっちまったのか」

「…………」

　少年は、その言こと葉ばに動じなかった。

　ひそやかに、呼こ吸きゆうを整ととのえる。

　怯おびえを振り払はらい、強く拳こぶしを握にぎった。どんな怪かい物ぶつにも揺るがぬ勇気を、決けつ然ぜんたる英えい雄ゆうの意い思しを偽装する。

　ノウェムを背せにしたまま、少年は『九く瀬ぜ諫いざ也や』の仮か面めんを被かぶる。

「残念ながら……その頃ころの記き憶おくは無なくしてます」

「記憶を、無くしただって？」

「ええ」

　あくまで穏おだやかな、しかし堂どう々どうたる自信を宿やどした声こわ音ね。

　ひとつずつ、仕し草ぐさを再さい現げんする。かつての『九瀬諫也』が持ち合わせていただろう美び質しつを、たとえこの一時だけでも創そう造ぞうする。

　記憶喪そう失しつという設せつ定ていさえ押し通すほどの、近きん似じ値ちをつくりあげる。

（く、そ……あのポンコツ……無ぶ事じなのか）

　背はい後ごのノウェムがどうしようもなく気になって、それでもイザヤは演えん技ぎへ集中した。

　すると、仮面を被った少年へ、蒼馬は目を細めたのだ。

「……俺がいない間に、ずいぶんいろいろあったらしいな」

　猛もう禽きん類るいにも似にた瞳ひとみが、食い入るようにこちらを見つめている。

　相あい手ての底の底までも見通すような、奥おくの奥まで見み極きわめるような──ひどく酷こく薄はくで、冷ややかで、恐おそろしい瞳であった。

（……こい、つ？）

　イザヤが、唾つばを飲み込む。

　他の〈獣ベステイア〉なら、なんとか誤ご魔ま化かせるつもりだった。

　たとえ『九瀬諫也』の親友の記憶を引き継ついでいたとしても、所しよ詮せん〈獣ベステイア〉は人間を理解し得ない、まったく別の生物だ。

　だが、この瞳は。

　この、男は──

「お前は……本当に、九瀬諫也か？」

（……まず、い）

　喉のどを締しめ付けられるような恐きよう怖ふを、イザヤは必ひつ死しにこらえる。

「──イザヤ様です」

　と、反論の声があがった。

「私が護まもる方が、ほかの誰だれかなはずもありません」

　ノウェムだった。

〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉を杖つえ代がわりとして、人形も再ふたたび立ち上がっていたのだ。

「っは」

　壬み生ぶ蒼そう馬まが淡あわく笑った。

「なるほど、人形が証しよう言げんするか」

　はにかむように唇くちびるをほころばせ、刹せつ那なの呼こ吸きゆうで男は踏ふみ込んだ。

　一いち動どう作さで、刃が旋せん回かいする。

　ノウェムは、大きく背はい後ごへ跳とんだ。

〈銀十字の剣〉がまた半なかばから断たたれ、人形は空中で体たい勢せいを崩くずした。いまだ被害評価ダメージ・リポートさえ終わってない。それでも戦たたかうしかなかった。





「私は模も倣ほうします──聖せい女じよアガタの炎ほのおを！」






　極きよく大だいの銀ぎん炎えんが、人形の頭上に膨ふくれ上がる。

　蒼馬は、自然に足を進めた。

　途と端たん、数メートルも離はなれたはずの両者の間ま合あいが、不自然に詰つまった。

　身みをのべる、とも言われる縮しゆく地ちの歩ほ法ほう。ノウェムのように砂すな浜はまを散ちらすこともなく、壬生蒼馬は刃の圏けん内ないに人形を補ほ足そくした。その非ひ合ごう理りな速度にノウェムの奇き蹟せきも対たい象しようを見失い、銀炎は砂浜だけを焼くにとどまったのだ。

「壬生理り心しん流りゆう、入いり身み月がち輪りん」

　雅みやびな名は、人形を断だん裁さいせんとする技わざの名か。

　鬼き面めんと聖せい母ぼを刻きざまれた肩当ての聖せい霊れい機関が、まるで嘆なげくように唸うなりをあげた。

（────！）

　イザヤが、戦せん慄りつする。

　斃たおされる、と思った。

　これまで、何度となくノウェムの戦いを見てきたゆえの直感。

　無む意い識しきに少年の身体からだが動く。間に合うかどうかなど考えもせず、男の刃と人形の間に割わり込むようにして、無む理り矢や理りに飛び出していた。

　イザヤの身体ごと両断する格かつ好こうで、長ちよう大だいな漆しつ黒こくの刃が走った。

　そして、乱みだれた。

　寸すん前ぜん、男の刃はまったく異ことなる方向へひた走ったのである。

　人形を断とうとした足取りから、即そく座ざに反転。跳び離れながら振るった刃は、全方位から入り乱れるフルオートの弾だん丸がんをことごとく斬きり落としていた。

　砂浜の先から持ち上がった銃じゆう口こうと、奇蹟の名を、蒼馬が認にん識しきしたかどうか。





「我は模も倣ほうします。──ダビデの投とう石せき器きを！」






「ラーフラ！」

　振り返ったイザヤの耳が、連続する銃じゆう声せいを聞いた。

　聖せい人じんの名は、ダビデ。

　平へい凡ぼんな羊ひつじ飼かいが異い国こくの巨人ゴリアテを打だ倒とうした奇き蹟せき──それを模も倣ほうした魔ま弾だんは、一弾ずつが複ふく雑ざつ精せい妙みような軌き跡せきを描えがいて、壬み生ぶ蒼そう馬まを追つい尾びしたのだ。

　時に無む作さく為いとも思える、不ふ規き則そくな弾だん道どう。

　時に詰つめ将しよう棋ぎのごとく、相あい手ての逃げ場を塞ふさいでいく、全方位から迫せまる魔弾の嵐あらし。

　刃やいばは、それにも応おうじた。

　砂すな浜はなを踏ふみしめ、腰こしからの理り合あいで軌跡を操あやつる。

　ほとんど慣かん性せいを無む視しして自由自在に変へん幻ぼうする刃は、蒼馬の身体からだに命中する弾丸だけを絶ぜつ妙みように断たち切っていった。その数が倍々に増えていくにも拘かかわらず、新しい玩おも具ちやを見つけた子供みたいに蒼馬は破は顔がんしたのだ。

「っは！　こいつはサーカス気分だ！」

「……申もうし訳わけありませんが、愉たのしませるつもりはありません」

　制せい圧あつ射しや撃げきにも通じた面の攻撃で、男の行動を封ふうじ込めながら、黒い肌はだの少年修しゆう道どう士しは砂浜を大おお股またに歩いてきた。

　タウ十じゆう字じにも似にた独特のフォルムは、ウージー・カスタム。

　前進しながら新たな弾倉マガジンを口に銜くわえ、撃うち尽つくした銃じゆう身しんに放り込む。

　すでに黒い肌を覆おおうのは聖職衣カソツクにあらず、白はく銀ぎんの断罪衣イスカリオテだった。十字型の短機関銃サブマシンガンをさらに十字に重ねた射撃姿し勢せいで、一定の間合いを保ったまま、少年修道士は強く剣士を睨にらみつけたのである。

「あなたの詮せん索さくは後で結構。ええ、申し訳ありませんが、〈獣ベステイア〉に関わるモノは即そく座ざに滅ほろぼさせていただきます」

「殺すじゃなくて、滅ぼす、か」

　蒼馬は、愉ゆ快かいそうに笑った。

　唇くちびるから覗のぞいた牙きばが、肉にく食しよく獣じゆうのように獰どう猛もうな気け配はいを漂ただよわせた。

「いいな、そういうのは聖せい霊れい教きように馴な染じむ」

　するりと手をこねると、長ちよう大だいな刃が魔法のように鞘さやへ収おさまった。

　居い合あいの格かつ好こうに腰こしを落とし、蒼馬が片かた目めをつむった。

「ガンマンってなら、早はや撃うち勝しよう負ぶはどうだ？」

「申し訳ありません。そういう戯たわむれに付き合う趣しゆ味みを持ち合わせていません」

　ラーフラが、誘さそいを切り捨てる。

　油ゆ断だんなく剣けん士しへ視し線せんを据すえたまま、隣となりの同どう胞ほうへ声をかけた。

「動けますか？」

「……短時間に限りますが、戦せん闘とう能力は八十三％を保ほ持じしています」

　ノウェムも身みを起こす。

　致ち命めい傷しようでない以上、この人形が闘とう志しを失わぬのは当然でもあった。

　死し闘とうは、まだ終わらぬか。

　もはや夕陽は落ちきり、夜が覆おおいつつある砂すな浜はまで、断罪衣イスカリオテの使い手同士の奇き怪かいな戦たたかいは混こん迷めいを深めようとしていた。

　対たい峙じは、数すう秒びよう。

　しかし、突とつ如じよとして、蒼そう馬まの表情は苦にが々にがしく歪ゆがめられたのだ。

「時間切れ、か。面おも白しろくなってきたのにな」

　と、男はため息いきをついた。

「何を？」

「また会おうぜ親友。後、カルロにも伝つたえてくれ。──二年前の死しに神がみが戻ってきたぞ、てな」

　訊きいたラーフラではなく、イザヤへと小こ粋いきに指を振って、蒼馬は刀かたなの柄つかを握にぎった。





「我は模も倣ほうする──」






　さきほど、壬み生ぶ蒼馬は言った。

　奇き蹟せきであろうが、魔ま性しようであろうが。ロギノスの奇蹟は斬きり伏ふせると。

　ならば、砂や水は？

「待まて！」

　制止と同時の発はつ砲ぽうを、ラーフラが躊ちゆう躇ちよしなかったのはさすがと言えよう。

　しかし、





「──聖せいロギノスの刃を」






　ぞん、と一ひと際きわ鋭するどい居い合あいの斬ざん撃げきは、想そう像ぞうを絶ぜつする結果をもたらした。

「な……っ！」

　イザヤが想像したのは、聖せい典てんで最もつとも有ゆう名めいな光こう景けいのひとつ。

　エジプトから民みん衆しゆうを連れて逃げた聖者が、海を前に杖つえをついたときの奇蹟。

　剣士の一いち撃げきは、砂浜はおろか海岸の沖おきまで一直線に切り裂さき、巨きよ大だいな砂と海水の波なみをつくりあげた。おそらくこの海岸ができて以来、最大であろう大波ビツグウエーブは、近きん隣りんのあらゆるセンサーをつかのま無む効こうとせしめたのだ。

　さしものラーフラさえ、その背せ中なかを追うことはかなわなかった。

　砂さ塵じんと飛沫しぶきが落ち着いた後、胸むな元もとを押さえ、少年修しゆう道どう士しは身みを屈かがめたのだ。

「こちらも……手て応ごたえはありましたが」

　断罪衣イスカリオテの胸きよう甲こうには大きく亀き裂れつが入っていた。今の居い合あいで、ラーフラの胸元から肩かた口ぐちまでが切り裂さかれ、かすかな火花を散ちらしていたのだった。元がん来らいの聖職衣カソツクへと戻る収しゆう納のうプロセスもぎこちなく、ラーフラは深く息いきをついた。

　黒くろ玉だまのピアスを揺ゆらし、イザヤへと顔をあげる。

　声には、ほんのわずかだが、戦せん慄りつが含ふくまれていた。

「……あれは、どういうことです？　どうして、〈獣ベステイア〉が断罪衣イスカリオテを？」

「分かりません」

　正直に答えて、イザヤがかぶりを振る。

　謎なぞだらけもいいところであった。

　本当に、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の親友なのか？

　あるいは、その人物を喰くらった〈獣ベステイア〉？

　だとすれば、断罪衣イスカリオテを使える理由は一体？

　何もかもが霧きりの中で、イザヤは凄すさまじい脱だつ力りよく感かんを嚙かみしめつつ、尋たずね返した。

「ラーフラさんこそ、どうしてここに？」

「……単たんに、ノウェムさんの救きゆう援えん信号を受けただけです。近くを視し察さつしていた最中なのが、幸こう運うんでした」

「そ、そうですか」

　視察というのはいかにも気になる単たん語ごだったが、イザヤはとりあえずうなずいた。

　対して、ラーフラがことりと首を傾かしげる。

「ところで、玻は璃りさんは？」

（────っ！）

　一気に、体温が数度下がった気がした。

「ノウェム……？」

「はい」

　と、返事があった。

　銀ぎん髪ぱつの人形も海水に濡ぬれて、断罪衣イスカリオテのみならず、切り裂かれた腕うでの傷きず口ぐちからもケーブルや金きん属ぞく骨こつ格かくを覗のぞかせていた。

「あなたの、身体からだは……」

「もう、〈槍ランス〉と〈塔ルーク〉の後こう援えん部隊がこちらに向かってます。修しゆう復ふくには事こと欠かかないと考えるのが私です」

「そう、ですか」

　イザヤが、ひっそりと唇くちびるを嚙かんだ。

　ひどく大たい切せつなものを、他人に委ゆだねなければならないといった、そういう顔だった。

「ラーフラさん、ノウェムを見ていてください」

「は？」

「お願いします」

　珍めずらしく頭をさげて、少年神しん父ぷは身みを翻ひるがえした。




　朱と鷺き頭とう玻は璃りの消えたホテルの方へと、イザヤは駆かけだしていた。
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　ホテル裏うらの建けん設せつ現場へ侵しん入にゆうして、イザヤは愕がく然ぜんと目を見開いた。

　そこは、さながら爆ばく心しん地ちだった。

　多くの鉄てつ骨こつが折おり重なって倒たおれ、コンクリートが崩くずれている。まるで柵さくの内側だけが、局きよく所しよ的てきな嵐あらしに巻き込まれたかのようであった。

　誰だれが、惨さん事じをもたらしたかは明らかだ。

　切せつ断だんされた鉄骨の、その断面の滑なめらかさ。

　吸すい込まれそうなほど鋭えい利りな切り口は、現代科学の粋すいをもってしても再現できまい。イザヤの脳のう裏りをよぎったのは、さきほど少年自じ身しんの身を襲おそった魔ま刃じんであった。

「……壬み生ぶ、蒼そう馬ま」

　ごくり、と唾つばを飲み込む。

（これで……俺が初めて来たってことは……）

　こんな惨状に、ホテルの客や従じゆう業ぎよう員いんが気づかぬはずはない。

　気づかぬとすれば、答えはひとつ。

　喪そう神しん現げん象しよう。

〈獣ベステイア〉の纏まとう世せ界かいの歪ゆがみによって、その行こう為いが認にん識しきできなくなるという現象だった。

（じゃあ……あいつは……）

　思って、周しゆう囲いを見回す。

「っ──」

（え……）

　すると、小さな呻うめきを、少年の耳は捉とらえた。

　振り返る。

　暗がりに慣なれてきたイザヤの目が、斜ななめに崩れた鉄骨とコンクリートの間に、もたれかかった人ひと影かげを見つけた。

「お前……っ」

　倒たおれた人ひと影かげへ駆かけ寄って、イザヤは息いきを飲んだ。

　玻は璃りであった。

「イザヤ……兄にい様さま……」

　と、少女が目を開いた。

　その顔は、すでにいつもの玻璃へと戻っていた。

　しかし、茫ぼう然ぜんとしたまま、正しよう気きにも戻ってない声だった。

「……玻璃、さん」

「あたし……イザヤ兄様と海岸を歩いてて……それで、飲み物を買う途と中ちゆうで迷まよって……ここに来ちゃって……」

　ぼんやりと、玻璃が口にする。

　事実とは、異ことなる証しよう言げんだった。

　記き憶おくの辻つじ褄つまを、もうひとりの玻璃が──あの妖よう女じよが合わせたのだろう。

　もとより、あの妖女が現あらわれている間は、記憶の欠けつ落らくや曖あい昧まいさを本当の玻璃に疑うたがわれぬよう、修しゆう正せい処しよ置ちが取られている。

　だから、そのことは触ふれず、

「ここで、何が……？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに、イザヤが尋たずねたときだった。

　少女の手が、跳はねた。

「あああ……っ！」

　切せつなげな声とともに、白しら魚うおのごとき指が滑なめらかな腹ふく部ぶをまさぐる。

　淫いん靡びな風ふう景けいに一いつ瞬しゆん息を飲み、

「────っ！」

　イザヤは、そのまま息を止めた。

　それまで建けん設せつ資し材ざいの陰かげになって分からなかったのだが、ワンピースの水着の、そのあたりだけが鮮あざやかに斬きられていたのである。

　いや、イザヤが愕がく然ぜんとしたのは、さらにその先だった。

　腹部の、おぞましい紋もん様よう。

　少女が〈獣ベステイア〉に憑つかれた〈獣胎エンブリオ〉であることを示しめす、忌いまわしき印しるし。白く滑らかな肌はだゆえに、なおさらそのひきつれた醜みにくさは際きわだった。

　ずるずる、と。

　どろどろ、と。

　いまだに蠢うごめくその刻こく印いんが、断たれていたのだ。

〈獣胎エンブリオ〉の刻印が、横よこ一いち文もん字じに断たれて、そのひきつれや醜い色合いさえ薄うすれさせていたのだった。

「……斬きられたん……です」

　少女が、口にした。

「……身体からだの内側まで……あの、黒い刃やいばに……」

　紋もん様よう以外には、少女の肌はだには傷きずひとつない。

　しかし、少年は信じた。

　あの刃ならば。

　ノウェムの炎ほのおも〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉も切り裂さいたあの太た刀ちならば、相あい手てに気づかせぬまま、腰こしを両りよう断だんすることとてかなうだろう。

「すぐに、治ち療りよう班はんを──」

　言いかけたイザヤの手が、摑つかまれた。

　強く、握にぎられた。

「イザヤ──兄にい様さまっ！」

　少女が、呼んだ。

　さきほどの声とは違ちがう。

　痛いたみさえも抑おさえ、少女の声が気き丈じようさを取り戻したのである。

「追わないと……あの……〈獣ベステイア〉を……っ！」

　瞳ひとみは、闘とう志しに燃えていた。

　こういう少女であった。

　朱と鷺き頭とう玻は璃りは、けして単たんなる聖せい女じよではない。

　イザヤの知る中で最もつとも──ひょっとすると、あのラーフラ以上に──〈獣ベステイア〉を憎にくみ、戦たたかわんとする闘とう士しであった。

　裏うら側がわにいる、もうひとりの妖よう女じよにも劣おとらぬ、峻しゆん厳げんたる精神こころ。

「落ち着いてください。まずは治療班を呼びますから、玻璃さんはここでじっとして──」

「駄だ目め……です……っ！」

　と、玻璃はかぶりを振る。

　力の入らぬ身体で今にも立ち上がらんと、手を突つっ張ぱらせ、歯はぎしりする。

「お前じゃ……ないって……言われたんです」

　少女が、言う。

「俺の会いたいのは、バビロンの大だい淫いん婦ぷであって……お前じゃないって。だから……」

　必ひつ死しに、息を継つぐ。

　喘あえぐ。

　まるで水面を飛び出した美うつくしい魚さかなが、懸けん命めいに酸さん素そを取り込もうとするよう。

　鉄てつ骨こつとコンクリートの間から身みを乗り出し、少女はみっともなさなど微み塵じんもかまわず、立ち上がろうとした。

「玻は璃りさん──！」

「だから……」

　と、もう一度、少女口にしたとき。

　ず……っと、鈍にぶい音がした。

　それはひどく遠くから聞こえる、重くて、長くて、粘ねばっこい音だった。

　イザヤが振り返る。

　少年は、ふと思い出した。

　壬み生ぶ蒼そう馬まと邂かい逅こうする直前、ある建けん造ぞう物ぶつについて、もうひとりの玻璃と話していたことを。

　二週間前、妖よう蛾がの〈獣ベステイア〉と戦たたかったツインタワービル。湾わん岸がん地ち帯たいのシンボルとなるべく開発中だった巨きよ大だいな建けん築ちく物ぶつは、この工事現場からも多くの鉄てつ骨こつの間を通して眺ながめることができた。




　それが、ずれた。




　イザヤが、呼こ吸きゆうを止めた。

　思し考こうの一いつ切さいを止めた。

　少年は信じられずにただ目を見開き、朱と鷺き頭とう玻璃は予想していた惨さん事じの訪おとずれにぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　凄すさまじい轟ごう音おん。

　足あし元もとを揺るがす衝しよう撃げき。

　少女の、青ざめた唇くちびるが動く。

　何もかもを圧あつ倒とうする爆ばく音おんの中で、その呟つぶやきだけはなぜかはっきりと聞こえた。

「だから……バビロンの大淫婦に会えるまでは……一日にひとつずつ、この御みさ陵さぎ市しとやらのビルを潰つぶしていくぞ……って」

　その、言こと葉ばの通り。

　たった今、湾岸地帯のツインタワービルは斜ななめに傾かしぎ、十何万トンという重量のすべてを崩ほう落らくせしめたのであった。
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　御みさ陵さぎ市し・第一区。

　地下、八十メートル。

　一いつ般ぱんには公開されていない、第九層そうと呼ばれる地層に、教団の本部は据すえられている。ネットワークルームや〈塔ルーク〉のメインラボはもちろん、〈獣ベステイア〉と対たい抗こうするためのあらゆる手段を集中させた、人じん類るい守しゆ護ごの地下要よう塞さい。

　──さらに、その奥おく。

　教団内でさえごく一部の者にしか、入室を許ゆるされない空間だった。

　ホールからつながっている通路は、静じよう脈みやく認にん証しようや網もう膜まく認証といった多くのセキュリティに守られ、あたかも偉い大だいな聖せい遺い物ぶつを収おさめた中世の地下聖堂クリユプタのごとき雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　実際、その内装は聖堂だったのだ。

　精せい緻ちなステンドグラスの下には、古い十じゆう字じ架か。

　祭さい壇だんには、いくつも儀ぎ礼れい用ようの蠟ろう燭そくが灯ともされている。驚おどろくほど天てん井じようも高く、地下だというのに、ひどく神しん聖せいで静せい謐ひつな光に満たされていた。

　イザヤは、けったくそ悪そうに片かた目めをつむった。

　荘そう厳ごんなパイプオルガンのそばで、聖堂の主あるじが小さくうなずいたからだった。

「──とりあえず、被ひ害がいが建けん設せつ停てい止し中ちゆうのツインタワービルだったのは幸さいわいでしたか。でなければ、この程てい度どの死し傷しよう者しやではすまなかったでしょうし」

　口を開いたのは、カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こうだった。

　革かわ張ばりの椅い子すへ座すわり、膝ひざの上で指を組み合わせている。口くち元もとに湛たたえられた柔やわらかな微び笑しようを指して、聖人の笑えみと言う者もいるだろうが、イザヤの感想はやはり「うさんくさい」の一ひと言ことに尽つきた。

　その近くに直ちよく立りつしていた、ラーフラが尋たずねる。

「……申もうし訳わけありませんが、壬み生ぶ蒼そう馬まは、カルロ様のお知り合いですか？」

「まあ、聖戦時代に顔を合わせたぐらいですが」

　カルロが、苦く笑しようで顔を歪める。

　あの後、イザヤたちは、この教団本部へ集められたのだ。

　玻は璃りはすぐさま教団の医い療りようフロアへ運ばれ、壬生蒼馬の捜そう索さくは情じよう報ほう部ぶである〈塔ルーク〉に任まかせられることになった。イザヤたちを通したのがいつもの教区長室ではなく、こちらの地下聖堂だったのは、カルロにも何らかの予感があったためだろうか。

　単たんなる、〈獣ベステイア〉の出現ではないと。

「断罪衣イスカリオテを使い、〈獣ベステイア〉同様の『再さい構こう築ちく』を伴ともなう……教団のデータにも、そういった例は皆かい無むです。今いま頃ごろ、各かく都と市しの秘ひ蹟せき研けん究きゆう室しつは大わらわでしょうね」

　カルロの前にポップアップしているホログラム・ディスプレイは、ノウェムが提出したレポートだった。

　ほとんどのセンサーは、壬み生ぶ蒼そう馬まもその戦せん闘とうの風景も捉とらえられなかったのだが、ノウェム自じ身しんの知覚した光こう景けいは、そのままデジタルデータとして教団のコンピュータへアップロードされていたのだ。

　とりわけ、ノウェムの聖せい炎えんが切り裂さかれた瞬しゆん間かんを、カルロは何度となく見返した。

　それこそは、奇き蹟せきの発はつ露ろに他ならなかったからだ。

　──聖せいロギノスの、第三種奇蹟。

「……確たしかに、壬生蒼馬。確かに、聖ロギノスの模も倣ほう奇蹟ですね」

　妙みように乾かわいた声で、カルロが口にした。

　顎あごもとを撫なでる。

　少年たちへと視し線せんを戻したとき、一いつ瞬しゆん枢すう機き卿きよう代だい行こうによぎった表情は、すっかり消え失せていた。

「推すい測そくで良ければ、おそらくは壬生蒼馬が〈獣胎エンブリオ〉となった、ということでしょう」

「…………」

　イザヤが、ひそやかに息いきを飲む。

　玻は璃りと同じ、〈獣胎エンブリオ〉。

〈獣ベステイア〉に喰くわれ、なおも一定の人じん格かくを残した、人間のなれの果はて。

　あの男が、そうだというのか。

「……申もうし訳わけありませんが、これだけの被ひ害がいが出ている以上、〈獣胎エンブリオ〉だとしてももはや人間の人格は失っていると見るべきです。よりもよって断罪衣イスカリオテを行こう使しできる、最悪に冒ぼう瀆とく的てきな〈獣ベステイア〉と考えるのが適てき切せつでしょう」

　ラーフラが断ずる。

　厳きびしい戒かい律りつを課かする修しゆう道どう士しとしては、当然の発言だったろう。

「確かに、そうなるでしょうね」

　カルロも認めた。

「では、この〈獣ベステイア〉を滅ほろぼすことに異い存ぞんはありませんね？」

「ええ。そうでなくても、ラーフラさんには独どく自じの捜そう査さ権けんを認みとめてますし」

（は──？）

　初めて聞く単たん語ごに、イザヤは面めん食くらった。

　が、それを放置して、ラーフラは質問を続けたのだ。

「……ありがとうございます。ところで、玻璃さんの容よう態だいは？」

「意い識しきは回かい復ふくしたようですが、まだ面めん会かい謝しや絶ぜつですよ。細かい処ところは医い療りようスタッフに訊きいていただかないと」

　カルロが告つげる。

　生徒会のメンバーには、熱ねつ射しや病びようということでイザヤから説明していた。

　まゆきや静しず佳かはもちろん、あの鈴すず木きも真しん剣けんに心しん配ぱいしていたことが、イザヤを少し驚おどろかせた。玻は璃りの人じん望ぼうに関しては、疑うたがいようもないらしい。

　少しだけ、胸むねが痛いたんだ。

　そんな相あい手てにまで、噓うそを重ねなければならないことに。

　しかし、すぐにその痛みを少年は押し殺した。

　イザヤの方から、ラーフラへと向き直ったのだ。

「玻璃さんの容よう態だいを訊きいて、どうするんですか？」

「気になりますか」

　少年修しゆう道どう士しが、かすかに唇くちびるをほころばせた。

　黒い肌はだに浮いた笑えみは、ひどくエキゾチックな色合いを揺ゆらめかせていた。カルロともまた違ちがう、謎なぞめいた微び笑しよう。

「事情を伺うかがいたいだけです。では、先に現場の再さい調ちよう査さへ戻ります」

　ラーフラが踵きびすを返す。

　黒玉のピアスが鳴って、聖職衣カソツクの裾すそがなびいた。

　その背中が部へ屋やを出て、十じゆう分ぶんに気け配はいが遠ざかったのを確かく認にんしてから、イザヤは本ほん来らいの声で訊いた。

「……いいのかよ？　あれ」

「何がです？」

「玻璃の身体からだのこと、あいつには誤ご魔ま化かしてるだろうが」

　苛いら立だたしげに言ったイザヤに、ああ、とカルロがうなずいた。

　ラーフラには、玻璃が〈獣胎エンブリオ〉であることを隠かくしているからだ。あの少年修道士が、かなりの確かく率りつで異い端たん審しん問もん官かんを兼かねている以上、〈獣胎エンブリオ〉という正体が発覚すれば致ち命めい的てきな結果をもたらすのは明らかだった。

　そして。

　当とうのカルロさえも、玻璃のもうひとつの人じん格かくについては知らないのだ。

　あの、妖よう女じよとしての人格を知るのは、イザヤひとりである。秘ひ密みつの上に秘密を、噓の上に噓を重ねた、こんがらがった関かん係けい図ず。

（……糞くそややこしいことばっかりだ）

　イザヤが、内ない心しんで悪あく態たいをつく。

　こんな噓まみれの舞ぶ台たいで、自分がやらされているのは、ぎりぎりの綱つな渡わたりだ。

　綱どころか、蜘く蛛もの糸いとのように細くはかない線の上で、必ひつ死しにバランスを取らされている気分だった。

「──まあ、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　と、カルロが軽く顎あごをひいて、うなずく。

「玻は璃りさんも分かってますし、直ちよく属ぞくの医い療りようスタッフはそのへんの機き微びにも通じてますからね。それなりに誤ご魔ま化かしてくれると思います」

「誤魔化しばかりだな、てめえは」

「褒ほめられてるわけじゃないですよね？」

「当たり前だ！」

　一いつ喝かつしたイザヤが、さらに言う。

「それに、ラーフラに独どく自じの捜そう査さ権けんを認みとめたって何だよ」

「ああ、そのままですよ。〈獣ベステイア〉の対たい策さくは初動と速度が重じゆう要ようだから、御みさ陵さぎ市し内ないにおける独自の捜査権があった方がやりやすい……っていうのはもっともな意見ですし、ラーフラさんも単たん独どく捜査に慣なれてらっしゃるようですからね」

「……お前、正しよう気きか？」

「秘ひ密みつは無む理りに庇かばうほどバレやすくなるものですよ」

　ひらひらと、カルロが手を上下させる。

「それに、独自の捜査権といっても、こちらから提てい供きようするのは精せい々ぜいセキュリティランクの上じよう昇しようぐらいですからね。こっちの懐ふところを勘かんぐられるより、いっそ独自の捜査権を認みとめて、放置した方が安全です。……ええ、教団ばかり探さぐられてるよりも、御陵市全体を調べてもらった方が手間がかかって、時間稼かせぎになるんじゃないかと思うんですよ」

　しれっと、言ってのける。

「…………」

　イザヤは、啞あ然ぜんとした。

　つまるところは、飼かい殺しだ。

　捜査権という餌えさを与えることで、カルロは相手の選せん択たく肢しを膨ぼう大だいに増やしたのだ。しかも探られてはまずい情報はほぼ教団内なのだから、これは外はずれ籤くじばかりを増やしたに等しい。

「お前ってやつは……」

「何でしょう」

「何でもねえよ、腐くされ眼がん帯たい」

　やっぱり、この眼帯神しん父ぷこそ最大の狸たぬきだと、イザヤは確かく信しんする。

　いつもにやにや笑いをしてる裏うらで、ろくでもないことばかり考えてる。もとより、自分を『九く瀬ぜ諫いざ也や』に仕立て上げた大だい胆たんさと狡こう猾かつさを思えば、この程てい度どは予想してしかるべきだったろうか。

　小さくため息いきをついて、少年は口にした。

「……じゃあ、ついでにもうひとつ喋しやべれよ」

「何を？」

　首を傾かしげたカルロに、イザヤはこう続けたのだ。

「あの刀かたな使つかいとは、どういう関係だ」

「おやおや他人の仲なかを詮せん索さくですか？　これはなんとも恥はずかしい。嫉しつ妬とならいつでも言ってくだされば、私自みずから告こつ解かいの秘ひ蹟せきを──」

「ふざけるな」

　ぴしゃりと、イザヤは撥はねつけた。

　カルロは、淡あわく苦く笑しようを刻きざんだきりだった。

「あいつは、自分が『九く瀬ぜ諫いざ也や』の親友だって言ってたぜ」

「ははあ……それは」

「もうひとつ」

　カルロの言こと葉ばを遮さえぎって、イザヤは言う。

　ここが、少年にとっての正しよう念ねん場ばだった。噓うそまみれの中で、真しん実じつを得るチャンスだった。

　相あい手てが適てき当とうな煙えん幕まくを並べ立てるより早く、自分の疑問を叩たたきつける。




「二年前、壬み生ぶ蒼そう馬まは殉じゆん教きようしたんじゃなくて、殉教だということにさせられた……ってのはどういうこった？」




「…………」

　今度こそ。

　カルロは、沈ちん黙もくした。

　春のうららみたいにゆるんでいた表情が消え、少年をまっすぐに見つめた。

「知らない方が、いいこともありますよ？　まして、あなたの設せつ定ていは『記き憶おく喪そう失しつ』です。余よ計けいな知識は致ち命めい的てきな結果を招まねくかもしれません」

「それでも、納なつ得とくがいかねえだろうが。命を賭かけさせられてるってのに、これ以上いい加か減げんな噓に踊おどらされてたまるか」

「なるほど」

　と、カルロは微び苦く笑しようする。

「他た言ごん無む用よう……とは、今いま更さら言う必ひつ要ようもありませんか」

　深く、椅い子すに身みを埋うずめた。

　目つきは遠く、どこか今とは違ちがう時と間きを見つめるようだった。

　二年前──聖せい戦せんの時間。当時は世界でたったひとつ、〈獣ベステイア〉が出しゆつ没ぼつしていた聖せい都と。多くの断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやが走り、戦たたかい、斃たおれていった場所。

　そして。

　ひょっとすると、この眼がん帯たいの神しん父ぷにとっても青春と言えた時間かもしれなかった。

　静しずかに、カルロは口を開く。

「ええ、あの砂さ漠ばくの風が吹く都みやこで、壬み生ぶ蒼そう馬まは最もつとも多くの〈獣ベステイア〉を滅ほろぼした男でした。それこそ、数だけで言えば、『九く瀬ぜ諫いざ也や』を超こえるほどです。ただ、『九瀬諫也』とは違ちがい、彼はひとりで〈獣ベステイア〉と戦たたかうのを好このんでました。……今考えれば、あの乾かわいた地での、戦いそのものを好んでいたのかもしれません」

　声も、遠く。

　まるで、二年前から流れてきたようなかすれを帯おびて。

　砂漠の臭においを、イザヤは感じた。乾いた砂に混まじって、血ちと鉄のこすれた味あじが口の中を通り過すぎていく。既き視し感かんは異い常じようなほどにリアルで、思わず手のひらを聖職衣カソツクに擦すりつけてしまうほどだった。

　濡ぬれたように赤い夕ゆう暮ぐれに、あの男が掲かかげる漆しつ黒こくの太た刀ち。

　討うち滅ほろぼされ、消しよう滅めつした〈獣ベステイア〉の怨えん嗟さの声すら聞こえるようだった。

「…………」

　強きよう烈れつなイメージを振り切り、イザヤが問とう。

「それが、どうして殉じゆん教きようとかになるんだよ」

「ああ、それは簡かん単たん」

　と、カルロはうなずいた。

「『九瀬諫也』が英えい雄ゆうなら……壬生蒼馬は裏うら切ぎり者ものだからです」

「裏切り者？」

　鸚鵡おうむ返がえしに訊きいたイザヤへ、青年神父はこう告つげる。

「二年前、壬生蒼馬は……断罪衣イスカリオテの奇き蹟せきを使って、教団の幹かん部ぶを殺したんですよ」

「っ──！」

　裏切り者ということはなんとなく予想していたものの、イザヤは固唾かたずを飲み込んだ。

　そんな少年を見つめ、カルロが続ける。

「思えば、あの時点ですでに〈獣ベステイア〉に喰われ、〈獣胎エンブリオ〉となっていたのかもしれません。どちらにしても、『九瀬諫也』と同等に〈獣ベステイア〉を屠ほふった聖せい人じんを、人類の裏切り者扱あつかいすれば士し気きにかかわります。このことは秘ひ密みつ裏りのまま、殉教として処しよ理りされました。すでに聖戦末まつ期きの頃ころでしたし、聖せい都と消しよう滅めつの際さいには彼の消しよう息そくも絶たえてます。私は、当然彼も死んだのだと思っていましたよ」

　手のひらを返し、大げさに肩をすくめた。

　そして、

「これ以上は私も知りません」

　と、結論づけた。

「……そう、か」

　イザヤも、納なつ得とくした。

　そういう身み勝がつ手てさには、少年も覚えがあったからだ。

　裏うら切ぎったものを殉じゆん教きようだと偽いつわることと、英えい雄ゆうに身み代がわりを立てることと、どれほどの違ちがいがあるだろう。壬み生ぶ蒼そう馬まの顔をよぎった苦にが々にがしさに、イザヤもつかのまだけ共きよう感かんする。

「今も昔むかしも、似にたようなことしやがって」

「言こと葉ばもありませんね」

　しれっと、カルロは口にした。

　そのまま、イザヤが退たい席せきしようとしたところで、今度は青年神しん父ぷの方が呼び止めた。

「──ひとつ、私からも質しつ問もんがあるのですが」

「何だよ」

　振り返ったイザヤへ、椅い子すにもたれかかったままの青年神父は尋たずねたのである。




「朱と鷺き頭とう玻は璃りには、あれから変化がないですか？」




　一いつ瞬しゆん、カルロの瞳ひとみに、ひどく冷たいものが宿やどった。

　イザヤは、動じなかった。

　そのはずだ。

「何も」

　と、少年はかぶりを振った。

「見たままのことを全部伝つたえたよ」

　顔色ひとつ変えずに、言えた。

「なら良かった」

　カルロも、特に追つい及きゆうすることなく、話を終えた。

（…………）

　気にかかったのは、その、あまりにさっぱりとした切り替えのせいだったろうか。

「──もし、玻璃の人じん格かくがすべて〈獣ベステイア〉に喰くわれたら、どうするつもりなんだ？」

　その問といに、

「殺しますよ」

　いともたやすく、カルロは告つげた。

　さすがに眼めを剝むいたイザヤの顔を見つめ、神父は肩をすくめた。

「嫌いやですね、そんな強こわばった顔しないでくださいよ。私がなんか脅おどしちゃったみたいじゃないですか」

　実に軽いノリで、青年神しん父ぷが言う。

　人の生せい死しだというのに、まったく頓とん着ちやくしない口ぶりだった。

「もともと、それが私と玻は璃りさんの約やく束そくですから」

「約束？」

「ええ。おかしいですか？」

「……いいや」

　と、イザヤは首を横に振った。

　疑問はない。

　あの誇ほこり高い少女なら、そう言うだろう。

　この都と市しに来てすぐ、玻璃が〈獣胎エンブリオ〉だということを明かしたとき口にした言こと葉ばを、イザヤは覚えていた。




　──『実際、ほとんどの〈獣胎エンブリオ〉は〈獣ベステイア〉になってしまうそうです』

　──『学校にカルロさんがついてきてくださるのだって、そんなとき、私を殺してもらうためですもの』




　ふと、イザヤの脳のう裏りにまったく別の人々が浮かんだ。

　ひどく騒さわがしくて、はちゃめちゃで、ついていくだけでも少年をへとへとに疲つかれ果はてさせた面めん々めん。玻璃が倒たおれたことで、あれだけ熱心に病状を尋たずねていた少年少女たち。

「もしも……」

　と、呟つぶやきがこぼれた。

「もしも……玻璃を殺すことになったら、生徒会の奴やつらにはどう言うんだ？」

「は？」

　聞き取れなかったのか、カルロが瞬まばたきする。

「……いや、何でもない」

　イザヤも、すぐに撤てつ回かいした。

　どうしてそんなことを訊きいたのか、自分でも分からなかったからだ。

　カルロも気にせず──不意に、聖職衣カソツクの内側から携けい帯たい電話を取り出した。

　耳に当てて、二、三、会話をしてから、

「ええ、分かりました」

　と、打ち切った。

　イザヤへと、視し線せんを向ける。

「たった今、玻璃さんの面めん会かい謝しや絶ぜつが解とけたようです。ラーフラさんより先に、お見み舞まいに行きますか？」

「事じ情じよう聴ちよう取しゆ、って言わねえのか」

「さて」

　曖あい昧まいに、カルロが笑う。

「その笑い顔が気にくわねえ」

　歯はを剝むき出して、イザヤは地下聖せい堂どうを退出した。

　とりわけセキュリティの多い通路を抜けてホールに出ると、「イザヤ様！」、とかつての『九く瀬ぜ諫いざ也や』を重ねて呼びかけてくる教団の人間たちに、手を振った。

　その笑え顔がおが、少しだけカルロに似にてしまうのが、心しん底そこ嫌いやでたまらなくて、

「…………」

　数分、迷まよった後。

　イザヤは、医い療りようフロアへと足を向けたのだった。
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　少年も去さり、カルロは部へ屋やにひとりとなった。

「…………」

　なんとはなしに立ち上がり、片かた手てでパイプオルガンへと触ふれる。

　慣なれた鍵けん盤ばんを、長い指がつまびいていく。高い天てん井じようへと伸のび上がっていく旋せん律りつは教会音楽でも有ゆう名めいな、荘そう厳ごんたる曲きよくの一いつ節せつだった。

　──グレゴリオ聖せい歌か。

　奇くしくも、昨日きのうノウェムが口ずさんでいた歌の伴ばん奏そうであった。

「さて」

　と、呟つぶやく。

　空中にポップアップしているディスプレイは、やはり壬み生ぶ蒼そう馬まを映うつしていた。

　何度目かも分からぬリピート。ラーフラの魔ま弾だんを断たち切って、愉たのしそうに笑う蒼馬の横顔を、カルロはあらゆる表情を消して見つめていた。

　戦たたかうときばかり、こんな風ふうに笑う男だった。

「問題は、彼なら教団の癖くせも知り尽つくしていることですね」

　と、口にする。

　実際、本ほん来らいなら、玻は璃りに近づく前には存そん在ざいが発はつ覚かくしているはずだった。

　ほとんどのセンサーが無む効こう化かされていたためである。ノウェムがイザヤと合流したのも、この異い常じようを察さつ知ちしたためだが、結局有ゆう効こうな対たい処しよは取れず、蒼馬が姿すがたを消す際さいにも再ふたたび無効化されている。

　喪そう神しん現げん象しようによる、認にん識しき歪わい曲きよくではない。

　それに対たい抗こうすべくつくられた御みさ陵さぎ市しのセンサーを、さらに見み越こしたやり口だった。

「……本当に、厄やつ介かいです」

　目をつむり、ため息いきをつく。

　声が聞こえた。




『──可愛かわいいシスターさんのやることじゃねえだろ？』




　再ふたたび、レポートの動画がリピートしたのだった。

〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉を突つきつけたノウェムに、壬み生ぶ蒼そう馬まが唇くちびるの端はしをつりあげている。

　レポートでも、ラーフラには見せなかった部分だ。

　断罪衣イスカリオテを展開する直前、確たしかに、彼はこう口にしたのだった。




『せっかく、バビロンの大だい淫いん婦ぷに会いに来たってのに』




　と。

「何を知ってるんです？　壬生蒼馬」

　ディスプレイへ、問といかける。

　隻そう眼がんの眼まな差ざしは、ひどく研とぎ澄すまされていた。

　そのまま、祭さい壇だんへと足を向けた。燭しよく台だいの前で十じゆう字じを切ると、今度はディスプレイではなく、操そう作さ用ようのパネルが浮かび上がった。ネットワークルーム及および、セントラルサーバー・クリュプタと特別回線をひかれ、御陵市内のあらゆる情じよう報ほうに接続アクセスしうる端たん末まつだった。

　ディスプレイで、蒼馬が言う。

『後、カルロにも伝つたえてくれ。──二年前の死しに神がみが戻ってきたぞ、てな』

「……ええ」

　と、現実のカルロがうなずいた。

「私の方にも、あなたを捕つかまえる必ひつ要ようが出てきましたよ」

　ひどく真しん剣けんな顔で、カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こうは口にしたのであった。





２






　御陵市・第一区。




　中ちゆう央おうビルの医い療りようフロアは、まるで漂ひよう白はくされたみたいだった。

　潔けつ癖ぺきなまでの白さは、いっそ病びよう的てきにも映うつる。

　白という色の、ほかを寄せつけぬ攻こう撃げき性せいをもって、内側のものを守る結けつ界かいと成なすようだった。あるいは、内側のものを外に出さぬよう、その色で封ふうじ込めているようにも思えた。

　どちらも、正せい解かいかもしれない。

　イザヤにとっては、何度目かの来らい訪ほうだった。

　入り口の前でひとつ息いきをついて、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の仮か面めんをつけなおしたところで、

「お、英えい雄ゆう様さま」

　と、近くの通路から、白はく衣いの腕うでがあがった。

　寝ねぼけたような顔の女じよ医いは、相変わらず安っぽいゴムで大おお雑ざつ把ぱに髪かみをまとめていた。ワイシャツの上から羽は織おった白衣はよれよれと皺しわをつくっており、口には棒ぼう付つきキャンデーをくわえて、横よこ８の字に回している。

　イザヤも知る相あい手てだった。

「えっと、玻は璃りさんの主しゆ治じ医いの……」

「いちいち確かく認にんすんなって。玻璃ちゃんに会いに来たんだろ。面めん会かい許きよ可か出したのあたしだし、一いち応おう待まってたんだよ。──ほれ、ついでにキャンデー食くってくか？　糖とう分ぶんは疲つかれにきくぜ」

　白衣の内側から、にょっきりと取りだした金きん属ぞくの箱はこの蓋ふたを開く。

　途と端たん、強きよう烈れつな刺し激げき臭しゆうがイザヤの鼻び孔こうをついた。

「な──何です、これ！」

「ふふん、新開発の青カビチーズキャンデー。いや、くさやキャンデーと同時並へい行こうでつくってたんだけど、研けん究きゆう室しつのやつらがだらしなくてさ。せめて片かた方ほうにしてくれって言うから、こっちを選んだんだよね。いやあ美び味みだよ美味！　一発で天国決定、至し高こうの快かい楽らくここにあり！　チーズの臭くさみとキャンデーの甘あまさがべちゃべちゃと口の中でケンカしちゃって、もう最高！」

　女医の長い睫まつ毛げがふるふると動く。

　どうやら、感動に打ち震ふるえているらしかった。

「遠えん慮りよしておきます……」

　げっそりした顔で、イザヤがかぶりを振る。

　そのまま隣となりを通り過すぎかけたところで、女医が口を開いた。

「あ、ちょっと待って。──あんたは、身体からだに何もないの？」

「え、あ、はい……」

「ふうん？　本当か？　定期検けん査さはさぼるなよ？　腕尽づくで連れてこなきゃならないような怠なまけ者は、カルロだけで十じゆう分ぶんだかんな」

「カルロさんが？」

「注ちゆう射しや嫌ぎらいなんだってさ」

　顔をしかめて、女医が肩をすくめる。

　どこまで本気か分からないが、キャンデーをぐるぐると回しつつ、

「〈塔ルーク〉の整せい備び班はんにも最新の生体データをせっつかれてるんだが、あいつの怠なまけ癖ぐせはどうにもならん。英えい雄ゆう様さまだけでも几き帳ちよう面めんだったら、あいつら涙なみだを流して喜よろこぶぜ？　まあ喜びすぎて、頭おかしくなっても診みてやらねーけど」

　白はく衣いの腹ふく部ぶを押さえて、けたけたと笑う。

　よっぽどおかしかったのか、腰こしをくの字じに折おってしばらくそうしていた。

「おお、あんまりつかまえてるとあの娘こにも、ファンクラブの連中にも恨うらまれるな。んじゃ、あんまり刺し激げきすんなよ？」

　最後にひらひらと手を振って、女じよ医いは通路を遠ざかっていく。

「……ふぁんくらぶ？」

　イザヤは、茫ぼう然ぜんとしたままそれを見送った。

（たく、何が何なんだか）

　思って、がりがりと頭を搔かく。

　気持ちを入れ替える。

　改あらためて扉とびらを開くと、そこは病室というより研けん究きゆう室しつみたいな部へ屋やだった。

　少年には用よう途とも分からぬ多くの計器が、壁かべに据すえ付けられている。その向こうでは、やはり白いカーテンが揺ゆれて、地上の夜空を覗のぞかせていた。

　ベッドは、その窓まど際ぎわだった。




「……イザヤ兄にい様さま」




　シーツを下か半はん身しんにかぶせて、玻璃が柔やわらかく笑っていた。

「──もう、身体からだは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　イザヤが訊きいた。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』の声こわ音ねで。

　すると、ベッドに座すわったまま、少女はそっとうなずいた。

「はい。痛いたみとかはまったくないんです」

　シーツと病院着の上から、腹部を撫なでる。

　そこには、やはり血ちの一いつ滴てきも滲にじんでなかった。

　しかし、イザヤの脳のう裏りには、横一文字に断たたれた刻こく印いんがはっきりと刻きざまれていた。

「まゆきたちは、どう言ってました？」

「すごく心しん配ぱいしてましたよ。会長は仕し事ごとしすぎだから、いっそこのまま休んでいてほしいって」

「でも、あの子たちだけに任まかせてると、いつまで経たっても合がつ宿しゆくスケジュールの調ちよう整せいが終わらないもの」

　玻は璃りが微び笑しようした。

　つかのま、イザヤは夏の海と潮しお騒さいを思った。

　あれだけはしゃぎ、海で遊あそんだ時間は、ほんの半日前のことなのだった。

　数すう秒びよう、沈ちん黙もくが落ちた。

　そんな光こう景けいから意い識しきを引き剝はがし、現実の惨さん事じへと向き合うための心の準じゆん備びに、必ひつ要ような時間だったのかもしれなかった。

　玻璃が、口を開く。

「あの人……壬み生ぶ蒼そう馬まって言うんですって？　イザヤ兄にい様さまの、同どう僚りようだって聞きました」

「すいません。覚えてないんです」

「そうですよね」

　少女は、淡あわく微び笑しようする。

「さっき、医い療りようスタッフの人に言われました。……あの人は、私と同じ、〈獣胎エンブリオ〉かもしれないって」

「…………」

　イザヤは答えられない。

　そんな少年を見やって、シーツの上の小さな手が、きゅっと拳こぶしをつくった。

「イザヤ兄様の同僚でも……断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやほどの人でも……やっぱり最後は〈獣ベステイア〉に喰くわれてしまうんでしょうか」

　と、尋たずねたのだ。

　イザヤが沈黙していると、玻璃は手て元もとに視し線せんを落とした。

「時々、自分が分からなくなることがあります」

　少女が、言う。

「確たしかに記憶はあるのに、なんだか夢ゆめの中で見た記憶のような、不安な心持ちになるんです。壬生蒼馬さんに言われたように、私の中にこそバビロンの大だい淫いん婦ぷがいるんじゃないかって、そんな気持ちになるんです」

　さしもの妖よう女じよの記憶処しよ理りも、完全に玻璃を騙だましきれなかったものか。

　それとも、これこそ壬生蒼馬が〈獣胎エンブリオ〉の刻こく印いんに浴あびせた一ひと太刀たちの効こう果かであったものか。

　ベッドの上から、玻璃は問とう。

「──私は、まだ私でしょうか」

　胸むねを押さえ、真しん摯しに尋ねる。

　心の奥おく底そこから浸しみだしてくる、どうしようもない恐きよう怖ふを振り払はらうかのように、言う。

「私は、ちゃんと朱と鷺き頭とう玻璃なんでしょうか」

　けして曖あい昧まいには答えられぬ問といに、

「もちろんですよ」

　イザヤは、平然と噓うそをついた。

　平然とした顔のままで、噓をついた。




「噓つき」




「────っ!?」

　心しん臓ぞうが、跳はねる。

　くっ、と少女の唇くちびるが歪ゆがんだ。

　こちらの脊せき髄ずいを直じかに撫なで上げるような、蠱こ惑わく的てきな笑えみだった。玻は璃りの笑みでないことだけは明らかだった。

「て、めえ!?」

「あら、勘かん違ちがいしないで？　今回はついさっきまで、向こうだったわよ」

　あだっぽい微び笑しようを浮かべたのは、妖よう女じよの側であったのだ。

　愕がく然ぜんとしたイザヤの前で、妖女はうんと伸のびをした。

「変わったのは、本当にたった今。でも、少しずつは、あたしの時間が増ふえてるのかしらね。いずれはあたしの天下がくるかも」

　媚こびを含ふくんだ目つきで、少年を見やる。

　その魔ま魅みともいえる視し線せんを振り払はらい、イザヤは尋たずねた。

「何が、あったんだ」

「いつのこと？」

「俺と、別れた後のことだ。壬み生ぶ蒼そう馬まとお前の間に、何があった？」

「何も」

　と、妖よう女じよはかぶりを振った。

「ふざけるな」

　イザヤが詰つめ寄る。

　その剣けん幕まくに押し切られたのか、

「だいたいは、見ての通りよ」

　と、妖女は不ふ快かいそうに下か腹ふく部ぶを押さえた。

「壬生蒼馬──って言うんだったっけ、あの刀かたな使つかい。出会い頭がしらに斬きられて、この有あり様さま。──おかげで、すぐ向こうに戻っちゃったのが、あの刀使いには不満だったようだけど」

（……だから、お前じゃない、か？）

　イザヤが、推すい測そくする。

　バビロンの大だい淫いん婦ぷに会うはずが、ただの朱と鷺き頭とう玻は璃りでしかなかったから？

　下腹部を撫なでて、妖女は微び笑しようする。

　実にしどけなく、笑えみ崩くずれる。

「おかしな刀よね。あたしの『力』まで、ほとんど封ふうじられちゃったみたい。すぐ回かい復ふくするとは思うけど、もう少しはこのままかしら。ええ、今のあたしはちょっと見み目めがいいだけの女の子ってこと。どう？　安心した？」

「するか」

　少年が顔を歪ゆがめた。

　どうにも、この相あい手ては苦にが手てだった。

　少し気を抜くとペースを持っていかれる。てっきり、それは正体不明の出しゆつ自じや謎なぞの『力』に起き因いんするものと思っていたが、『力』を封じられたという今に至いたっても、ひどく直ちよく裁さいに少年の胸むねを搔かき乱みだした。

「俺は……」

「それとも──」

　言いかけたイザヤを遮さえぎり、女が続けた。

「それとも、今、あたしを殺す？」

「…………」

「今なら簡かん単たんよ。あなたにだってできる。──この病室には監かん視しカメラもないし、教団には、朱鷺頭玻璃がやっぱり〈獣ベステイア〉に喰くわれたって報ほう告こくすればよいわ。それだけであなたがつく噓はずっと軽くなる。ひょっとしたら、『九く瀬ぜ諫いざ也や』を模も倣ほうする必ひつ要ようだってなくなるかも。……今、この首をちょっと絞しめるだけで」

　白い首を、妖よう女じよは示しめした。

　男ならずとも、舌したなめずりしたくなるような首だった。吸きゆう血けつ鬼きなら、我われを忘れてむしゃぶりつくに違ちがいない。殺さつ人じん鬼きなら、いますぐ喉のどをかっ切るための剃かみ刀そりを取り出すだろう。

「っ……！」

　現げんに、イザヤは唾つばを飲のみ込んだ。

　たとえ『力』を失っても、この女の声には逆さからいがたい魔ま魅みがあった。正常な判断をすべて打ち消し、熱い泥でい濘ねいに誘さそい込む、妖よう艶えんの響ひびきだった。

「さあ」

　と、呼びかけた声こわ音ねの甘あまさ。

　かつて、預よ言げん者しやヨハネの首を求めた王女、サロメの言こと葉ばもこうだったろうか。

　いいや、差し出しているのが自みずからの首であることを考えれば、これはなお背はい徳とく的てきで、相あい手ての魂たましいまで紅あかく熱くとろかす毒どくではないか。

　ああ、イザヤの手は動いた。

　ひどくゆっくりと、五本の指が開く。

　まるで不ふ可か視しの糸にひっぱられるように、ぎこちなく白い首へと誘われた。

　恍こう惚こつと目を閉じた少女の首もとで、それらの指に力が込められ──寸すん前ぜんで、翻ひるがえったのだ。




「……しねえよ」




　耳を塞ふさぎ、きつく瞼まぶたを閉じて、イザヤは口にした。

　奥おく歯ばを嚙かみしめすぎて、唇くちびるの端はしから血がこぼれていた。

「共きよう犯はん者しやだって言ったのは、お前だろうが」

「そうね」

　くすくすと微び笑しようして、女が指を伸ばした。

　イザヤの顎あごもとに伝つたう血をすくい取り、舌で舐なめあげた。

「美お味いしい」

　いっそ恐おそろしいほどに、妖艶な笑え顔がおだった。

　無む言ごんで、少年は踵きびすを返す。

　さきほどの誘ゆう惑わくが再ふたたび心を捕とらえる前に、距きよ離りを取りたかった。

　病室を出ようとしたイザヤの背中に、声が砕くだけた。

「──あれは、特別よ」

　と、妖女が言ったのだ。

「特別？」

「私と同じ。ただの〈獣ベステイア〉でも、ただの〈獣胎エンブリオ〉でもないわ。でなかったら、私の『力』が封ふうじられるなんてありえない。──いくらそれが、聖せいロギノスの刃やいばでも」

「…………」

　妖よう女じよの言う意味は分かった。

　あの男の異い常じよう性せいは、度どを超こえている。

　多くの修しゆ羅ら場ばを踏ふんだラーフラにも、ともに聖せい戦せんを戦たたかったカルロにも、この妖女にさえ理解しがたい何かを、その手と刃に秘ひめている。

　あるいはそれも、謎なぞの言こと葉ばに連なるものか。

　バビロンの大だい淫いん婦ぷ。

（……ふん）

　と、イザヤは唇くちびるを歪ゆがめた。

　それでもいい。

　いまさら、ひとつやふたつ謎が増えたところで、どうするものか。

　イザヤが怖おそれたのは、もっと単たん純じゆんなことだ。

　もっと簡かん潔けつなことだ。

　もっと現実のことだ。

　そう。

　あの男だけは、イザヤの噓うそを──

（……はじめて、俺の仮か面めんを……）

　ぐ、と拳こぶしを握にぎりしめる。

　あまりの強さに血ちがひいて、肌はだが白くなるほどに強く握りしめ、

「──ああ、俺にも言うことがあった」

　くるりと振り返った。

　そして精せい一いつ杯ぱいの意い地じを張った、悪いた戯ずらっぽい顔で口にしたのだ。

「お前、悔くやしかったんだろ。あれだけ偉えらそうにしてたくせに、こっぴどく負けるわ、『力』まで奪うばわれるわで」

「な──」

　妖女の眉まゆがあがった。

　花か弁べんのごとき唇から、何らかの言葉が発せられる前に、

「いくら恥はずかしくて死んでしまいたいからって、自じ殺さつに他人を巻まき込んでんじゃねえよ」

　矢や継つぎ早ばやに告つげ、イザヤが扉とびらを閉じる。

　力強く、ばたんと音が鳴った。

　だから。

　少年は見なかったに違ちがいない。

　意い趣しゆ返がえしにもならない──子供が言い残す稚ち拙せつな悪口のようなものだったし、そんな言こと葉ばが効こう果かをあげるなんて、もとよりイザヤも期き待たいしていない。

　しかし。

　イザヤの去さった後、しばらく妖よう女じよは動かなかった。

「…………っ」

　シーツを摑つかんだまま、かあっと、妖女の耳は先まで赤くなっていたのだった。
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　夢ゆめ見るのは、いつも砂さ漠ばくの向こうに落ちていく夕ゆう陽ひだ。

　生まれ故こ郷きようでは見られぬ、驚おどろくほど大きな太陽。

　何もかもが真まっ赤かに染そまり、ただ一色に塗ぬりつぶされていく時間。壬み生ぶ蒼そう馬まもそこに立ちつくし、長ちよう大だいな斬ざん馬ば刀とうを大地へ突つき立てていた。

　足あし元もとに、怪かい物ぶつの死し骸がいはない。

　彼の殺した〈獣ベステイア〉は、すべて塩しおの塊かたまりとなって世せ界かいに吹き散ちっている。倒たおれているのは、戦たたかいで散った同どう僚りようばかりだ。曲まがりくねった坂道に伏ふして、死者たちの顔にあるのは誇ほこらしい微び笑しようだった。

　道の名を、悲しみの道という。

　聖せい霊れい教きようの救きゆう世せい主しゆが、自みずからを磔はりつけにするための十じゆう字じ架かを背せ負おい、辿たどったとされる道。

　自分たちも信しん仰こうの礎いしずえとなれたのだと、死者はそう信じているのだろうか。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　蒼馬に、まっとうな信仰心などない。

　洗せん礼れいは受けた。堅けん信しんの秘ひ蹟せきも叙じよ階かいの秘蹟も受けた。断罪衣イスカリオテの発動も、奇き蹟せきの模も倣ほうも、難なんなく成功させた。

　ただ、それだけだ。

　どれほど道を進んでも、神かみの実感など得えられなかった。

　神に近づくための道は、彼にとっては、神を喪そう失しつする道でしかなかった。

　──なのに。

　たったひとり、例外はいた。

　紅べに色いろに染まった世界で、なおその少年の姿すがただけは特別な光を湛たたえていた。

　倒れた死者たちに哀あい悼とうを、汚けがれた土地に慈いつくしみを、崩ほう壊かいした〈獣ベステイア〉にさえ悲ひ嘆たんの眼まな差ざしを送っていた。

　それぞれの断罪衣イスカリオテを纏まとい、奇蹟を模倣する紛まがい物の集団の中で、あの少年だけは本当の聖せい人じんだった。

　だから。

　壬み生ぶ蒼そう馬まは、一度尋たずねてみたかった。

　神はいるのか？

　お前なら、知っているのか？

　このろくでもない世せ界かいを、神なんて糞くそったれは本当に愛あいしているのか？

「諫いざ也や……っ！」

　蒼馬が、目を開いた。

　暗い空間だった。

　地下である。

　どうやら、もとは駐ちゆう車しや場じようらしい。

　広大な空間は安っぽいコンクリートに固められ、天てん井じようにはスチールパイプや換かん気き口こうらしきものも見える。もっとも空気に淀よどむ塵ちりの多さからすれば、まっとうな換気などできてないのは明らかだった。

　旧きゆう区く画かく。

　この三年ばかりで発達した御みさ陵さぎ市しの、例外部分だった。いかに朱と鷺き頭とうグループと教団の合こう力りよくがあったとはいえ、たかが三年で都と市しのすべてを造り替えるには至いたらず、各所にこうした場所が残っている。

　蒼馬は、そんな旧区画に目をつけて、身みを潜ひそめていたのだった。

　バチバチと、いまだつながっているらしい電気のラインが、ソケットのあたりでむなしく火花を散ちらしていた。

「……あん？」

　蒼馬が、周しゆう囲いへ目をやった。

　打ちっ放しのコンクリートに、不ふ可か視しの何かが凝こごっていたのだ。

　ぺちゃ、ぺちゃ、と這はいずってくるようにも思えた。

　声も、聞こえた。

　蒼馬にしか聞こえぬ声が。




　──神かみ様さまが来た。

　──神様が来たよ。




　と、それは訴うつたえていた。

「……〈獣ベステイア〉の、なりそこないか」

　ぼんやりと、呟つぶやく。

　なんとなく、ため息いきをついた。

　蒼そう馬まの頭によぎったのは、聖せい典てんの一いつ節せつだった。

　四十日間断だん食じきとともに荒あれ野のを彷徨さまよった救きゆう世せい主しゆが、悪あく魔まに誘ゆう惑わくを受けたという伝でん説せつ。

「だけど、俺は神かみ様さまじゃねえよ」

　苦く笑しようする。

　手首をこねた。

　次の瞬しゆん間かん、どこに所しよ持じしていたものか、蒼馬の手には大おお太だ刀ちが握にぎられており、漆しつ黒こくの軌き跡せきが薄うす闇やみへと流れたのである。

　ざざざ、と潮しおの退ひくように霊れいたちは退いた。

　不ふ可か視しの霊さえも、蒼馬の刃やいばは断たち切るのか。

「だから、それ以上は近づくな」

　と、蒼馬は恫どう喝かつした。

　まるで切っ先の描えがいた半はん周しゆうが、絶対の結けつ界かいであるかのごとく、霊たちも踏ふみとどまった。

　ぎりぎりの範はん囲いで、ガラスに爪つめをたてるようにして、群むれ集つどう。

　霊たちが、囁ささやく。




　──いつだって、私たちは、本当に自分がやりたいことなんて分からない。




　霊たちが、歌う。




　──いつだって、私たちは、自分がやってることが正しいかなんて分からない。




「ああ、分からないとも」

　蒼馬が言う。

　自じ嘲ちように似にた鋭するどい笑えみが、唇くちびるに浮いていた。




　──だけど、神様が来てくれた。




「これが、神様かよ」

　握っていた柄を離し、蒼馬は右手を振った。

　この場にイザヤがいたら、目を剝むいただろう。

　そこには、痣あざともひきつれともつかない、奇き怪かいな刻こく印いんが浮かび上がっていたのだ。

　玻は璃りの腹ふく部ぶに生しようじているモノと、極きわめて酷こく似じした紋もん様ようだった。

「…………」

　蒼そう馬まは、ひどく複ふく雑ざつな顔をしていた。

「どう思う？」

　と、呟つぶやいた。

「お前だったら、こんなものが神かみ様さまだって思うか？」

　蒼馬の瞼まぶたに映うつっていたのは、ふたつの少年の姿すがただった。

　二年前の、砂さ漠ばくと。

　先の海かい岸がんでの、少年の姿。

　そして、思考する。

　本当に、あれは『九く瀬ぜ諫いざ也や』か？

　世せ界かいでたったひとり、壬み生ぶ蒼馬が神を見た少年か？

（…………）

　沈ちん黙もく。

　右手の内側で蠢うごめく痣あざを見つめ、蒼馬は少ししてから振り返った。

「あんたか」

　駐ちゆう車しや場じようの一いち隅ぐう。

　そこには、誰だれもいなかった。

　ただ、ひらりと、蒼あおく光る蝶ちようが舞まった。季き節せつはずれの鮮あざやかな翅はねは闇やみに煌きらめき、ほんの一いつ瞬しゆんで再ふたたび闇へと同どう化かしていった。

　それだけだったのに、蒼馬は深くうなずいた。

「ああ、分かってる。俺の中のヤツも、ずうっと叫さけんでる。〈獣ベステイア〉という〈獣ベステイア〉の、こいつは抗あらがいがたい本ほん能のうなんだろうよ」

　野や性せい味みのある研とぎ澄すまされた瞳ひとみが、危険な光を帯おびる。

　カルロが口にした──裏うら切ぎり者という名に、ふさわしい光を。




「バビロンの大だい淫いん婦ぷを……俺が、この手で目覚めさせればいいんだろう？」
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　玻は璃りは、自然と目を覚ました。




　夢ゆめを見ていた気がした。

　砂すなの臭におい。乾かわいた風の肌はだ触ざわり。

　最近よく見る、砂漠の夢だ。

　聖せい戦せん時じ代だいの思い出。まだ自分が何も知らなかった頃ころのこと。

　地平線に燃え落ちていくような夕ゆう陽ひと、悲しみの道に伏ふしていた多くの人々。

　そして。

　そして……九く瀬ぜ諫いざ也や。

　何もかもが燃えていく光こう景けいの中で、あらゆる苦しみや悲しみに涙なみだしながら、それでも玻は璃りに向かって微び笑しようしてくれた少年。

　夢ゆめの名な残ごりを、少女は嚙かみしめた。

　ベッドから上じよう半はん身しんを持ち上げ、病室の窓まど際ぎわに視し線せんをやる。

　そこに、花がおいてあった。

　聖せい霊れい教きようで尊とうとばれる百ゆ合りを基き調ちようとして、薔ば薇らやかすみ草がバランスよく配はいされた花はな束たばの香かおりに、玻璃はつかのま頰ほおをゆるませた。

「イザヤ、兄にい様さま……？」

　ぼんやりと、思い出す。

　病室を訪たずねてくれたのは覚えているのだが、それ以降の記き憶おくが曖あい昧まいだった。

　自分を、心しん配ぱいしてくれたのだろうか。

（…………）

　胸むねがいっぱいになるのを感じながら、少女はすっと振り返った。

　病室の、扉とびらの方へ。

　その近くに置かれた丸まる椅い子すに、別の人ひと影かげが座すわっていたからだ。

「目が覚めましたか」

「ラーフラさん」

　黒ずくめの少年修しゆう道どう士しに、玻璃が目を見張った。

「ひょっとして……起きるのを待まっていてくれたんですか」

「おやすみのようでしたから」

　簡かん潔けつに、ラーフラが答える。

　驚おどろくほど黒い瞳ひとみからは、一いつ切さいの感情がうかがえない。

「じゃあ……この花も？」

「申もうし訳わけありません。玻璃さまの好このみを聞いてなかったので、こちらの判断で選ばせていただきました。お気に召めさなかったですか？」

「あ……いえ、凄すごく綺き麗れいです。ありがとうございます」

　少し気落ちしながらも、玻璃は少年修道士と可か憐れんな花を交こう互ごに見やった。

（……どうして、かしら）

　思う。

　この冷ややかな少年修道士に、花なんて似につかわしくない。そう考える自分がいる一方で、不ふ思し議ぎと馴な染じんでいるような気もした。

　時々、この少年修しゆう道どう士しは、ひどく人間的だ。

　それはとても分かりにくく、一いつ瞬しゆん現あらわれては幻まぼろしのように消えてしまう。

　だけど、確たしかに存そん在ざいする心。

　なんとはなしに堅かたくなって、少女が居い住ずまいを正していると、ラーフラが口を開いた。

「今回の、〈獣ベステイア〉の位い置ちは分かりますか？」

「あ……ごめんなさい。なんとなく、この都と市しにいることは分かるんですけれど」

「細かいところは、〈獣ベステイア〉が『力』を昂たかぶらせたときにしか分からない……ということでしたか」

　続けたラーフラの問といに、

「……はい」

　どくん、と胸むねが鳴るのを少女は感じた。

　少女もまた、噓うそをついているひとりだったからだ。

〈獣ベステイア〉の位置を知るための条じよう件けんではなく、自分の身体からだのことである。

　自分が──朱と鷺き頭とう玻は璃りが〈獣胎エンブリオ〉であることは、イザヤとカルロ、そして直ちよく属ぞくのスタッフしか知らない。もしも外部の教団に知られれば、おそらくは貴き重ちようなサンプルとして提てい供きようされる運うん命めいだった。

「なるほど」

　と、ラーフラは腕うでを組んだ。

　その目が、少女を貫つらぬくように細められる。

　次の質しつ問もんを考えている風ふうだった。玻璃を──この都市を追いつめるための一いつ手てを練ねり込んでいるようにも見えた。

　だから、

「あの……」

　と、少女が口にしたのは半なかば苦くるし紛まぎれでもあった。

「私からも、ラーフラさんのことを訊きいていいですか？」

「は？　私のことを？」

　その返しは想そう定ていしてなかったのか、少年修道士が目を丸まるくした。

「はい。……生まれた国のこととか。どうして断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやになったのかとか」

　考えてもなかったのに、質問はすらすらと口から出てきて、玻璃自じ身しんが驚おどろいた。

　すると、ラーフラは整ととのった顔をしかめた。

「……聞いて面おも白しろいことなんかありません」

「どうして？」

「理由なんて──つまらないからです」

「人が何かになるのは、どんな理由でも凄すごいことだって思います。嬉うれしい理由でも、悲しい理由でも、大きな理由でも、小さな理由でも」

　玻は璃りが言う。

　それは、けして無む視しできない真しん摯しな響ひびきを伴ともなって、病室を流れた。

「…………」

　少し黙だまって、ラーフラはかぶりを振った。

「……前にも思いましたけれど、あなたは困こまった人ですね」

「そ、そうでしょうか」

　思いがけない感想だったもので、玻璃がぱちぱちと瞬まばたきする。

「ええ。一度言い出すと聞かない。実は生徒会の人──この前会ったまゆきさんとか、静しず佳かさんとか言った人たちも、上じよう司しの融ゆう通ずうがきかなくて、困ってるんじゃないですか？」

「ま、まゆきに困らされてるのは私の方です！」

　思わず声をあげた玻璃に、

「ほら」

　と、ラーフラは指し摘てきした。

　今度の指摘は、淡あわい苦く笑しようが混まじっていた。

「ぅ……」

　と口ごもった玻璃も、それ以上の抗こう弁べんはしなかった。

　ふたりとも、少しの間、口を開かなかった。

　ベッドと丸まる椅い子すとの間の空気は、ほんのわずかながら穏おだやかな成分を含ふくんだようだった。

　ラーフラから、立ち上がった。

「帰るんですか？」

「ええ、申もうし訳わけありませんが、これで失礼します。もう少し質しつ問もんするつもりでしたけれど、どうもこちらの方が余よ計けいなことを喋しやべらされてしまいそうですから」

　胸むな元もとのネックレスに触ふれ、褐かつ色しよくの肌はだの少年はつとめて表情を消した。

「また、今度」

　そう言い残して、ラーフラは病室を出たのであった。







　数分ほどして、

「……はあ」

　と、玻璃の唇くちびるから、安あん堵どの吐と息いきがこぼれた。

　秘ひ密みつを守りきれた……という安堵だった。

　少年修しゆう道どう士しとの会話は、少女の身みにきつい緊きん張ちようを強いていたのだ。肩を落とし、瞼まぶたを閉じると、玻璃はすんと鼻を鳴らした。

　一いち迅じん、柔やわらかな香かおりがかすめた。

　窓まど際ぎわの、花はな束たばであった。

「……変な人」

　シーツを抱だきしめ、ぽつりと呟つぶやく。

　味み方かたのようで敵てき。

　敵のようで味方。

　あの少年修しゆう道どう士しを、イザヤはどういう風ふうに思っているのだろう。

　考えてみれば、玻は璃りはイザヤにも自分の秘ひ密みつを打ち明けてしまっている。あの少年が玻璃の秘密を守っている以上、これが暴ばく露ろされれば同どう罪ざいでもあった。

　そんな状じよう況きようを申もうし訳わけなく思うと同時に、禁きん断だんの実みをほんのちょっぴり舐なめたかのような甘あまい心ここ地ちにも、少女はとらわれるのだった。

（イザヤ、兄にい様さまは……どう思ってらっしゃるんでしょう）

　想おもいは、千ち々ぢに乱みだれた。

　二年前の聖せい戦せんと、今の自分と、今の九く瀬ぜイザヤ。

　あらゆる関係は変化してしまっている。時間という波なみに押し流されて、もはや最初のカタチも分からないほどにもつれてしまっている。

　きっと、それはあの壬み生ぶ蒼そう馬まも同じことで──。

　不意に、窓まどのカーテンが風に揺ゆれる。

「────！」

　玻璃は、息いきを止めた。




　強化ガラスの向こう側に映うつった景け色しきに──朱と鷺き頭とう玻璃は、大きく目を見開いた。
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　夜が更ふけると、海かい岸がんは急に冷え込んだ。

　昼の暑さは遠い。

　一ひと頃ころ、御みさ陵さぎ市し全ぜん域いきを覆おおっていた異い常じような蒸むし暑さも、いつのまにやら過すぎ去さっており、海岸に残っているのは静しずかな潮しお騒さいばかりであった。

　風が強い。

　流れる雲くもの間から、満まん月げつを少し過ぎた月が覗のぞいている。

　そんな海岸を、銀ぎん髪ぱつの人ひと影かげが歩いていた。

　非ひ人間的なほど滑なめらかな白い肌はだが、夜に溶とけ込んだ聖職衣カソツクから浮き立って見える。規き則そく正しい潮騒の響ひびく中、シスターは音もなく無む尽じんの砂すなを踏ふんでいた。

　ノウェムである。

　教団でメンテナンスを受けた後、ツインタワービルの倒とう壊かい跡あとを確かく認にんした帰りだった。

　幸さいわい、カルロも言っていたように被ひ害がいは極きよく小しようですんでいた。倒壊に巻まき込まれたいくつかの建たて物ものも、すでにモジュール構こう造ぞうによる再さい建けんがはかられているし、ネットを含ふくめたおおよその情じよう報ほう操そう作さも終しゆう了りようしている。

　やや離はなれたこの一いつ帯たいでは、もとから避ひ難なん命めい令れいさえ出ていない。

「…………」

　人形は、少しの間立ち止まって、美うつくしい眉み間けんを寄せた。

　海かい岸がんの闘とう争そう現場も見ていたのだが、やはり壬み生ぶ蒼そう馬まの足取りはつかめなかったのだ。

　この御陵市に張はり巡めぐらされた監かん視し網もうを考えれば、途と轍てつもなく卓たく抜えつした潜せん伏ぷく工こう作さくと言えた。それも聖せい戦せん時じ代だいに教団を知り尽つくした、一いつ級きゆうの戦士ゆえの能力だろうか。

（……壬生、蒼馬）

　その力のほどは、身みにしみていた。

　ノウェムが戦たたかったのはほんの数分のことだったが、〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉のみならず、断罪衣イスカリオテによる模も倣ほう奇き蹟せきさえいなされた。ラーフラの援えん護ごが入らなければ、間ま違ちがいなくこの身は両りよう断だんされていたことだろう。

　はたして、あのままラーフラとふたりで戦ったところで勝てたかどうか……。

　……いいや。

　それ以前に。

　あの一いつ瞬しゆん、イザヤが割わり込んだことで、斬ざん撃げきがわずかでも鈍にぶらなければ……

「…………っ！」

　想そう像ぞうして、ノウェムはぶるりと身を震ふるわせた。

　自分ではない。

　割り込んだイザヤが、背中から断たち切られる姿すがたを想像したのである。想像とはいえ、人形に埋うめ込まれた電でん子しチップは少年の無む残ざんな姿を克こく明めいに描びよう写しやし、ノウェムの動どう悸きを通常の数すう倍ばいにも早めた。

（……だいたい、いつも勝かつ手てなのがイザヤ様です）

　思って、ノウェムは頰ほおをむくれさせる。

　教団から、ひとりで出てきたのも、頭を冷やすためである。

　怒おこるべきじゃないことは分かってる。

　イザヤは、自分のことを案あんじてくれたのだ。優ゆう先せん順じゆん位いの高い主人が人形を護まもるなどあべこべにもほどがあるが、それを怒っても前の事じ件けんの繰くり返しだろう。この場合、そんな事じ態たいを招まねいた自分の行動やスペックを恥はじるべきであって、主しゆ人じんの判はん断だんをとがめるべきではない。

　だけど、やっぱり……

（……私は、どうやったら）

　思う。

　試し算さんする。

　守り抜くための方法。

　壬み生ぶ蒼そう馬まの使った技術、武ぶ術じゆつの理り合あい、身しん長ちようや体重、筋きん肉にくの配分、断罪衣イスカリオテの聖せい人じん特とく性せい、模も倣ほう奇き蹟せき、聖せい霊れい出力、霊れい的てき加か護ご……あらゆる方向からパラメータ化し、シミュレーションし、膨ぼう大だいな数の演えん算ざんを繰くり返す。

　自分に与えられた能力で、あの刀かたな使づかいから少年を護まもるための手段をたぐりよせる。

　たとえ万まんでも、億おくでも、演算と思考の届とどく限り……

　そんなとき、

「ノウェムさん！」

　と、声がしたのだ。

　元気よく駆かけ寄ってきた少女は、生徒会のメンバーだった。

　くりくりした目と、そばかすを見み間ま違ちがえようはずもない。

　会長補ほ佐さ、架か城じようまゆき。

「良かった！　あれから連絡なかったから、ツインタワービルの事じ故こでなんかあったんじゃないかと思っちゃいました！」

　手を叩たたいて、まゆきが喜よろこぶ。

　きっと、この娘むすめはどれほど年をとっても、こんな風ふうに素す直なおな喜き怒ど哀あい楽らくをあらわすのだろう。

「でも、どうしてノウェムさんだけ？」

「……いえ、その」

　ノウェムは押おし黙だまった。

　その表情を見やって、まゆきはくりくりした目を瞬まばたきさせる。

「あ……ひょっとして、玻は璃りさんの看かん病びようとかでイザヤ神しん父ぷが戻ってこれないから、代わりにあたしたちを見張りに来てたとか？」

「……おおよそ、そんなところだと主しゆ張ちようします」

　話を合わせて、ノウェムがうなずいた。

　実のところ、噓うそは苦にが手てだった。

　このあたりは、あの少年の方がずっと優すぐれていると思う。自分がイザヤの立場だったら、一日も秘ひ密みつを守れている気がしない。

「えっへへへ。会長がいないと、なかなかスケジュール調ちよう整せいが終わらなくて。今はちょっと外の空気を吸すいに出てました」

　てへっ、とまゆきが舌したを出す。

「そうだ！　だったら、会長のこと知ってます!?　熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれたって聞いたんですけれども！」

「あ……ええ、そんな風ふうに聞きました」

　教団外ではそういうことになったと、ノウェムも知らされていた。

　面めん会かい謝しや絶ぜつもどうやら解とけたらしいが、まだ訪たずねてはいない。

　そのことを伝つたえると、まゆきはぱっと顔を輝かがやかせた。

「そっかあ！　大だい丈じよう夫ぶなんだ！　良かったあーっ！」

　と、思い切り頰ほおをゆるませ、夜空を見上げる。

「まゆきさんは、あの人が好すきなんですね」

「はい！」

　ぶんぶんと首を上下させ、両手を組み合わせる。

「前から素す敵てきだったけど、イザヤ神しん父ぷが来てから、もっと素敵になったんですよ！」

「イザヤ様が来てから？」

「だって、イザヤ神父がいると、あの会長が狼狽うろたえたり、真まっ赤かになったりしちゃうんです。幼おさななじみだからって、あんなに無む防ぼう備びに笑え顔がおとか見せちゃうし！　ううう、思い出しただけで身み震ぶるいしちゃいます！」

「……幼なじみ」

　その言こと葉ばは、妙みようにノウェムの琴きん線せんに触ふれた。

　この都と市しへ来る以前から、玻は璃りと『九く瀬ぜ諫いざ也や』が知り合いだったことは知っている。しかし、その関係を幼なじみと表現したことは、なぜだかノウェムの回路に予期しないノイズを与えたのだ。

　それは、人形であるノウェムには持ち得ない関係なのだと突つきつけられたようで。

（何を……考えてるのが私でしょう）

　自分の葛かつ藤とうを判はんじかねて、ノウェムは聖職衣カソツクの前で自分の手をこすりあわせる。人形の四し肢し──機械でできた手のひらは汗あせなど搔かかないのだが、そのことも今の人形には妙みように寒さむ々ざむしく思えた。

　しかし、今回の激げき動どうは、その程てい度どではすまなかったのだ。

　まゆきが、顔をあげる。

「あの、ふたりだけって初めてだから、訊きいてみたいんですけど、ノウェムさんは……」

　言いかけて、ごにょごにょと口ごもった。

　ノウェムの鼓こ膜まくですらとらえられないほどの、小さな声だった。

「何か？」

　と、訊き返す。

　多た分ぶん、それが最大の過あやまちだった。

　きっ、とシスターを見上げ、御みさ陵さぎ学院中等部生徒会・会長補ほ佐さは、こう尋たずねたのである。




「──ノウェムさんは、イザヤ神しん父ぷのことが好すきなんですか!?」




「……は」

　ぴたり、と。

　ノウェムが停止フリーズした。

　全ぜん機き能のうが津つ波なみに巻まき込まれたように遮断シヤツトダウンし、感かん覚かく器き官かんが次々と閉へい鎖さした。思し考こうチップのＣＰＵは残らず熱暴走オーバーヒートし、同時並行で立ち上げていた思考タスクが片かた端はしからエラーの嵐あらしに巻き込まれる。

　無む論ろん……錯さつ覚かくだ。

　ノウェムの機能は、それほど柔やわに出で来きてない。

　だけど、そんな錯覚に真しん実じつ味みを与えるほど、ノウェムの衝しよう撃げきは鮮せん明めいで、鮮せん烈れつで、圧あつ倒とう的てきだったのだ。

　これに比くらべれば、〈獣ベステイア〉の攻こう撃げきさえも、遙はるかにたやすいと断だん言げんできるほどだった。

「え、え、と……すいま、せん。今の、言こと葉ばを、把は握あく、できないの、が、私です」

　返す言葉までもが、暴ぼう走そう寸すん前ぜんでつっかえつっかえ。

　時速百キロの高速戦せん闘とうでさえ完かん璧ぺきな姿し勢せい制せい御ぎよを誇ほこるバランサーも、今回ばかりは機能を停止して、ノウェムをぐらぐらとふらつかせた。

「あ、あの、だって、いつもお弁べん当とうとかつくってきてるし。いっつもイザヤ神しん父ぷの方を見てますし。なんだかイザヤ神父もまんざらじゃない感じですし」

「あ……え……そのまんざらとか……その」

　ぼおうっ、と、まるで電でん子しレンジが爆ばく発はつするみたいに、人形の顔の表面が爆発的に温度をあげた。

「食事……は、は、は、イザヤ様が、え、栄えい養よう管かん理りも、わ、私は、仕し事ごと、ですから。イザヤ、様、は……そ、そそそ、好す……みたいな感情で、くくる、相あい手てで、は、ないと、考える、のが、私、でででで、でです」

　瞳ひとみを彷徨さまよわせながら精せい一いつ杯ぱいに答えるが、ろれつどころか、てにをはさえも怪あやしい。

　設せつ計けい者しやが見たら、あまりの惨さん状じように顔を覆おおうだろう。

　だが、そんな逡しゆん巡じゆんは許ゆるされなかった。

　ずい、とまゆきが踏ふみ込んだのである。

「じゃあ、なんなんですか？」

「な、なに、って……言われ、まして、も……」

　ぱくぱくと口を開く。

　視し界かいのほとんどを、迫せまったまゆきの顔が覆っている。
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　淡あわいそばかすに似に合あったファンシーな眼鏡めがねの奥おくから、大きな瞳ひとみが人形を見つめている。どんな些さ細さいな挙きよ動どうも見落とすまいとする、鋭するどく力強い視し線せんだった。

「さあ、さあ、さあさあさあさあ！」

　あたかも歌か舞ぶ伎きの大おお見み得えのごとく、ぐいぐいと力ずくの問といかけ。

　そんな迫はく力りよくに逆さからう術すべは、ノウェムにはなく……。

　だから。

　ある意味では、救すくいだったかもしれない。

　そのとき、ノウェムの緊きん急きゆう用よう回かい線せんへ、ある通信が入ったのである。

「────っ！」

　人形が、びくりと硬こう直ちよくする。

　異い変へんに気づいたのか、まゆきも一いつ瞬しゆんたじろぎ、その隙すきをつくようにしてノウェムは早はや口くちで畳たたみかけた。

「──すいません！　たった今用事が入りました！　大変遺い憾かんなのですがこのまま急行させていただくのが私です！」

　コンマの領りよう域いきで、踵きびすを返す。

　正体を疑うたがわれても仕し方かたないほどの、猛もう烈れつな速度。

　しかし、通信の内容からすれば、それもやむないと言えた。

　まゆきの知ち覚かく範はん囲いから逃れたところで、ノウェムは大きく地ちを蹴けった。

　美うつくしい銀ぎん髪ぱつの影かげは、湾わん岸がん地ち帯たいの建けん築ちく物ぶつの間を跳ちよう躍やくする飛ひ鳥ちようとなって、第一区の中ちゆう央おうビルへと向かったのであった。
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　──少し、時間はさかのぼる。




　朱と鷺き頭とう玻は璃りは、病室の窓まどにその男の影かげを見つけ、息いきを飲んだ。

　少女の入っている医い療りようフロアは、中ちゆう央おうビルでも最上階にほど近い。地上百二十メートルの高こう層そうである。窓の外を流れる風も今は一ひと際きわ強いようで、実際その男の黒い髪かみはばさばさと猛もう烈れつに煽あおられているのだった。

　逆さかしまに。

　そう、男はポケットに手をいれたまま、逆しまに少女を見つめているのだった。

「壬み生ぶ、蒼そう馬ま──！」

　強こわ張ばった少女の顔に。

　ふわり、と男は唇くちびるを動かした。

　見ぃつけた。

　と、彫ほりの深い顔を歪ゆがめて、笑ったようにも見えた。

　それも、一いつ瞬しゆん。

　漆しつ黒こくの断罪衣イスカリオテに身みを包つつんだ男と機械音声が、低く囁ささやくまで。





「我われは模も倣ほうする──」






　逆しまの身体からだが、ガラスに踏ふみ出した爪つま先さきを中心に反転する。

　そのまま、ビルから跳ちよう躍やくした。

　今度こそ重力が男の身体を捕とらえ、通常の自由落下フリーフオールへと誘さそい──墜つい落らくする男の腕うでは、居い合あいざまに上段から漆黒の流りゆう星せいを迸ほとばしらせた。





「──聖せいロギノスの長き刃やいばを」






　それは、模倣奇き蹟せきを呼び出す言こと霊だま。

　虚こ空くうを断たち切る斬ざん撃げきは、ありえぬ巨きよ大だいな剣けん圧あつを生じさせた。

　本来の刃の長さたる二メートル弱じやくを無限倍に増大させて、ビルの上空より降り落ちる、夜よりも遙はるかに暗い漆黒の奔ほん流りゆうとせしめたのだ。

「……あ……っ！」

　ツインタワービルを、玻璃は思った。

　湾わん岸がん地ち帯たいに冠かんたるビルディングを断たち切った刃やいばが、この中ちゆう央おうビルを断てぬ道どう理りはない。

　その有あり様さまは、まさしく天より振り下ろされる巨きよ人じんの剣けんか。

　あるいは、審しん判ぱんを告つげるダモクレスの剣か。

　欠けた満まん月げつさえ斬きり捨てんばかりに伸のびた漆しつ黒こくの巨きよ刃じんが、一いつ切さいの遅ち滞たいなく、一切の容よう赦しやなく、一切の油ゆ断だんなく、あまりにも優ゆう美びな弧こを描えがいた。理想的すぎる軌き跡せきを流れた太た刀ちは、逆ぎやくに緩かん慢まんにも見えて、死にゆく者にわずかな悔かい恨こんの時間を与えるようでもあった。

　玻は璃りのいる医い療りようフロアごと、その巨刃が、教団の表の本部たる中央ビルを鮮あざやかに両りよう断だんしようとして──。




　──次の刹せつ那な

　　　不ふ可か視しの壁かべと、激げき突とつした。




「────ッ?!」

　蒼そう馬まの顔が歪ゆがむ。

　突とつ如じよ生じた激突は、エネルギーの嵐あらしを巻まき起こした。

　断ち切らんとする絶大な『力』が、匹ひつ敵てきするだけの斥せき力りよくと衝しよう突とつしてねじくれ、蛇へびを思わせて蠕ぜん動どう。

　激はげしく、巨刃はぶれた。

　互たがいの中間で支えきれなかった圧あつが、余よ波はとなって四し方ほう八はつ方ぽうへと散ちる。

　その余波だけで、教団のビルはあちこちに亀き裂れつをつくっていった。準じゆん五ご階かい位いの〈獣ベステイア〉の攻こう撃げきにも耐たえられるよう、入にゆう念ねんに建けん材ざいを選せん択たくされ、設計されたビルだった。たかが人間ごときの智ち慧えは、所しよ詮せん天と地の上位者には及およばぬと嘲あざ笑わらうように、亀裂はいくつもいくつも増えていった。

　それでも。

　跳はね返された剣けん圧あつは、その大たい半はんをビルではなく天空へと逃がしたのだ。

　そして、機械音声が告つげる。





「──断罪衣イスカリオテ起き動どう。我われは模も倣ほうせり。我は模倣せり。我は模倣せり。我は五千八百二十三回、神の奇き蹟せきが舞まい降りた状じよう況きようを模倣せり」




「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮か想そう数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮想現実・聖せいクリストフォルスの第三種奇蹟を起動。──すなわち五千八百二十三回の試行を終しゆう了りようせり」






　壁面へ着地した蒼そう馬まが、空を仰あおいだ。

　ビルの屋上だった。

　そして、機械音声とともに、新あらたな断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやもまた告つげた。





「我われは模も倣ほうせり。──聖せいクリストフォルスの盾たてを」






「……二年ぶりだな、カルロ」

　蒼馬が、ちっと舌したを鳴らした。

　高度百三十四メートル。

　中ちゆう央おうビル屋上の縁ふちを踏ふんでいたのは、ほかならぬカルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こうであったのだ。

　今は、その五ご体たいをいかめしい断罪衣イスカリオテが覆おおっていた。

　ノウェムや、ラーフラのそれとは大きく違ちがう。

　機甲服パワードスーツ。

　そんな古めかしい名前が似に合あう、無ぶ骨こつで傷きずだらけの鎧よろいであった。

　肩から胸きよう部ぶ、腰よう部ぶ、脚きやく部ぶにかけて、分ぶ厚あつい装そう甲こうと極ごく太ぶとのケーブルが、くまなく着用者の身みを包つつんでいる。無骨ではあってもその堅けん固こさは無む比ひ。とりわけ肘ひじから拳こぶしには瘤こぶのごとく装甲と聖せい霊れい機関が盛もり上がって一体化し、一種ロボットじみた異い形ぎようの手甲ガントレツトを構築していた。

　夏の夜にふさわしからざる──あるいはこれ以上なくふさわしい、戦せん士しの姿すがた。

　金きん髪ぱつを風になびかせ、眼がん帯たいの神しん父ぷは壬み生ぶ蒼馬を睥へい睨げいする。

「伝でん説せつに言います」

　と、冷ややかな声で口にした。

「聖クリストフォルスを嫌きらったサモス島の王は、四百人の兵士に命じて矢やを射いかけさせたと。しかし、その矢はすべて聖クリストフォルスの直前で静せい止しした。私の奇き蹟せきの元もとになった逸いつ話わです。──まさか、忘れたわけではないでしょう？」

「は、二年も前のことなんざ、とっくに忘れてたさ」

「あなたも守ってさしあげてたつもりですが」

「だったら、俺はその倍も〈獣ベステイア〉を斬っただろう？」

　蒼馬が肩をすくめる。

　もちろんビルの壁へき面めんに立ち、重力に逆さからったままだった。

「──で、ちっと到着が早すぎるんじゃねえか？　お前が来る前には仕し事ごとをすませてるはずだったんだがな」

「だったら、演えん出しゆつが凝こりすぎです」

　と、カルロはたしなめた。

「一日にひとつ、ビルを潰つぶしていく……そう玻は璃りさんに言い残したそうですが、つまるところ一日は余よ裕ゆうがあると、そう思わせるためのフェイクでしょう？　〈獣ベステイア〉が玻璃さんに惹ひかれるのは分かってるんですから、この程てい度どの備そなえはしますよ」

「ありゃ」

　苦く笑しようして、蒼そう馬まが片目をつむった。

　カルロの眼がん帯たいと同じ側だったのは、ひょっとしたら嫌いやがらせだったかもしれない。

「どうして分かった？」

「あなたの口くち癖ぐせ、『正直者が馬ば鹿かを見る』だったじゃないですか」

　これは、ため息いき混まじりに、神しん父ぷが言った。

　蒼馬も困こまったように頭を搔かいた。

　優ゆう等とう生せいにカンニングの失敗を指し摘てきされた不良のようだった。

　しかし、その会話の間も、ふたりをつなぐ殺さつ気きは微み塵じんも揺ゆらがなかった。

「ひとつ、疑問があります」

　と、カルロは手甲ガントレツトの人差し指をあげた。

「あなたが、あの場で玻璃さんを攫さらわなかった理由です。なのに、わざわざもう一度やってくるその理由だけが分かりません」

「謎なぞは人生のスパイスだぜ」

　うそぶいて、にんまりと蒼馬が笑った。

「……でしたら、力ずくで聞きましょう」

　カルロも笑った。

　屋上から、壁へき面めんへと足をかける。

　眼帯の神父もまた、垂すい直ちよくに壁面を歩いたのだ。

　しかし、彼の歩みは、蒼馬のそれとは違ちがっていた。

　一歩ごとに、断罪衣イスカリオテの踝くるぶしまでがコンクリートに埋うまる。そうして埋まった分だけで、無む理り矢や理りに身体からだを支えているのであった。カルロの纏まとう断罪衣イスカリオテが優ゆうに数十キロを超こえる重機甲型であることを考えれば、これは凄すさまじい剛ごう力りきのなせる技わざといえよう。

「…………」

　見守る玻璃は、声もない。

　やっとのことで窓まどを開き、ふたりの戦たたかいを観かん測そくできたものの、それ以上の何事もなしようがなかった。

　それもむべなるかな。

　外がい見けんだけならどこにでもありそうなビルの壁面は、今、九十度ねじまげられた異い界かいの戦場と化かしていたのだから。

「おお、力ちから業わざ。こちらの小こ細ざい工くとは違う」

　ぱちぱちと、蒼そう馬まは拍はく手しゆした。

「あなたのは、やもりと同じでしたね」

「おおとも」

　ファンデルワールス結けつ合ごう。

　つまるところ、やもりが壁かべにひっつくのと同じ、物理的な凝ぎよう集しゆう力りよくである。聖せい霊れい機関の能力とは別に、蒼馬の断罪衣イスカリオテはそうした機能を付ふ与よされていたのだ。おそらくは、いかなる環境でも刀かたなを振るわねばならぬ、聖せいロギノスの断罪衣イスカリオテのみの特とく殊しゆ機能であったろう。

　強風の中、両りよう雄ゆうは壁へき面めんと平行に睨にらみ合った。

「……で、ありゃあなんだ？」

「何のことです？」

　眉まゆをひそめたカルロへ、これは互たがいにしか聞こえぬ声で蒼馬が訊きいたのだ。

「本当に……あれは『九く瀬ぜ諫いざ也や』か？」

「…………」

「俺を殉じゆん教きようにした教団だ。『九瀬諫也』のニセモノをつくるぐらいはやるだろう」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに、蒼馬が言う。

　猛もう禽きん類るいを思わせる瞳ひとみは、カルロの一いつ挙きよ一いち動どうを見落とすまいと、鋭するどく食い入っている。

「記き憶おく喪そう失しつ……ってのはいい。あるかもしれないさ。もともと喪そう神しん現げん象しよう自じ体たいが、それに近いものだしな。聖せい都との陥かん落らくに巻き込まれたってなら、いかな『九く瀬ぜ諫いざ也や』でも記き憶おくのひとつやふたつなくしておかしくない」

　うなずいて、蒼そう馬まは続く台詞せりふを紡つむいだ。




「にしても、あれは『九瀬諫也』と違ちがう」




「ほう」

　と、カルロが隻せき眼がんを細めた。

　渦うず巻まく風が向きを変える。蒼馬からカルロへと。

　ざわざわと金きん髪ぱつが背中側へ煽あおられ、この高度から見下ろす地表は、無数の灯とも火しびを抱かかえた星ほし空ぞらとも紛まがった。おそらくは避ひ難なん警けい報ほうが発され、誘ゆう導どうに従したがって市民が移動している最中だろう。多くの隔かく離り壁へきが屹きつ立りつし、中ちゆう央おうビルを封ふう鎖さしていく様よう子すも、ここからは確かく認にんできた。

　蒼馬は、淡あわく頰ほおを歪ゆがめた。

「だけど、『九瀬諫也』でないとも言い切れない。この俺にもな。どんな仕し掛かけだ？」

「何のことか分かりませんね」

　そっけなくかぶりを振るカルロ。

　返答に苛いら立だつでもなく、漆しつ黒こくの剣けん士しが細く息いきをついた。

「お前……何を考えてる？」

「さて」

　と、カルロは断たち切った。

「どちらにせよ、聖せい職しよく者しやとして〈獣胎エンブリオ〉と話すことなどありません」

「へえ、さすが優ゆう等とう生せい」

「その通りです」

　カルロが進んだ。

　まるで豆とう腐ふにでも突つき刺さすように、たやすく踵かかとは壁へき面めんへ潜もぐり込む。

　一歩、二歩、三歩。

　四歩目は、深く突き刺さり、爆ばく発はつした。





「我われは模も倣ほうする。──聖せいクリストフォルスの剛ごう力りきを！」






　ごっ、とロケットのごとき突撃チヤージ。

　重力加速度さえ上うわ乗のせして、十メートル近い距きよ離りを一いつ瞬しゆんでゼロに詰つめる。振りかぶられた異い形ぎようの手てつ甲こうに、込められたるは模倣奇き蹟せきの『力』。世せ界かいひとつの重みに匹ひつ敵てきすると言われた救きゆう世せい主しゆを抱かかえ、激げき流りゆうを渡りきった優やさしき聖人の奇蹟そのもの。

　先に、中央ビルを断たち切ろうとした自みずからの刃やいばにも劣おとらぬと、蒼そう馬まは誰だれより知っていた。

「壬み生ぶ理り心しん流りゆう・花か旋せん」

　蒼馬の身体からだもまた、壁へき面めんを横に流れる。

　雅みやびな技わざの名とともに、ダンスのターンのごとく、歩みは滑なめらかな半はん円えんを描えがいた。壁面での自由度でいえば、軍ぐん配ぱいは圧あつ倒とう的てきに蒼馬へとあがる。回転気ぎ味みにカルロの拳こぶしを避さけつつ、隙すきだらけの側面へ、漆しつ黒こくの刃を叩たたきつけようと右みぎ腕うでを振りあげ──

　その瞬しゆん間かん、ある音を蒼馬の耳は聞いた。

　剣けん尖せんが、軌き跡せきを乱みだす。

　逆ぎやく方ほう向こうへ横よこ殴なぐりに振るわれた刃が、猛もう然ぜんと火花を散ちらせた。

　それはひとつのみならず、鋼こう鉄てつのレールを断だん裁さいしつづけるカッターのように、数百という数に膨ふくれ上がった。

　卒然とビルの壁面を迂回して、同じ数の砲ほう弾だんが蒼馬を襲おそったのだ。

（これは……あの餓が鬼きの……っ！）

　悟さとる。

　実に、数百メートルの彼方かなた。

　中央ビルを隔へだてた死角から、監かん視しカメラの映像を頼たよりにラーフラが射しや撃げきした砲弾であると、蒼馬も知ったのだ。

　しかも、ラーフラが今構えているのは機き関かん砲ほうだった。

　台だい座ざに据すえられ、運うん搬ぱん性せいを無む視しした砲ほう身しんは、威い力りよくも連れん射しや速度も拳けん銃じゆうの比ひ較かくにならぬ。

　たかが拳銃のフルオートなら刀かたなで受けられても、毎分六千発を超こえる機関砲の砲弾まではさすがにいなしきれず、黒い断罪衣イスカリオテの表面にも激はげしい火花を散らし、装そう甲こうを大きく歪ゆがませた。

　その耳へ、囁ささやきがこぼれる。

「──言いましたよ。演出が凝こりすぎですって」

　蒼馬が、目を見開く。

　カルロは、隣となりへとどまっていた。

　重々しい断罪衣イスカリオテの右足は、深く壁面に潜もぐり込み、ほんの一いつ瞬しゆんだが落下を食い止めていたのだ。

　ごお、とその身体が旋せん回かいした。

（こいつ、最初から全部……俺を待まち構えさせて……っ）

　蒼馬の思考さえ、半なかばで途と切ぎれた。

　やはりビルの壁面と垂すい直ちよくのまま、潜り込んだ右足を軸じくに、虚こ空くうを抉えぐるバックハンドブロー。

　避さける術すべなどない。

　受ける余よ裕ゆうなどない。

　砲弾に釘くぎ付づけにされた蒼馬へと、夜や気きが奔ほん騰とうする。

　轟ごう音おんは、もはやそれ自体が兵器に等ひとしかった。

　その威い力りよくを形容するならば、星ほしをも穿うがつ隕いん石せきか。漆しつ黒こくの断罪衣イスカリオテが叩たたき割わられ、装そう甲こうの破は片へんを夜に撒まき散ちらす。今度こそ蒼そう馬まの胸きよう部ぶに直ちよく撃げきした裏うら拳けんは、百メートルの高度から男を地面へと叩きつけたのだ。

　吹き飛ばされた身体からだは、半なかばでビルに激げき突とつし、特とく殊しゆコンクリートの壁へき面めんを数十メートルにも渡わたって削けずり取った。

　そのまま、大地へ激突した。

　一いつ瞬しゆん、中ちゆう央おうビルさえも揺ゆれたように見えた。

　濛もう々もうと砂さ塵じんがたちこめた後は、クレーターのように大地が陥かん没ぼつし、地下への黒々とした穴あなを開いていた。

「…………」

　カルロも、それを追って、大地へと舞まい降りた。

　着地する寸すん前ぜん抉えぐれたビルの壁面を摑つかみ、勢いきおいを和やわらげた後、そのまま地下へと身みを踊おどらせる。

　陥没は、地下三十メートル──第四層そうまで続いていた。





２






　明かりは、ぼうとした非常用の照しよう明めいだけだった。

　広い空間だ。

　天てん井じようも異い様ように高く、ミラービルのごとき八角形の『柱はしら』が何十となく天地を貫つらぬいていた。

　地下三十メートル・第四層。

　第二層以下は一いつ般ぱんには公開されておらず、多くは〈槍ランス〉の移動や特殊な兵器の物流、〈獣ベステイア〉への迎げい撃げき用よう施し設せつや、断罪衣イスカリオテに循じゆん環かんする無む形けいの力の観かん測そくに使われている。

　そうでなくとも、避ひ難なん警けい報ほうと隔かく壁へきによって、半はん径けい一キロから一いつ般ぱん市民は隔離されているはずだった。第一区はほとんどが教団と朱と鷺き頭とうグループを中心としたビジネス街がいとなっており、誘ゆう導どう経けい路ろもほかの区くより優すぐれている。

　無む言ごんのまま、カルロは地下空間を歩く。

　蒼馬の墜つい落らく地点で、足を止めた。

　ゆっくりと振り返った。

「──よお」

　と、そこで手があがった。

「しぶといものですね」

「いや死んだ死んだ。前だったら確かく実じつに死んでたなこりゃ」

　と、蒼馬が苦にが笑いをこぼす。

　カルロも、その理由は分かっている。

　模も倣ほう奇き蹟せきを秘ひめた裏うら拳けんはともかく、その後ビルや大地へと激げき突とつしたダメージを、蒼そう馬まは被こうむってなかったのだ。

『再さい構こう築ちく』。

〈獣ベステイア〉を不ふ死じ身みとせしめる、忌いまわしき機き能のう。たとえどれほど絶大な破は壊かい力りよくであっても、奇蹟ならぬ被ひ害がいは無む効こうと化かす。

　それが、蒼馬の命を救すくったのだ。

　いや。

　果はたして、今の蒼馬を生きていると言えるかどうか。

　断罪衣イスカリオテは砕くだかれ、左腕うでは肘ひじからもがれ、大だい腿たい骨こつも折おれていた。装そう甲こうごとひしゃげた肩かたは真まっ赤かな肉と骨を晒さらしている。無ぶ事じなのは両肩の聖せい霊れい機関と、背中の刀かたな程てい度どのものだ。

　なのに、すべてが元もとに戻っていく。

　カルロの目の前で、ぶくぶくと泡あわのようなものが盛もり上がって、新たな腕や太ふと股ももを『再構築』していくのだ。再生は身体からだにとどまらず、砕けた装甲にも及およんだ。

　断罪衣イスカリオテまでも修復されるのは、いかなる皮ひ肉にくであったろう。

「……少し、戻りすぎだな」

　と、蒼馬は呟つぶやいた。

「もともとお前の断罪衣イスカリオテは、試し行こう回数も秘ひ蹟せき精せい度どもいまいちで、模倣奇蹟としても純じゆん度どが低かった。どっちかっつうと防ぼう御ぎよに向いた奇蹟だしな──にしても、これじゃあミサイルよりちょいマシってレベルだぜ？　あの人形の剣けんの方がよっぽど痛いたかったぐらいだ」

「余よ計けいなお世話です」

　カルロが、吐はき捨すてる。

　足を踏ふみ出し、大だい胆たんに間合いを詰つめる。

　その上じよう半はん身しんが、がくりと揺れた。

「……やっぱり限界だったな。二年前なら、あの一いち撃げきで終わってたろうに」

　蒼馬の瞳ひとみは、哀かなしげに元もと同どう僚りようを映うつした。

「妙みように話を急ぐわけだ。お前、相そう当とう奇蹟に侵しん食しよくされてるだろ」

　眼がん帯たいごと半顔を押さえたカルロに、蒼馬は冷たく続けた。

「〈獣ベステイア〉に取り込まれた俺と、奇蹟に侵食されたお前……一体、どれだけ違ちがうってんだ？」

「だから……余計なお世話……です」

　カルロが立ち上がる。

　その身体には、未いまだ断罪衣イスカリオテが纏まとわれていた。

　おびただしい蒸じよう気きをあげながら、カルロはまだ止まらない。両手を十じゆう字じに構えた姿すがたは、クロスアームブロックにも酷こく似じしていた。

　蒼馬も、そのまま膝ひざを落とす。

　背中の鞘さやをずらし、腰こしのあたりへ柄つかを固定した。

　居い合あいの構え。

　異い様ように長い刀とう身しんでは鞘走りによる加速など期き待たいできないはずだが、蒼そう馬まの居合いは音よりも早く敵てきを寸すん断だんする。そして、奇き蹟せきを吸すい上げて構こう築ちくされる刀身は、たとえ数十メートルの間合いも無む視しすると、カルロは嫌いやというほど知っていた。

「また、盾たてで防ぐか？」

　弄いらうように、蒼馬が言った。

　くつくつと、笑う。

「こっちも、試ためしてみたかった。──聖せいロギノスの刃やいばはいかなる奇蹟でも魔ま性しようでも断たつ。聖クリストフォルスの加か護ごは万ばん物ぶつから主あるじを守り抜く。さて、本当を言っているのはどちらかとな。さっきみたいな不意打ちじゃなきゃ、存ぞん分ぶんに試せるぜ？」

「…………」

　カルロ、沈ちん黙もく。

　ただ、集中する。

　蒼馬の居合いは最速。

　ならば、その刃が自みずからへ触ふれる刹せつ那なに、聖クリストフォルスの盾を起き動どうせねばならぬ。残り少ない奇蹟の盾と断罪衣イスカリオテの装そう甲こうとで致ち命めい傷しようを防ぎ、さらなる拳こぶしを叩たたき込むことで、死中に活かつを見出さねばならなかった。

　世せ界かいを、凝ぎよう集しゆうさせる。

　限定量子干かん渉しよう力場という極ごく小しようのセカイへ、自分の感かん覚かくを接続し、ありとあらゆる時間をスローモーションに観察する。その集中のあまり、カルロに向かってセカイが収しゆう斂れんしていくようでさえあった。

　空気分子ひとつ見落とさぬ、絶大な集中。




　そのときには、もう漆黒の刃は抜かれていた。




「────っ!?」

「見えなかったか？」

　からから、と蒼馬が嗤わらう。

　黒い刃の切っ先は、まっすぐ陥かん没ぼつした天てん井じようへ向いている。

　刹那のみ伸しん張ちようした漆しつ黒こくの刃がその向こう側の相あい手てを切り裂さいたのだと、カルロにも分かった。

　なぜなら、ぐらり、とその天井──第二層そうの穴あなから、細ほそ身みの人ひと影かげが墜つい落らくしたのである。

　血をしぶかせて倒たおれたのは、黒い肌はだの少年修しゆう道どう士し。

　ラーフラだった。

「何度も、邪じや魔まされてるわけにはいかんだろ？　カメラが使えないからって、近寄ってくるのは狙そ撃げき手しゆのやるこっちゃないぜ？　聖せい戦せんの頃ころだったら二週間もたねえな」

　男が、唇くちびるの端はしをつりあげる。

「──蒼そう馬まっ！」

　カルロが吼ほえた。

　床ゆかが、弾はじける。

　それでも、神しん父ぷは冷れい静せいといえた。あらゆる方向からの斬ざん撃げきを考こう慮りよし、手甲ガントレツトはがっちりと肩から顔までをブロック。たとえ壬み生ぶ蒼馬の刃やいばといえども、このカルロを食い止めることはかなわぬはずだった。

「ああ、付け加くわえると」

　蒼馬の視し線せんが、すうとカルロへ向けられた。

「──お前も、今ので斬きってるぞ？」

　突とつ撃げきしたカルロの上じよう半はん身しんが、その半なかばで泳いだ。

　分ぶ厚あつい装そう甲こうの肩から胸むねにかけて、ぴしりと一ひと筋すじの紅あかい線が走り、血ちが噴ふき出したのだ。

　断罪衣イスカリオテの装甲が収しゆう納のうされ、ただの聖職衣カソツクへと戻る。冷れい却きやく剤ざいがつかのま神父の身体からだを包み、すぐに風に押し流された。そのまま、やっと数すう歩ほだけを進み、カルロの身体も床に伏ふした。

　うずくまったカルロを、蒼馬が見下ろす。

「哀あわれだな」

　と、囁ささやいた。

「さっさと奇き蹟せきを使い尽つくして、塩しおの柱はしらにでもなってれば良かったんだ。そうすりゃこんな再さい会かいをすることもなかったろうに」

「……そんなの、ごめんですね」

　這はいつくばったまま、カルロは吐はき捨すてた。

「信しん仰こうを捨てたつもりもないですが、願いも叶かなえられず果はてる方が、よほど無ぶ様ざまです」

「よくよくお前とは意見があわないな」

「それこそ信仰心がないあなたは、切せつ腹ぷくでもしてれば良かったんですよ」

「かもしれない」

　蒼馬が笑った。

　血まみれなのに、今度はあどけない笑えみだった。

「最後は自分の始し末まつをすることになるかもな。だけど、それはお前も殺して、全部が終わった後だ」

　刀かたなの切っ先が、すうと横へずれる。

「そこの死んだふりの餓が鬼きもな」

「…………っ！」

　ラーフラが、床ゆかから跳はね上がった。

　動きはいつもより鈍にぶかったが、それでも目を奪うばうだけのしなやかさを残していた。

　少年修しゆう道どう士しの断罪衣イスカリオテは腰こしから胸むねにかけて鮮あざやかに断たち切られていたが、ラーフラの命を奪うには至いたらなかったのだ。

　宙ちゆう返りざまに、二に丁ちよう拳けん銃じゆうを抜き撃うつ。





「我われは模も倣ほうする。──ダビデの投とう石せき器きを！」






　放たれるは十八の魔ま弾だん。

　致ち命めい傷しようでなかったとはいえ、骨ほねの半なかばまで断たれた激げき痛つうに顔をしかめ、なおもラーフラは銃ひき爪がねを引く。

　魔弾はそれぞれが地を這はい、天上より降り落ち、複雑な蛇だ行こうを描えがいた。

　硬かたい音が鳴った。

　蒼そう馬まの刃やいばが弾だん丸がんを切り裂さく音だった。

　滑すべるような歩ほ法ほうで少年修道士へと接近し、寸すん瞬しゆんも遅おくらせず蒼馬が下段から切り返す。

　放たれた刃を、ラーフラはかろうじて銃じゆう身しんで受けた。

　つばぜり合いのように、睨にらみ合う格かつ好こうとなった。

「悪くない」

　と、蒼馬が尖とがった歯はを剝むく。

「ロートルの資し格かく者しやなんぞよりよっぽどマシだ。だが、まだ足たりん」

　ずい、と蒼馬の力の入れ方が変わった。

　銃身が、刃に食い込まれていく。

　まるでチーズのごとく切り込まれる銃身に、たまらずラーフラが跳とび離はなれ、蒼馬は八はつ相そうの構えをとって追いすがらんと、目を細めた。

「壬み生ぶ理り心しん流りゆう──」

　だが、その先は続かなかった。

　突とつ然ぜん、騒そう音おんが、地下空間を蹂じゆう躙りんしたのだ。

　近くにいたラーフラは耳を塞ふさぎ、顔をしかめただけですんだが、蒼馬はそれどころではなかった。

　男の耳は、たらりと血を滴したたらせたのだ。

　それは、蒼馬だけを狙ねらった指向性の大だい音おん量りようだった。

　感覚を強化していたゆえ、ぐらりと揺れた男の身体からだを、陽かげ炎ろうが覆おおった。

　銀ぎん色いろの陽炎が。





「──私は模も倣ほうします。聖せいアガタの炎ほのおを！」






　どおっ、と地下空間に銀ぎんの聖せい炎えんが膨ふくれ上がった。

　あらゆる魔ま性しようを燃やし尽つくす聖アガタの炎。単たん純じゆんな破は壊かい力りよくではカルロの拳こぶしに劣おとっても、〈獣ベステイア〉を蝕むしばむ純じゆん度どにおいては、数段凌りよう駕がする奇き蹟せきであった。

　実際、蒼そう馬まの顔も、はじめての脅きよう威いに歪ゆがんだのだ。





「我は模倣する。──聖ロギノスの刃やいばを！」






　切り裂さく。

　しかし、聖ロギノスの刃といえど、自分のいる座ざ標ひようから膨れ上がった炎を一ひと太刀たちで薙なぐには至いたらなかった。破やぶられた鼓こ膜まくはすぐに『再さい構こう築ちく』されても、感覚の回復にはもう数すう瞬しゆんを要ようしたのである。

　かろうじて突とつ破ぱ口こうだけをつくり、身体からだを焼かれつつも横っ飛びに転がる。

　同時、第三層そうの通路からは、音おん響きよう兵へい器きのスピーカーを載のせた装そう甲こう車しやと多くの歩ほ兵へいたちが飛び出す。

　カルロが、ふわりと笑った。

　ラーフラが、醒さめた顔で振り返る。

　そして蒼馬は、憤ふん怒ぬの表情で振り返った。

　装甲車の上部で、銀ぎん髪ぱつの人形の隣となりに座すわる、黒い聖職衣カソツクの少年を。

「九く瀬ぜ──イザヤ！」
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　蒼馬の顔に、イザヤは奥おく歯ばを嚙かみしめた。

　少年たちもまた、カルロに要よう請せいされて、地下へ待たい機きさせられていたのだ。無む論ろん、この第三層が決戦の地となることまで予測していたわけではない。出てくるタイミングが遅おくれたのはそのためだ。

　しかし、今、少年が思い煩わずらうのは別のことだった。

（……『九瀬諫いざ也や』の親友）

　思う。

　かつての、『九瀬諫也』を知る者。

　自分の演えん技ぎを見抜きかけた、初めての相あい手て。

「…………」

　少年は、唾つばを飲み込む。

　味あじなどないはずなのに、いがらっぽかった。

　この男の前に立つのが、少年にはひどく恐おそろしかった。

　自分の空そら々ぞらしい演えん技ぎなど、今度こそ見切られ──すべての噓うそが瓦が解かいしてしまいそうで、どんな〈獣ベステイア〉よりもイザヤはこの男が恐ろしかった。

　実際、カルロにはノウェムの断罪衣イスカリオテ起き動どうだけ行って、戦場には立たないことも勧すすめられていた。

　……それでも。

　退ひけなかった。

　ここで退いてしまえば。かろうじて保たもってきた仮か面めんも何もかも、崩くずれてしまう気がした。

（……俺、は）

　不意に、ひとりでふたりの少女が、浮かんだ。

　朱と鷺き頭とう玻は璃り。

　蒼そう馬まと同じように『九く瀬ぜ諫いざ也や』を知っているはずなのに、その違ちがいは何だろう。

　そして、あの妖よう女じよは……。

　もうひとりの玻璃ならば、今の自分をどう言うだろう。

　愚おろかと蔑さげすむのか。

　堕だ落らくを囁ささやくのか。

「──イザヤ様」

　ノウェムが囁く。

　すでに、人形の断罪衣イスカリオテは展開させていた。

　白はく銀ぎんの聖せい鎧がいに身みを包んだ人形は、ただ少年を見つめている。

　少年を促うながそうというわけではない。

　ただ、静しずかな感情に満ちた、優やさしい眼まな差ざしだった。

　だから、

「ああ」

　と、少年もうなずいた。

　覚かく悟ごを決める。

　滅ほろぼす覚悟。

　相あい手てを滅ぼそうとするなら、自分のみならず、自分の大たい切せつなものも滅ぼされるかもしれないという覚悟。──そして、それを覚悟しなければ、大切なものを守れもしないという矛む盾じゆん。

　その矛盾を、受け入れる。

「九瀬諫也が命じます」

　きっぱりと、偽いつわりの名を告つげた。

「父と子と聖せい霊れいの御み名なのもと、眼がん前ぜんの悪あく魔まを滅ほろぼさんことを！」

　鬨ときの声にあらず、〈槍ランス〉は行動でこたえた。

　迅じん速そくに地下空間を走そう破はし、対〈獣ベステイア〉用の陣じん形けいを敷しいていた彼らは、携けい行こうしていた機き関かん銃じゆうやロケットランチャーを次々と発はつ砲ぽうした。

　蒼そう馬まへ向かい、全方位から放たれる砲ほう弾だんの嵐あらし。

　そして、もうひとり。

　あるいは、もうひとつ。

　銀ぎん色いろの髪かみが、地下空間に翻ひるがえった。





「──私は模も倣ほうします。聖せいアガタの炎ほのおを！」






「────っ！」

　致ち命めい的てきな銀ぎん炎えんだけを切り裂さきつつ、蒼馬が呻うめく。

（カルロのやつ、これも最初から……っ！）

　ノウェムだけだったなら、男も対たい処しよしえただろう。

　また、通常兵器だけなら、『再さい構こう築ちく』をなしうる蒼馬には敵てきともならなかったろう。

　しかし、この両者がそろったとき、さしもの剣けん士しもひるんだのだ。

　致ち命めい傷しようにならぬとはいえ、多くの砲弾やロケットは蒼馬の集中を削そぎ、体たい勢せいが崩くずれればノウェムの炎が襲おそう。あまりに練れん度どの高い小隊全体の整然とした動きと、模も倣ほう奇き蹟せきとの連れん携けいに、蒼馬も舌したを巻いた。

（『九く瀬ぜ諫いざ也や』って英えい雄ゆうありきの……士し気きの高さか……）

　苦く笑しようする。

　聖せい戦せんを生き抜いた者の常じよう識しきからすれば、考えがたい戦せん闘とうでもあった。

　あの戦たたかいでは、〈獣ベステイア〉と戦うのは断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやばかりであった。喪そう神しん現げん象しようへの耐たい性せいを考えれば、一般兵士の投入は足あし手でまとい以上にはならず、また断罪衣イスカリオテの資格者も聖せい都とに集まっていたため、そうした戦術の選せん択たくは当然でもあった。

　しかし、御みさ陵さぎ市しにおいては、断罪衣イスカリオテの資格者が足たりぬ。

　だからこそ、補おぎなう方法を、カルロが考えざるを得えなくなったものか。

〈槍ランス〉の隊員のすべてが、耳じ目もくを大おお袈げ裟さなゴーグルで覆おおっているのも、デジタル変へん換かんを挟はさむことで喪神現象を軽けい減げんしようという、せめてもの抵てい抗こうであろう。

（これが……お前が創つくった街まちか……？　戦う方法か？）

　なんとなく、蒼馬の笑えみは淡あわくなった。

　視し界かいの隅すみで、カルロの身体からだが回収されるのも見えた。





「我われは模も倣ほうする。──ダビデの投とう石せき器きを！」






　再ふたたびの、魔ま弾だん。

〈槍ランス〉から受け取ったのか、拳けん銃じゆう弾だんにあらず、重じゆう機き関かん銃じゆうによるライフル弾だった。

　それをも、蒼そう馬まは断たち切った。

　しかし、逃げ切れもしなかった。

　魔弾はそれぞれが異ことなる軌き跡せきを描えがき、おびただしい〈槍ランス〉の砲ほう弾だんとともに蒼馬の逃げ場を抉えぐり取る。必ひつ中ちゆうではなく、三次元的に蒼馬を追い詰つめるための弾だん丸がんだった。ましてや〈槍ランス〉の弾丸とは異ことなり、魔弾は蒼馬にも決定的なダメージを与える。

　ゆるやかに、しかし着実に、蒼馬の余よ裕ゆうが削けずり取られていく。

　……なのに。

　どうしてだろう。

「…………」

　少年の不安は、和やわらがなかった。

　イザヤの目には、この男が追い詰められているようには、まったく見えなかった。

（……こい、つ）

　嗤わらっていた。

　男の唇くちびるは、本当に愉たのしそうな笑えみを刻きざんでいた。

　死し線せんを踏ふんでなお猛たけ々だけしく嗤い、ますます優ゆう美びに舞まい踊おどる。たったひとつ対たい処しよを間ま違ちがえれば、たちまち黄よ泉み路じを辿たどるというのに、身みのこなしに曇くもりひとつとてない。

　これが、かつての英えい雄ゆう。

　今の死しに神がみ。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』と、ともに戦たたかった男。

　ちら、と視し線せんが合った。

　口くち元もとに浮かんだ微び笑しようとともに、蒼馬の動きが変じた。

　いっそゆるやかな円えんの動きから、鋭するどい剃かみ刀そりのごとき直線へ。

「ひゅ──っ！」

　鋭く呼こ気きを継ついだ蒼馬が、地を蹴けった。

　脳のうと心しん臓ぞうだけをガードして、半なかば無む理り矢や理りに踏ふみ込む。一いつ足そく一いつ刀とうの間合い。魔弾以外の砲弾は断罪衣イスカリオテの防ぼう御ぎよ能力と『再さい構こう築ちく』を信じて、蒼馬の歩ほ法ほうは一いつ気きに十メートル近くもの間合いを盗んだ。

　攪かく乱らんされた弾丸も魔弾も、蜃しん気き楼ろうのように男の身体からだをすりぬけた。

　滑なめらかすぎる縮しゆく地ちの先には──装そう甲こう車しやと、イザヤ。

　視線が合った。

　ほんの一いつ瞬しゆん、瞳ひとみが交かわされ、さまざまな感情もまた相そう互ごに伝つたわった。

「……壬み生ぶ、蒼そう馬ま」

　眼がん前ぜんに迫せまった刃やいばに、イザヤは怯ひるまなかった。

　悪あく夢むのように笑った剣けん士しを、もう一度真まっ直すぐに見み据すえた。

　刹せつ那なに、自分が培つちかってきた、精せい一いつ杯ぱいの『九く瀬ぜ諫いざ也や』としての矜きよう恃じを込める。

　男臭くさい囁ささやきは、少年の鼓こ膜まくに長く揺ゆれた。




「……よく似にてるよ。前よりはな」




　似てる、と言った。

　本物ではありえぬ、と。

　そのことに衝しよう撃げきを受けるより早く、漆しつ黒こくの刃が振り下ろされ、横から割わり込んだ銀ぎんの剣けんと相あい打うった。

「イザヤ様さまには触ふれさせないのが、私です」

　声は冷たく、少年の背はい後ごから聞こえた。

　蒼馬が嗤わらう。

「ああ、お前だけは厄やつ介かいだとも」

　銀ぎん炎えんの、爆ばく発はつ。

　装そう甲こう車しやを蹴けって、三角跳とびに蒼馬は逃れた。

　純じゆん粋すいな奇き蹟せきの炎ほのおは、イザヤの身体からだには熱さえ感じさせず、〈獣胎エンブリオ〉を退しりぞけた。

「イザヤ様の、保ほ護ごを！」

　言って、ノウェムが追う。

「了りよう解かい！」

「イザヤ様！」

　こちらも蒼馬に応戦しながら、装そう甲こう車しやから〈槍ランス〉の隊員が呼びかける。

「…………」

　イザヤは動けなかった。

　片かた手てで、顔を覆おおっていた。

　指の間から覗のぞいた瞳は、もはや『九瀬諫也』のそれではなかった。

　粉こな々ごなになった仮か面めんの破は片へんをかき集め、格かつ好こうだけでも取り繕つくろう作業には、もう数すう秒びようの時間が必ひつ要ようだった。

　そして、その数秒に、少年は見た。

　さきほど、蒼馬が叩たたき落とされた地ち表ひようの穴あな。

　その端はしに、見み慣なれた美しい少女の姿すがたが現れていたのを。

「……玻は、璃り」

　いいや。

　まるで醜みにくい虫むし螻けらでも見るように、地下空間を睥へい睨げいする瞳ひとみが、朱と鷺き頭とう玻璃であるはずがない。

　あの瞳は──

「……無ぶ様ざまだこと」

　妖よう女じよの声は聞こえず、しかし唇くちびるがそう動いたのを、イザヤだけは見た。

（あいつ、なんで……っ）

　玻璃は、ただふわりと笑った。

　そうして、誘さそうように蒼そう馬まを見たのだ。

　いち早く気づいた蒼馬の唇は、まるで妖女に合わせたかのように、残ざん忍にんな三日月のカタチに引き裂さけた。

　悪あく魔まの笑えみとは、これだった。





「──我われは模も倣ほうする」






　カルロも、気がついた。

　ラーフラが、目を見張った。

　ノウェムが、身みを強こわ張ばらせた。

　イザヤや〈槍ランス〉の隊員たちも、その模も倣ほう奇き蹟せきについて知らされてはいた。それでも、実際に目まの当たりにしたとき、彼らはなす術すべもなかった。

　玻璃は……妖よう艶えんに笑みを深めた。




　誰だれも、その悪あしき奇蹟を止められなかった。





「──聖せいロギノスの見た地ち異いをっ！」






　逆さか手てに、刀かたなを持ち替える。

　蒼馬の刃やいばが、足あし元もとの床ゆかを刺さした。

　刺された床が不自然に盛もり上がり、葉よう脈みやくのごとき線を生んで周しゆう囲いに伸のばした。ばかりか、その脈は瞬しゆん時じにさらなる地下の深しん奥おうへと潜もぐり込み、地ち殻かくのプレート断だん層そうにまで干かん渉しようしたのだ。

　聖せい典てんに言う。

　処しよ刑けい者しやであった聖ロギノスは、救きゆう世せい主しゆの死にともなった奇蹟しるしを見て、信しん仰こうの道に入ったのだと。

　ドオ！　と轟ごう音おんが鳴り響ひびく。

　その瞬しゆん間かん、御みさ陵さぎ市しの全ぜん域いきが震ふるえた。

　愛いとし子の死に嘆なげくかのように、突とつ如じよとして大地が震え、とりわけ蒼そう馬まの刃やいばが突つき刺さされた地点においては、第八層そうまでも貫つらぬく局きよく地ち的てきで巨きよ大だいな亀き裂れつを生んだのだ。

　聖せい典てんに言う。

　救きゆう世せい主しゆが命を失ったとき、聖ロギノスの目の前で、太陽は光を失い、岩は裂さけ、大地は悲しみに自みずから引き裂けたと。

　今が、そうだった。

　ひびは床ゆかを這はい、柱はしらや天てん井じようの表面も骨こつ格かくもことごとく剝はがれ、崩くずれた。

　マグニチュード８クラスの激げき震しんにも容よう易いに耐たえうるはずの建けん材ざいは、しかし蒼馬の模も倣ほう奇き蹟せきには紙切れも同然だった。たちまち、うねくる蛇へびのごとく地じ割われが広がり、その内側に装そう甲こう車しやや〈槍ランス〉の隊員たちも飲み込まれていったのである。

　さしものラーフラやノウェムさえもが立っていられずに両手をつき、世せ界かいが激はげしく悶もだえる中で、蒼馬は悠ゆう々ゆうと床を蹴けった。

　断罪衣イスカリオテの力を得て、大きく宙ちゆうを舞まう。

　いくつかの柱を蹴り上げ、第二層で玻は璃りの身体からだを抱だき上げる。

「…………」

　何も抵てい抗こうせず、一いつ瞬しゆん、玻璃は少年たちを見下ろした。

　激げき動どうの中で、イザヤが顔をもたげる。

（てめ、え……っ！　なんで……）

　何か、言おうとして──視し線せんが合った。

　何も、言こと葉ばにならなくなった。

　そのまま、蒼馬と玻璃の姿すがたは、揺ゆれる世せ界かいから夜の彼方かなたへと消え去さっていったのだった。







　地じ震しんは、始まったときのように唐とう突とつにやんだ。

　実じつ際さいには、十秒びよう足たらずの地震だった。これは後で分かったことだが、余よ震しんも起こらず、蒼馬を中心とした半はん径けい百メートルよりも向こう側ではわずか震しん度ど二、三程てい度どの軽震しか感じられなかったのだ。

　あくまでもニセモノとして、断罪衣イスカリオテの周しゆう囲いにしか働きかけない模倣奇蹟の特とく徴ちようであったろう。

「イザヤ様……っ！」

　ノウェムは、まずイザヤへと駆かけ寄った。

「……ああ」

　と、答える。

　大きくひびわれた柱はしらにもたれかかって、少年は喘あえいでいた。

　イザヤも、今の地じ震しんで身体からだ中じゆうを打ちつけていたのだ。ノウェムが咄とつ嗟さに〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉を鎖くさりに変えて少年をつなぎ止めなければ、地じ割われに飲み込まれていたに違ちがいない。

　誰だれもが、満まん身しん創そう痍いであった。

　倒とう壊かいした柱はしらや剝はがれた天てん井じようの破は片へんに、多くの者が生き埋うめとなっており、地割れに飲み込まれた〈槍ランス〉の隊員も含ふくめて救きゆう出しゆつ作業は手こずりそうだった。

「態たい勢せいを……整ととのえる必ひつ要ようがありそうですね」

　カルロが、口にした。

　ラーフラも、がくりと膝ひざをつき、断罪衣イスカリオテを聖職衣カソツクへと戻している。先に蒼そう馬まに斬きられた傷きずをこらえ戦たたかっていたものの、ついに緊きん張ちようの糸が断たたれたようだった。

「……どうして、玻は璃りさんが？」

「分かりません」

　うつむいたまま訊きいたラーフラに、カルロがかぶりを振る。

「医い療りようフロアには万ばん全ぜんのセキュリティを期きしてましたが、度たび重かさなる闘とう争そうに続いてあの地震ですからね。まだすべての連絡が行き届とどいてません」

　玻璃が第二層まで出てきた理由は、カルロにも把は握あくできていなかったのだ。

　おそらく、妖よう女じよとしての笑えみを見たのも、イザヤだけだったろう。

「……ですが、わざわざ攫さらっていった以上、短期間なら命の危険は低いはずです。まずは、断罪衣イスカリオテの調整と、〈槍ランス〉の再さい編こう成せいから優ゆう先せんするべきでしょう」

　苦く渋じゆうを含ふくみつつも、カルロの結論は当然だった。

　なぜならば、カルロの作戦自体は、確たしかに蒼馬の上うわ手てをいっていたからだ。中ちゆう央おうビルでラーフラとともに待まち構かまえたのも、イザヤとノウェムに〈槍ランス〉の隊員と連れん携けいさせたのも、けして間ま違ちがいではなかった。

　敗北の理由は、ごく簡かん潔けつ。

　地力の差。

　断罪衣イスカリオテの奇き蹟せきを極きわめ、〈獣ベステイア〉の『再さい構こう築ちく』まで併あわせ持った化ばけ物に、勝てる道どう理りがない。不ふ可か能のうを可能とするために御みさ陵さぎ市しの戦力を再結集するとしても、態勢を整える必要はあるだろう。

（…………）

　イザヤも、それに納なつ得とくしかけて、

「──いいえ」

　誰かが、否ひ定ていした。

　皆みなが、一いつ斉せいに振り返った。

　驚おどろいたことに、それは少年自じ身しんの口からこぼれた言こと葉ばであった。

　カルロが、眉まゆ根ねを寄せる。

「……イザヤ君くん？」

「待まてません」

　しかし、止めることもできなかった。

　自分の内側から、どうしても言こと葉ばは溢あふれてくるのだった。

　どうしてだろう。

　ひどく、胸むねが熱かった。

　思い出してしまうのは、あの一いつ瞬しゆんだった。

　あの一瞬。

　壬み生ぶ蒼そう馬まに抱だかれた妖よう女じよがこちらを見た──やはり虫むし螻けらでも見るようでいて──なのに、その底から何かを訴うつたえかけるような瞳ひとみを、見てしまった。

　それは、どこか自分自じ身しんがかぶっている仮か面めんにも似にていて。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』という噓うそを突つき通そうとしている自分にも似ていて。

（……糞くそ、ったれ）

　奥おく歯ばを嚙かむ。

　あまりにも、自分は馬ば鹿か馬鹿しいことをしてる。

　ろくに説明もできず、理由なんて皆かい目もく不明。苛いら立だたしくてたまらない。だいたい、あの妖女は自分から蒼馬についていったんじゃないのか。だったら、イザヤがどうこうする意味など微み塵じんもない。

　それでも。

　それ、でも。




「まだ、今なら追えます。僕とノウェムが、壬み生ぶ蒼馬を追います」




　胸むな元もとの十じゆう字じ架かへ人差し指と中指で触ふれて、イザヤは宣せん言げんしていたのである。





３






　蒼馬が舞まい降おりたのは、第一区くから離はなれた、第三区・旧きゆう市し街がいの一いつ角かくであった。

　あらかじめ目め星ぼしをつけておいた、西せい欧おう風ふうの屋や敷しきの廃はい墟きよである。おそらくは御みさ陵さぎ市しの教区指定の際さい、元もとの主あるじは転てん居きよして、この屋敷を放置していったものだろう。三年より以前につくられた建たて物ものは、教団のセンサーも比ひ較かく的てき数が少なく、無む効こう化かしておくのはさしたる難なん事じではなかった。

　暗い。

　窓まどから差し込む都と市し部ぶの光が、この場の明かりのすべてであった。

　黒い断罪衣イスカリオテの展開を終えると同時に、玻は璃りは降ろされた。

　埃ほこりをかぶったホールの絨じゆう毯たんの上で、優ゆう美びに立ち上がる少女を、蒼そう馬まは不ふ思し議ぎな目で眺ながめた。

「どうして、お前から出てきた？」

「……だって、呼んだのはあなたでしょう」

　答えたのは、普ふ段だんの玻は璃りではない。

　紅あかい唇くちびるが、微び笑しようを含ふくむ。

　そうすると、清せい楚そな純じゆん白ぱくの花が──花か弁べんにも花か粉ふんにも恐おそるべき毒どくを孕はらんで、みるみるうちに紅く染そまったように、蒼馬には思えた。

「あなたは……最初からあたしに会いたがっていたでしょう」

　淫みだらに笑えみを広げて、妖女が問とうたのだ。

　一いつ瞬しゆん、その表情に息いきを飲みこみ、

「……やっと会えたな」

　と、蒼馬は低く囁ささやいた。

「海岸のときはいきなりで、話す機き会かいもなかったわね。どうして、あのときあたしを攫さらわなかったの？」

「女に暴ぼう力りよくをふるう趣しゆ味みがないんでね」

「あらひどい。こちらのあたしは女じゃないってこと？」

　くすくすと口くち元もとを押さえ、その喉のどが闇やみにも白くのけぞった。

　そのかすかな仕し草ぐさ、ぬらつくような目線の流れだけで、ぞくりとくる。ちらちらと唇の上を舌したが蠢うごめき、甘あまい吐と息いきさえ妖よう気きと変ずるようだった。

　これこそが女だ。

　手て招まねきひとつでもされれば、どんな実直な男もたまらず、剝むき出しの野や性せいをあらわすだろう。

　実じつ際さい、蒼馬も瞼まぶたを固く閉じたのだ。

　一度だけ。

　それから、唇を歪ゆがめた。

「女であっても人ひ間とじゃねえだろ。──お前も俺も」

「失礼な話」

　と、妖女は言った。

「でも、ここなら申もうし分ないわ」

「…………？」

　自みずからのしとねを確たしかめるごとく、ホールを見回した妖女へ、蒼馬が眉まゆをひそめた。

「古い土地で、古い建物。人のいなくなった廃はい墟きよほど人の想おもいの残ざん滓しがこびりつくものよね。そんな想おもいに惹ひかれる汚けがらわしいモノも」

　熱い瞳ひとみが、剣けん士しへと吸すいつく。

　それは、異い常じような殺意を込めて揺ゆれた。

　ただならぬ憎ぞう悪おと怒いかりとをどす黒く声に乗せて、

「……ええ、あなたを他人に渡わたせるはずなんてない。〈獣ベステイア〉である以上はあたしの餌えさで……それに、あなたはあたしを侮ぶ辱じよくしたんだもの」

　唇くちびるに、人差し指が触ふれていた。

　表面が裂さけ、赤色が盛もり上がる。

　妖よう女じよの怒りが凝こごったかのような、真しん紅くの珠たまであった。

「だから、あなたは死になさい」

　血ちが、古い絨じゆう毯たんへと垂たれる。

　二週間前、イザヤと自みずからを瞬しゆん間かん移い動どうさせ、少年に『力』を与えた血であった。

　そして二度に渡わたって、〈獣ベステイア〉を喰くらった唇であった。

　一ひと息いきに、叫さけぶ。





「これは私の血、契けい約やくの血なり。災わざわいなるもの、脆ぜい弱じやくなるもの、愚おろかなるもの、我わが血の一いつ滴てきを争あらそい、貪むさぼり、飲み干ほさんがため、疾とく疾く疾く我が前に来たりて頭こうべを垂たれよ！」






　絨毯に、血が吸い込まれる。

　ざわあと、無形のおびただしい気け配はいがその雫しずくへと群むらがった。甘かん露ろを受けて、大地がわなないたように思えた。群がる気け配はいは津つ波なみにも嵐あらしにも匹ひつ敵てきした。

　だが。

　それだけだった

　廃はい棄きされた屋や敷しきには、それ以上のいかなる現げん象しようも起きなかったのだ。

「──ああ、なるほど」

　と、蒼そう馬まがうなずいた。

「お前はこいつらに命令できるんだな」

　蒼馬の目が周しゆう囲いを見回す。

　彼の瞳ひとみには見えた。

　ふわふわと漂ただよっている、霧きりのような存そん在ざいだ。剣けん士しの目には、それらが牙きばを剝むいて吼ほえる獣じゆう面めんにも、血の涙なみだを流して嘆なげく人じん面めんにも見えた。

「〈獣ベステイア〉のなりそこない──人に憑つくこともできない、特異点に湧く『力』の幽ゆう霊れい。俺は見て聞くことしかできないが、お前はこいつらに命令できるわけか。確たしかに、それっぽい役やく割わりだ」

　肩をすくめる。

　妖女の表情に、淡あわい動どう揺ようが混じった。

「あなた……は……？」

「分かってたろ？　聖ロギノスの奇蹟は関係ない。ただ、こいつらは俺に危害を加えられないんだ。俺もお前も、こいつらも、まとめてそういう風にできている」

　おどけた声で、蒼そう馬まは言った。

　どこかしら、道どう化けの口こう上じようのようだった。

「…………」

　妖よう女じよの美び貌ぼうから、感情が消えた。

　この期ごに及およんで、妖女は怒いかりも屈くつ辱じよくも捨てた。

　ただ無表情に訊きいた。

「……あなたは、誰だれ？」

「聖せい典てんにいわく、バビロンの大だい淫いん婦ぷを殺すものは決まっている」

　しゃらん、と音をたてて刃やいばが抜かれた。

　光を映うつさぬ漆しつ黒こくの刃は、妖女の白い喉のどへと突つきつけられた。断罪衣イスカリオテをもたやすく断たち切る、悪あく魔まの刃であった。

「あたしを、殺すの？」

　ただ虚きよ無むの色で、妖女が訊く。

　蒼馬もまた、一いつ切さいの慈じ悲ひなき瞳ひとみで受けた。




「死とは目覚めだ。お前はお前のまま、深しん淵えんの〈獣ベステイア〉に喰くわれねばならん。──そうすれば、自分の成なすべきことを思い出すさ」




　刃に、力がこもる。

　鮮せん血けつが、洋よう館かんを朱しゆに染そめた。
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　夜の都と市しを、銀ぎん色いろの糸が結んだ。

　まるで振ふり子このようだった。

　御みさ陵さぎ市しの摩ま天てん楼ろうへ細く強きよう[image: ]じんな糸が絡からみつき、銀ぎん髪ぱつの人形を重りとして、実じつに鮮あざやかな弧こを描えがくのだ。ひとつの弧の頂ちよう点てんに辿たどり着くと、人形は新あらたな糸を引っかけては元もとの糸を回かい収しゆうし、さらなる弧に身みを任まかせる。

　次々と、弧は連れん鎖さした。

　華きや奢しやな腕うでには、ひとりの少年を抱だいている。

〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉を糸と変えて、ノウェムは都市の中ちゆう空くうを飛んでいるのだ。

　優ゆう美びでありつつも、腕の少年に過か度どな負ふ荷かがかからぬよう、細さい心しんの注意を払はらった跳ちよう躍やくであった。余よ計けいな市民に見つからぬよう、常つねに都市情報を更こう新しんしつつルートを構こう築ちくしていることも考えれば、これはノウェムにしかなせない飛ひ翔しよう法ほうだったろう。

　適てき当とうなビルの屋上に着地したノウェムへ、よろけながらコンクリを踏ふんで、イザヤが訊きく。

「追えそうか？」

「はい」

　と、人形はうなずいた。

　ノウェムの電でん子しチップには、御みさ陵さぎ市しの三さん次じ元げんマップが再現されていた。

「壬み生ぶ蒼そう馬まは優すぐれた隠おん密みつ技術を持っていますが、第一区くは御陵市でも最もつともセキュリティ機き能のうに優れた区です。もともと〈獣ベステイア〉に対応した監かん視し機き構こうですから、完全に足取りを消すことは不ふ可か能のうです」

「……そうか」

　ごくり、と少年は唾つばを飲み込んだ。

　逃がしたとか、言い訳わけになる答えを期き待たいしていたわけではない。

　それでも、再ふたたびあの剣けん士しに会あうのだというその確かく証しようが深まると、少年の精神こころはじわりと冷たい重みを感じた。

　恐きよう怖ふ、だったろうか。

　進もうとする足を止めてしまいそうな、芯しんまで染しみこむ冷たさ。

　暗く冷たい衝しよう動どうに耐たえていると、ノウェムが口を開いた。

「訊いて、いいですか？」

「……何だよ」

　ぶっきらぼうに、イザヤは答えた。

　今の、みっともない感情の動きを知られるのが、たとえこの人形相あい手てでも嫌いやだったからかもしれない。

　少しの間口ごもってから、ノウェムはおずおずと言こと葉ばを紡つむいだのだ。

「……あ、あの……イザヤ様は……玻は璃り様さまのことを……」

　続きは、言葉にならなかった。

　脳のうの電でん子しチップで再さい生せいされたのは、あの海岸で受けた質しつ問もんだった。

　生徒会の会長補ほ佐さ・架か城じようまゆきが投げかけた言葉。




　──『ノウェムさんは、イザヤ神しん父ぷのことが好すきなんですか!?』




「玻璃のことを？」

「い、いいいいえそのあのこの──っ」

　ノウェムがぶんぶんとかぶりを振り、銀ぎん髪ぱつが激はげしく揺ゆれた。

　かああっ、と顔の表面が異い様ようなぐらいの熱をもっていた。自分の顔にそんな機能があったのかと、一いつ瞬しゆん考えてしまったぐらいであった。ろれつも回らず、思考も暴ぼう走そう寸すん前ぜんの空回り。壬み生ぶ蒼そう馬まという大たい敵てきとの戦たたかいを前にして、ついに致ち命めい的てきな故こ障しようをきたしたのかと、ノウェムは真しん剣けんに悩なやんだ。

　そんな人形の額ひたいに、すうと手が伸のびたのだ。

　イザヤの手だった。

「熱でも出たのか？　それとも、やっぱ無む理りさせたか？」

「……あ、わ、あ、うあ。い、いえ！　大だい丈じよう夫ぶです！」

　石せき像ぞう並なみの硬こう直ちよく。

　かろうじて、ふるふると子こ犬いぬみたいに身みをよじり、少年の手から逃れる。ひどくもったいないような気もしたが、あのまま触ふれられてると、本当に電でん子しチップが熱ねつ暴ぼう走そうしてしまったんじゃないかと思う。

　クールダウンと、深しん呼こ吸きゆう。

　自分の中の、優ゆう先せん順じゆん位いの確かく認にん。

　小さく、うなずく。

　結局、口をついたのは、微び妙みように異ことなる問といだった。

「……イザヤ様は……何か、玻は璃り様さまのことで秘ひ密みつにしてらっしゃることがありますか？」

「…………」

　イザヤが口をつぐむ。

　この人形に、自分が抱かかえている秘密を指し摘てきされたのは、初めてだったからだ。

　何を言うべきか迷まよっていると、ノウェムは淡あわく微び笑しようしたのだった。

「でしたら、秘密のまま、抱えていてくださってかまいません」

「は？」

　きょとんと少年が瞬まばたきすると、ノウェムはこう続けた。




「イザヤ様を保ほ護ごするのが私です。ご自分が護まもられるのにその方が都つ合ごうが良いと考えられるなら、どうぞ黙だまっていてください」




　そんなことを、大おお真ま面じ目めに言ったのだ。

　しばらく啞あ然ぜんとして、イザヤは相手を見つめていた。

「……そんだけ、か？」

「え、あ……他にもありましたが、優先順位的に、最もつとも確認しておかなければならないことと判断しました。私に対して秘密を抱えていることが何かしらのストレスになっているなら、それはイザヤ様を保護する目的と相あい反はんしてしまいます」

　まったく、こういう人形だった。

　自分が一いつ緒しよにいる第九祭さい器きとは、イザヤの知る『本物』とは、こういう相あい手てだったのだ。

　気がつくと、さきほどの恐きよう怖ふは薄うすれていた。けして消えてはいなかったが、精神をゆるやかに蝕むしばむような冷たさは失われていた。

　少しだけ、爽さわやかな心持ちでもあった。

「馬ば鹿かか、お前は。──ああいや、お前の場合ポンコツだったな」

　唇くちびるを尖とがらせ、イザヤが苦く笑しようした。

「ポンコツですか」

「おお」

　複ふく雑ざつな顔になったノウェムに、イザヤはくつくつと肩を震ふるわせる。

　それから、顔をあげた。

「俺も、訊ききたいことがあるんだ」

「訊きたいこと、ですか？」

「ああ」

　うなずいて、イザヤは問とうた。

「もしも、この事件に『九く瀬ぜ諫いざ也や』がいたら、どうしていたんだろう」

「──イザヤ様」

　ノウェムの声こわ音ねに非ひ難なんするような響ひびきが混まじり、少年は違ちがう違うと手を振った。

「今いま更さら、自分がニセモノだからどうだ、って喚わめいてるんじゃねえよ」

　イザヤの声は、どこか優やさしかった。




「ただ、俺と『九瀬諫也』は、どう違うんだろう」




　今まで、考えてもみなかった。

　ただ、自分はニセモノなのだから、当然に『九瀬諫也』と異ことなっていて劣おとっているのだと、そう思っていただけだった。

　だが、実じつ際さいはどう違うのだろう？

　一いち卵らん性せい双そう生せい児じだというなら、遺い伝でん子しは同じはずだ。

　ノウェムを起動できたことや、聖せいゲオルギウスの断罪衣イスカリオテを扱あつかえたことからすれば、もっと深いところまで同じなのかもしれない。

　なら、何が違う？

　どうして、壬み生ぶ蒼そう馬まは自分がニセモノだと断定できた？

　能力？

　行動？

　思想？

　信しん仰こう？

　人格？

　それとも──もっと深く、根こん源げん的てきな何か？

　一体、何が『九く瀬ぜ諫いざ也や』と自分とを、隔へだててしまっている？

「……分かりません」

　と、人形はかぶりを振った。

「イザヤ様の行動は、とても英えい雄ゆうに似につかわしいと思います。かつての『九瀬諫也』の残ざん存ぞうデータと照しよう合ごうしても、有ゆい意いな差は発見できません」

　申もうし訳わけなさそうに、ノウェムが頭を下げる。

　少年は、軽く鼻を鳴らした。

「それならそれでいいさ」

　と、微び笑しようする。

「だったら、あいつぐらいにしかバレないってこった。あの刀かたな使つかいをぶっちめりゃ、しばらくは安あん泰たいなわけだろ」

「……どうなさるつもりですか？」

「さて」

　片かた目めをつむった。

　少年は、正直に内ない心しんを吐と露ろする。

「一いち応おう考えてはいるけど、うまく行くかなんて分からねえよ」

　自信は、まったくなかった。

　蒼そう馬まの断罪衣イスカリオテは自分たちの上を行き、実戦で積み重ねた経けい験けんには及およぶはずもない。〈獣ベステイア〉の『再さい構こう築ちく』さえ兼かね備えた相手に、どう対すればいいものか。

　それでも、

「……玻は璃りのやつは取り返しておかねえとな。この街まちで『九瀬諫也』をやるって仕し事ごとが台だい無なしになっちまう」

「それだけですか？」

「他にあるのか？」

「い、いえ」

　ノウェムが否ひ定ていして、視し線せんを移した。

　第一区の北西──小さく点在する旧きゆう市し街がいの方角だった。

「サーバー・クリュプタからの通信を受け取りました。壬み生ぶ蒼馬の逃走ルートの絞しぼり込み、終しゆう了りようです。すいませんが……手をいただけますか」

「ああ」

　手をつないだ。

　もう何度目かなのに、やはり驚おどろくほど柔やわらかな手だった。

　人形のしなやかな指が力強く絡からまり、さきほどと同じように飛ひ翔しようの体たい勢せいに入る。

　もう片かた方ほうの手を人形はあげて、液えき体たい金属の糸が目前の高こう層そうビルにしっかりと絡まったのを確かく認にんしてから、

「あ、あの……」

　と、切り出した。

「お、落としてしまいますから……もっと強く、抱きしめてください」

　それこそ、かすれて消えてしまいそうな声こわ音ねだった。

「……お、おお」

　イザヤも、なぜだか唾つばを飲み込んで、ぎゅっと人形の細い腰こしを抱きしめた。

　小さく、切せつなげな息いきをノウェムが飲み込んで、

「行きます」

　そう告つげたとき、すでに人形は戦せん士しの目をしていた。




　少年と人形の姿すがたが、御みさ陵さぎ市しの夜空に美うつくしい銀ぎん色いろの弧こを描えがいた。
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　鮮せん血けつが、玻は璃りの白い病院着を染そめた。

　喉のどを伝つたい、鎖さ骨こつに広がってぬめる血ちは──しかし、襟えり元もとを汚よごしただけで、それ以上流れることはなかった。

　突つきつけられた刃やいばは、少女の喉を皮かわ一いち枚まい切きり裂さくにとどまったのだ。

　理由は、明らかだった。

「また、戻ったのか」

　蒼そう馬まが刃を引いた。

　鞘さやへと戻す。

「せっかく出てきた、やる気になった、ってところでこれじゃかなわんな」

　ついたため息いきに、玻璃が身体からだを弛し緩かんさせ、顔をうつむかせた。数すう秒びようしてあがった顔は、先ほどの妖よう女じよのものとはまったく違ちがっていた。

「私、は……」

　いつもの玻璃であった。

　周しゆう囲いを見回し、自分の内側の記き憶おくを検けん証しようする。ひどく曖あい昧まいにぼやけていく情じよう報ほうの中から、今の自分に連つらなる要よう素そをつなげていく。

「教団から……あなたに、攫さらわれたのですね？」

「まあ、そうだ」

　しかめっつらで蒼馬が言う。

　頭ず痛つうを振り払はらうように玻璃がこめかみを押さえ、ゆっくり顔をあげた。

　自みずからを誘ゆう拐かいしたという相あい手てを、黒くろ髪かみの少女は恐おそれ気げもなく正面から見つめた。

「今……少しだけ、昔むかしのことを思い出しました」

「はあ？」

「あなたは……よくイザヤ兄にい様さまの隣となりにいました。カルロさんとはいつも口くち喧げん嘩かばかりで、イザヤ兄様と、もうひとりのシスターにたしなめられました」

「シスター・レアな。あいつはイザヤ以上に面めん倒どうくさかった」

　がりがりと、蒼馬が頭を搔かいた。

　この男にも苦にが手てとする相手がいるようで、玻璃には妙みようにおかしかった。

　それから、

「あなたも……私が欲ほしいんですか？」

　と、訊きいたのだ。

　今度は、蒼馬が少女を見つめる番だった。

「…………」

「〈獣ベステイア〉は皆私を欲ほしがって、集まってきます。そして呼びます。バビロンの大だい淫いん婦ぷと。……でも、その意味だけは分からない。いいえ、ひょっとしたら〈獣ベステイア〉の方にも分かってないのかもしれない」

　少女が下か腹ふく部ぶを押さえた。

　そこにある刻こく印いんを、蒼そう馬まも知っていた。

「欲しいとも」

　言って、蒼馬は右の手をあげた。

　あ、とあげそうになった声を玻は璃りはこらえた。

　その手のひらには、玻璃のものと同じ──あたかも人じん面めん疽そを思わせる〈獣ベステイア〉の刻印が蠢うごめいていたのである。

「〈獣ベステイア〉にとっては本能だ。お前という相あい手てが欲しいと、〈獣ベステイア〉としての俺は常つねに訴うつたえている。同時に、こいつは言っている。お前は特別で、もっと特別な存そん在ざいになるんだとな」

「特別？」

「夢ゆめに見なかったか？」

　蒼馬が問とうた。

　一瞬躊躇ためらって、玻璃はかぶりを振った。

「……何も」

「……俺は、何度も見たぞ。聖せい戦せんの頃ころにな」

　蒼馬の声は、汚よごれた絨じゆう毯たんを這はいずった。

「砂さ漠ばくの向こうに落ちていく夕陽だ。毎日毎日寝るたびにな、夢の中でもあの夕陽を見ながら、何度も何度も俺は死んでいくんだよ。死の瞬しゆん間かんだけを何度も何度も繰くり返して、俺の身体からだは氷よりも冷たくなっていく。ああ、地じ獄ごくってのは地の下にはねえ。人間の頭ず蓋がい骨こつの中にあるんだ。指一本も動かせないのに、目め玉だまとか鼻とか肌はだとかの感覚から消えてとろけていく夢は、なんとも最低の気分だったさ」

　蒼馬が言う。

　悪あく夢む。

　聖戦の勇士にしてからが、そんな悪夢を忘れられぬほど、戦たたかいは苛か烈れつであったものか。

「それでもな。聖戦が終わるんじゃないかと思ったことがある」

　男は、静しずかに囁ささやいた。

「あいつの隣となりにいたときだ」

　どこか遠くを、想うような声音。

「俺なんかとは違ちがう。本物の英えい雄ゆうだ。昔むかしの聖せい人じんにだって劣おとりやしない。あいつがいるなら聖戦は終わるだろうと、俺だって思った」

　誰だれのことかは訊きかずとも分かった。

　玻は璃りだって、そう思ったからだ。

　たったひとり、聖せい戦せんの中でも特別であった少年。彼がそこにいるだけで、誰もが弱よわ気きを忘れ勝利を確信した。

　きっと、それは壬み生ぶ蒼そう馬まですら変わらなくて──




「……だが、俺は終わって欲ほしくなかった」




　呻うめくような響ひびきに、少女は耳を疑った。

「…………っ！」

　玻璃が身みを強こわ張ばらせる。

　違ちがう。

　さっきまでの蒼馬と、この男は違う。

　唇くちびるがめくれ、鋭するどすぎる糸切り歯ばが覗のぞいた。目には赤しやつ光こうが宿やどり、形ぎよう相そうは卑いやしく歪ゆがみ、呼こ気きさえおぞましく変じて少女を睨ねめつけている。

「不ふ思し議ぎだよな。吐はくほど怖こわくて恐おそろしくて、毎日夢ゆめでうなされるほどにおぞましかった。それも、俺の強さが足たりないとかじゃない。〈獣ベステイア〉って存そん在ざいがそれほどに異い常じようなんだ。百斃たおそうが千屠ほふろうが、人間はバケモノの存在に耐たえられやしない。

　──なのに、聖戦が終わると思うと、今度は身体からだが空からっぽになっちまった。比ひ喩ゆじゃねえぞ。本当に空っぽなんだ。胸むねの内側を吹き抜ける、乾かわいた風の音だって聞こえるほどに」

　蒼馬は、嗤わらう。

　ぞろり、と内側の本ほん性しようが垣かい間ま見えたようでもあった。

「するとな、夢が変わるのさ」

　いっそ恍こう惚こつと白はく昼ちゆう夢むを見るごとく、蒼馬が言う。

「続けたかった。続けて欲しかった。ずうっと戦いを続けて欲しかった。分かるか？　俺が夢で見たのはそんな自分だ。いつまでも血ちに濡ぬれて、バケモノを切り刻きざんで悦よろこんでいる自分だ。『九く瀬ぜ諫いざ也や』みたいな英えい雄ゆうとはほど遠い、身み勝がつ手てで卑しくて浅あさましくて、どうしようもなく腐くさり果てた自分自じ身しんの姿すがただ」

「……あな、た」

　少女が、一いつ歩ぽ後ずさる。

　知っている。

　こういう変へん貌ぼうを、玻璃は知っている。

　人間の道どう理りを失わせ、あるいは箍たがを外はずしてしまう──そんな『存在』を知っている。

　すなわち。

　──〈獣ベステイア〉、と。

「お前は……見なかったか？　そんな夢ゆめを。変わり果はてた──いいや本当の自分が映うつり込んだ夢を」

　蒼そう馬まの言こと葉ばは、玻は璃りの胸むねをついた。

　あの病室で、イザヤにも語った恐きよう怖ふ。

　今も──ここに至いたるまでの曖あい昧まいな記き憶おくにも覚える不安。

　自分は……ひょっとして、もはや朱と鷺き頭とう玻璃ではないんじゃないのか？

（でも……）

　同時に、玻璃は別の意い図とをも読み取った。

「あなたは……イザヤ兄にい様さまを、どうするつもりなんですか？」

「ほう」

　蒼馬がにんまりと唇くちびるを歪ゆがめた。

「お前じゃなくて……イザヤか？」

「〈獣ベステイア〉としての自分が欲ほつしているのは私……と言いました。でしたら、そうじゃないあなたが執しゆう着ちやくしているのは別の誰だれかになります。イザヤ兄様のほかに、そんな相あい手てがいると思えません」

「なるほど。思いの外ほか、聖せい女じよ様さまは人の内ない心しんを見抜くのに長たけてらっしゃる」

　ゆっくりと、蒼馬はうなずいた。

「あいつが……本当にあいつなら、それもいい」

（……本当……に？）

　言葉に違い和わ感かんを覚えた玻璃へ、蒼馬は目を細めた。

「……だが、やはりお前が先だろう」

　足が、霞かすんだ。

　その爪つま先さきが、少女の鳩みぞ尾おちにめりこみ、華きや奢しやな身体からだを突つき飛ばしたのだ。

　水切りみたいに、二度、床ゆかと激げき突とつした。それでも勢いきおいはとまらず、ぐるんと薄うす暗ぐらい視し界かいが回転する。最後には、部へ屋やの端はしに設もうけられた石積みの暖だん炉ろへとぶつかり、石と肉にくの相あい打うつ嫌いやな音をたてた。

　声も、出なかった。

　蒼馬にしてみればたっぷりと手て加か減げんした一いち撃げきだったろうが、それでも少女の身体を破は壊かいするには十じゆう分ぶんすぎた。

「ぁ……か……」

　ただ、呻うめきのみが、喉のどからこぼれる。

　横倒しになった視界の中で、蒼馬が近づいてくる。

　わざとゆっくり歩み寄り、再ふたたび爪先が少女を抉えぐった。今度は脇わき腹ばらに潜もぐり込んだ爪先が、玻璃の内ない臓ぞうを死なない程度に痛いためつける。絶ぜつ妙みように骨ほねと骨の間を狙ねらい、爪つま先さきと踵かかとが少女を蹂じゆう躙りんする。恐おそろしいほど丁てい寧ねいな、昆こん虫ちゆうの標ひよう本ほんでもつくるように繊せん細さいな、人間を人間の外がい見けんを保ったまま精神こころだけを壊こわすための技術。

「──要ようは、本当のお前を引きずり出せばいい。腕うでや足を潰つぶしたところで、死にさえしなければ支し障しようはあるまい。それでお前の本ほん性しようが出ないなら、そのときはそのときだ」

　女に暴力を振るう趣しゆ味みがないと、そう口にした男の言こと葉ばか。

　今の蒼そう馬まは、残ざん虐ぎやくで残ざん忍にんな〈獣ベステイア〉でしかなかった。

「…………っ」

　玻は璃りの身体からだから、力が抜ける。

　避よけることも防ぐこともかなわず、だらりと少女の首がうつむく。無ぶ様ざまに腕うでが垂たれ、埃ほこり臭くさい絨じゆう毯たんに寝転がった。そうなっても、痛みだけは確かく実じつに玻璃の脳のう髄ずいを切り刻きざんでいく。

　自分の身体が、痛みの神しん経けいだけを残した肉にく袋ぶくろにでも変じたようだった。

　だけど。

　激げき痛つうの中でまだ、少女は思考を停止してなかった。

（私が……私だけじゃ……ない……？）

　少女は、思う。

　この剣けん士しのように、忌いまわしい本性を自分は抱かかえているのか。

　いつかはその本性に身体を奪うばわれ、人に仇あだなすばかりの〈獣ベステイア〉となるのか。

　それでも、

（……私の中に……誰だれかがいるなら……！）

　この期ごに及およんでも、少女は諦あきらめていなかった。

　身体に力は入らず、拳こぶしを握にぎることも歯はを嚙かみしめることもかなわず、それでも少女の精神こころはまったく屈くつ服ぷくしていなかった。

　自分だけでは、勝てない。

　何も、できない。

　自分ひとりでは。

　必ひつ要ようなのは、現状を打だ破はするための手段。たとえ一線を踏ふみ越こえてでも、自分の成なすべきを成すための──その手段として利用しようとする、貪どん欲よくなまでの意い思し。蒼馬も知らず、朱と鷺き頭とう玻璃という少女を構成しているのは、そういう熱情であった。

　聖せい女じよなどという言葉からはかけ離はなれた、熾し烈れつな闘とう志し。

（……あ……ぁ）

　何かが、腹ふく部ぶで蠢うごめいた気がした。

　ひどく致ち命めい的てきで、おぞましく、触ふれてはならぬ何かの気け配はい。

　その意思を、感じられた。

　甘あまい声に、囁ささやかれた気がした。




『──欲ほしいの？』




　と、尋たずねられたのだ。

　一度も聞いたことがないのに、何な故ぜか聞き慣なれた声だった。




『──だったら──あなたは、あたしに……をくれるの？』




　途と中ちゆうが、聞こえなかった。

　とても大切なものに思えた。

　けしておいそれと差し出してはならぬ、自分にとって──いいや人間にとって欠かくべからざる何かを指定されたようだった。

（……私、は……！）

　玻は璃りは、決意する。

　自分に出で来きる、精せい一いつ杯ぱいのこと。

　たとえ、後になって誰だれもに指し弾だんされるような忌いまわしき契けい約やくでも、それでも今を打だ開かいするために必ひつ要ようなことならば。

　自分の内側へ、叫さけぼうとする。

　その、瞬しゆん間かんだった。

　蒼そう馬まの身体からだが旋せん風ぷうのごとく回転し、纏まとった聖職衣カソツクが跳はね上がった。





「断罪衣イスカリオテ起き動どう。我われは模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する。我は八万七千五百十四回、神の奇き蹟せきが舞まい降りた状じよう況きようを模倣する」






　即そく時じ展開。

　通常の展開福ふく音いんを一部省しよう略りやくしつつ、その両肩には鬼き面めんと聖せい母ぼの肩当てが広がって、極きよく度どの負ふ荷かに聖せい霊れい機関が悲鳴をあげた。赤と黒の形作る装そう甲こうはどこか日に本ほんの甲かつ冑ちゆうにも似にて男の身体を包み込み、蒼馬は漆しつ黒こくの刃やいばを流りゆう星せいのごとく打ち振った。





「我は模倣する──聖ロギノスの刃を！」






　それと、同時。

　凄すさまじい光こう芒ぼうが、洋よう館かんを切り裂さいたのだ。

　漆しつ黒こくの刃やいばは、その光と切り結んだ。

　奇き蹟せきと奇蹟とが拮きつ抗こうし、互たがいのセカイを──限定量子干かん渉しよう場ばを喰くらいあう。

　せめぎ合うのは光と闇やみ。雷らい霆ていの光こう芒ぼうと漆黒の流りゆう星せい。わずか数すう瞬しゆんの拮抗は、永と遠わの戦たたかいのようにも思われた。

　そして、裂さけた。

　蒼そう馬まの刃を中心として、白はつ光こうは分ぶん岐きする奔ほん流りゆうのごとく、いくつにも引き裂さけたのだ。

　それらの光が落ち着いてから、蒼馬はゆっくりと刀を引き戻した。

「意外だな。俺の知ってるカルロのやり方からすると、ここはベタオリするところだと思ってたぜ。──それに」

　それに、と加えて、砕くだけた部へ屋やの壁かべから見下ろした。

　今の一いち撃げきは、屋や敷しきの外から放たれていたのだ。それでいて正確に蒼馬を狙ねらい定めていたのは、やはり第九祭さい器きのサポートあってのものだろうか。

　裂け目の向こう側がわに、玻は璃りもまた大きく目を剝むいた。

「──イザ、ヤ──兄にい様さま──！」

　夜のただ中。

　廃は棄きされた洋よう館かんの、広い庭。

　砕くだけた石せき像ぞうや、朽くちた花々の狭はざ間まに、その影かげはたたずんでいたのだ。
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　響ひびきわたるのは、機械音声。





「外部聖せい霊れい機関による特とく殊しゆ起き動どう──および再定義による再さい試し行こう、成功。断罪衣イスカリオテ起動。我われは模も倣ほうせり。我は模倣せり。すなわち二万八千二百三十八回の試行を開始せり」






　翻ひるがえるは、純じゆん白ぱくの断罪衣イスカリオテ。

　首もとから翼つばさ状じようの背はい甲こうまで一体化し、洗せん練れんされた優ゆう美びな鎧よろい。

　聖せい戦せん当時、紅ぐ蓮れんの夕陽を受けてなお純白に輝かがやき、多くの人々を鼓こ舞ぶした勇ゆう姿しは、今、一夜の幻まぼろしのように再現されていた。

　目をこすったりすれば、すぐ搔かき消えてしまいそうなほどの、美しい幻。

　機械音声とともに、少年が言う。





「我は模倣せり。──聖せいゲオルギウスの槍やりを」






　堂々と、力強く、蒼そう馬まへ向けて言い放つ。

　ゲオルギウスの槍を手に、第九祭さい器きたるノウェムを傍かたわらに、イザヤは廃はい墟きよの庭園へと立ち上がっていたのだった。





２






　御みさ陵さぎ市し・第三区。

　中ちゆう央おうの第一区に隣りん接せつする中では、最もつとも広く、最も古い建けん築ちく物ぶつの多い区だった。三年前以前は市役所などの公こう共きよう施し設せつを集中させていた場所でもある。だからこそ、この区は市内でも多くの旧きゆう市し街がいを抱かかえており、蒼馬の選んだ屋や敷しきもまた、そうした街まちのひとつだった。

　今、多くの隔かく壁へきが立ち上がり、この屋敷を隔かく離りしていた。

　先の中央ビルの破は壊かい時点から、あたりの避ひ難なん警けい報ほうは解かい除じよされてない。一いつ般ぱん市し民みんを巻き込む可か能のう性せいは、ほぼ考えずとも良くなっていた。

「イザ、ヤ──兄にい様さま──！」

　砕くだけた壁かべの向こう。

　叫さけんだ少女へ、イザヤは顔を向ける。

　もうひとりの玻は璃り──妖よう女じよでないのは分かっていた。

　距きよ離りはあっても、少女の鼓こ動どうや吐と息いきまではっきりと把は握あくすることができたからだ。

　それも、断罪衣イスカリオテを起動させた結果だった。限定量子干かん渉しよう場ばと接続された感かん覚かく器き官かんは、単たんに鋭えい敏びんになっただけではなく、ずっとダイレクトに少年と世界とを結びつける。

　だからこそ、少女の無む残ざんな状じよう態たいがイザヤには理解できた。

　文字通り、痛いほどに伝わった。

「玻は璃り──さん──」

　呟つぶやき、少年は唇くちびるを嚙かむ。

　そして、その傍かたわらから、

「イザヤ……様……」

　と、もうひとつの声がかけられた。

　ノウェムであった。

「お前は、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい……フィードバックへの制せい御ぎよプログラムは無事機能しているようです。概がい算さんで負ふ荷かは七十八％に抑おさえられています。光背による聖せい霊れい機関の無線維い持じ範はん囲いは……六十四メートルが理論上の限界ですので……お気をつけください」

　どこか切せつなげに、ノウェムが告つげる。

　こちらも断罪衣イスカリオテを展開していたが、白はく銀ぎんの装そう甲こうは今にも分解しそうに頼たよりなく震ふるえていた。

　副ふく作さ用ように耐たえているのだ。

　本当の『九く瀬ぜ諫いざ也や』ならぬイザヤが断罪衣イスカリオテを行こう使しするには、いくつかの条じよう件けんが必ひつ要ようとなる。

　そのひとつが、他の聖霊機関を借りることであった。

　今、ノウェムの聖霊機関は、自じ身しんのそれとイザヤの断罪衣イスカリオテを同時に維持している。断罪衣イスカリオテを展開することが限定されたセカイをねじ曲まげる行こう為いだとすれば、ノウェムを苛さいなんでいるのは正常に復ふつ帰きせんとするセカイそのものであった。

「分かった。すぐに、終わらせる」

　光の槍やりを掲かかげ、少年が言う。

「……へえ」

　と、蒼そう馬まが舌したなめずりした。

　跳ちよう躍やくする。

　二階の部へ屋やからかつての庭園へと、蒼馬は着地した。鎧よろいの重量など一いつ切さい感じさせず、膝ひざの屈くつ伸しんだけですべての衝しよう撃げきが吸きゆう収しゆうされる。

　ぐっと近くなった距きよ離りで、少年と剣けん士しとは互たがいに見つめ合った。

「大きく出たな、『九瀬諫也』」

　最後の名前を、わざと強調して蒼馬は言った。

「俺も思わなかったぞ？　まさか聖せいゲオルギウスの断罪衣イスカリオテまで扱あつかえるなんてな」

「…………」

　イザヤは、答えない。

　少年もまた、副作用に耐えていた。

　右手の甲こう。その皮ひ膚ふと骨ほねと神しん経けいの間を縫ぬって、毒どく蛇へびに這はいずられるような痛いたみが疼うずいていたのだ。条じよう件けん付つきとはいえ断罪衣イスカリオテを扱あつかえるようになったイカサマの代だい償しようは、少年をじわじわと蝕むしばんでいた。

「どうした？　今いま更さら正しよう気きに戻って怖おじ気けづいたか？　言っておくが、聖せい戦せんで〈獣ベステイア〉を倒たおした数は俺の方が多かったはずだぜ」

　蒼そう馬まが問といかける。

　その唇くちびるがねっとりと涎よだれを垂たらして引き裂さける。

　鞘さやにしまった大おお太だ刀ちを摑つかんだ指は、今にも暴発しそうにがくがくと震ふるえ、黒い瞳ひとみの奥おくには狂きよう気きじみた光さえ浮いていた。

　その様よう子すに、イザヤも感じる。

　違ちがう、と。

　この男は、先ほどまでの蒼馬とは違う。〈獣ベステイア〉として塗ぬり替えられた男の在あり方は──海岸と中ちゆう央おうビルとで遭そう遇ぐうした二回とは、まったく異ことなっている。

　今の蒼馬ならば、赤あか子ごの腕うでをもぎとることだって躊ちゆう躇ちよすまい。

　この闇やみが残らず針はりと化かして、自分の肌はだをつくかのごとき恐きよう怖ふを、少年は存ぞん分ぶんに味わっていた。

「…………」

　それでも、少年は退ひかなかった。

　一歩たりとも、退くことなどしてやらなかった。

「イザヤ──兄にい様さま──」

　玻は璃りが、呻うめく。

　足が萎なえており、少女は強ごう引いんに手で身体からだを引きずった。

　戦たたかってはならないと、そう言わなければならなかった。

　蒼馬の戦せん闘とう能力は聖戦当時より〈獣ベステイア〉によって増ぞう幅ふくされ、片かたやイザヤは断罪衣イスカリオテを使えるようになっても、当時の『九く瀬ぜ諫いざ也や』からすれば失われたものばかり。

　二年前は互ごしていたふたりの差は、今や比くらべるべくもない。

　カルロやラーフラとの戦いを思い出すまでもなく、いかにノウェムの支し援えんがあっても、その差を埋うめられるとは思えなかった。

　だから。

　なのに。

「あ……」

　何も、言えなくなった。

　玻璃もまた、少年の顔を見たのである。

　二年前の玻璃は、結局見なかった顔だった。戦いから遠ざけられ、庇ひ護ごされていた少女に、『九く瀬ぜ諫いざ也や』は優やさしい聖せい人じんとしてしか接さなかった。

　そして、この都と市しに至いたってからは、自分自じ身しんがしていた顔だった。〈槍ランス〉を率ひきい、カルロと共きよう闘とうし、自みずから〈獣ベステイア〉の囮おとりとなった少女が、獲かく得とくせざるを得なかった表情であった。

　戦せん士しの顔を、今のイザヤは浮かべていたのであった。

「僕は……取り戻しに来たんです」

　と、少年は告つげた。

「あ？」

　蒼そう馬まが眉まゆを寄せる。

　鬼き哭こく啾しゆう々しゆうと風さえ絶たえて、花々も朽くちた庭園のただ中で、少年はどこか哀かなしげに囁ささやいたのであった。




「かつての『九瀬諫也』にあって、今の僕に足たりないものを……取り戻しに来たんです」




「取り戻す……か」

　と、蒼馬は息いきをついた。

　二年前の自分と、今の自分との変化を思ったのかもしれない。

「いい言い訳わけだな。変な演えん技ぎよりはずっとマシだ。だが、代だい償しようは高くつくかもしれねえぞ？」

「お互たがい様ですよ」

「そうか」

　低く、蒼馬は笑った。

　それが合あい図ず。

　白と黒、ふたつの断罪衣イスカリオテが疾しつ風ぷうと化かした。





「我われは模も倣ほうする──！」






　どちらともなく走り寄ったふたつの色い彩ろは、互いの奇き蹟せきをもって、それぞれの限定量子干渉場セカイを砕くだくべく牙きばを剝むいたのであった。
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　光の槍やりと、漆しつ黒こくの刃やいばが相あい打うった。

　あらゆる魔ま性しようを滅めつする、聖せいゲオルギウスの槍。

　あらゆる奇蹟を無むに帰する、聖ロギノスの刃。

　このふたつが激げき突とつしたとき、矛む盾じゆんはそのままに、ごおと烈れつ風ぷうが巻いた。光こう槍そうと黒こく刃じんのぶつかりあった接点で、現実の物理法ほう則そくが砕くだけて、悲鳴をあげたのだ。

　ありえるはずのないことを奇き蹟せきと呼ぶなら、これはなんと呼べばよかろう？

　吹きすさぶ剛ごう風ふうの中、イザヤは光こう槍そうを打ち振った。

　同じ数だけ、蒼そう馬まも黒こく刃じんを振るい、奇蹟の激げき突とつはとめどなく連れん鎖さする。そのたび悲鳴の風は勢いきおいを増し、干ひからびた花や土くれが庭園の中ちゆう空くうを舞まうのだった。

「覚えてるか？　いや、知ってるか？」

　と、蒼馬が訊きいた。

「しょっちゅう、こうして訓くん練れん場じようでやりあった。シミュレーションじゃ、八はち割わり方がたは俺の勝ちだったぞ。本番でお前を斬きるわけにいかなかったしな」

　本物の『九く瀬ぜ諫いざ也や』をしても、この男にはかなわなかったものか。

　それも、少年には理解できた。

　壬み生ぶ蒼馬という戦力は、個ことして完成している。英えい雄ゆうとして皆みなを鼓こ舞ぶした『九瀬諫也』とはまるで違ちがう在あり方だ。ゆえに、個の戦力として壬生蒼馬が上うわ回まわっても、不ふ思し議ぎはあるまい。

　しかし。

　それは、聖せいゲオルギウスの断罪衣イスカリオテでも、壬生蒼馬にかなわないということではないのか？

「…………」

　イザヤも、自分で不思議だった。

（何して、るんだ、俺、は？）

　切れ切れに、思う。

　断罪衣イスカリオテのサポートによって、かろうじて戦たたかいらしい展開にはなっているものの、身体からだはとっくに軋きしみをあげている。右手に渦うず巻まく痛いたみと熱は変わらず、今にも自分ごと燃え上がってしまいそうだった。

　もとより、まともに蒼馬とやりあうつもりなどなかったのだ。

　あくまで少年の目的は、自分の仕し事ごとを完かん遂すいするため──朱と鷺き頭とう玻は璃りを奪だつ還かんするだけであり、蒼馬と直接戦せん闘とうを行おこなう必ひつ要ようはなかった。

　なのに。

　どうしてだろう。

　こうして戦っていることを、イザヤは嫌いやがっていなかった。

　蒼馬は恐おそろしい。

　今までのどんな〈獣ベステイア〉よりも、イザヤの心を切り刻きざむ。純じゆん粋すいな戦闘能力はもちろん、『九瀬諫也』の隣となりで戦ってきたという事実をもって、少年の正体さえ暴あばこうとする。

　少年がたったひとつ頼たよりとする、『九瀬諫也』という仮か面めんさえ打ち砕く。

（……く、そ）

　どうしようもなく恐ろしいのに、どこかでイザヤは──

「何、ぼうっとしてやがる？」

　漆しつ黒こくと光こう芒ぼうの鍔つば迫ぜり合った中、蒼そう馬まが猛たけ々だけしい歯は並ならびを見せる。

　一ひと際きわ高い音が、ふたりを突つき放した。

　蒼馬の刃やいばが、強ごう引いんに少年を押しのけたのだ。腕わん力りよくだけではない。単たん純じゆんな膂りよ力りよくの勝負であれば聖せいゲオルギウスの断罪衣イスカリオテも大きくは劣おとらぬ。それでいて、あっさりと少年を突き飛ばした術理は、蒼馬の修おさめた剣けん術じゆつによるものだった。

　そのまま大おお太だ刀ちは反転した。





「我われは模も倣ほうする──聖ロギノスの見た地ち異いのひとつを！」






　刃は、地面をついた。

　湧わき起こる地鳴りは、先の地じ震しんからすればずっと小さな規き模ぼ。しかし、この庭園においては勝まさるとも劣おとらぬ激げき震しんとなり、ばかりか少年の足あし元もとに開いた地割れから、鋭するどい岩がん石せきの槍やり衾ぶすまを突き出させたのだ。

　模倣奇き蹟せきの、応用。

　聖ロギノス・第二種奇蹟の変化。

　ただの力押しではなく、奇蹟さえも含めた千せん変ぺん万ばん化かの戦術が、壬み生ぶ蒼馬の最強たる所以ゆえんでもあったか。

「っ──！」

　たまらず、少年が跳ちよう躍やくする。

　それをも、蒼馬は見み透すかしていた。

　空中へ逃げた少年へ、横よこ殴なぐりに流れる漆黒の刃。

　イザヤの身体からだも、それに応おうじた。

　断罪衣イスカリオテの指し示すまま、光の槍やりで食い止める。注そそぎ込まれる大量の戦せん闘とうデータは、つかのまだが少年を一流の戦士へ変えていた。

　しかし、

「おおおおおおっ！」

　蒼馬の剣けん撃げきは、一いち撃げきではなかった。

　ただの一撃で少年を葬ほうむろうと思うほど、蒼馬は浅あさはかではなかった。




　黒こく刃じん、六連。




　間かん断だんさえおかぬ、音おと無なしの連れん撃げき。

　かろうじて光の槍で受けても、もはや衝しよう撃げきは殺せなかった。少年の身体が地面と平行に吹き飛び、屋や敷しきの壁かべと激げき突とつ。半なかば以上めりこみ、あばらに激げき痛つうが走った。

　確かく実じつに、折おれた。

　一本か数本まとめてかは分からない。ただ灼しやく熱ねつだけがイザヤの脳のう髄ずいを刺さす。純じゆん白ぱくの断罪衣イスカリオテの装そう甲こうにもひびが入り、こほっとむせた舌したに嫌いやな鉄てつの味あじが残った。血ちの味だと分かるのに、数すう瞬しゆんの時間を要ようした。

「ご……あ、は……っ！」

　断罪衣イスカリオテとの接続も、激げき痛つうを和やわらげる効こう果かまではない。

　背中だか脇わき腹ばらだかも分からず、肉にくと骨ほねがまるごと焼けるようだった。今にも意い識しきが途と絶ぜつしてしまいそうで、むしろ痛いたみにすがりつくようにして、少年は顔をあげた。

　それでも、壁かべに手をついて無む理り矢や理りに立ち上がろうとして──見た。

　視し界かいの先、自らの吹き飛ばした少年のダメージを残ざん酷こくに、冷れい静せいに見定めるふたつの瞳ひとみ。

「──おいおい、『九く瀬ぜ諫いざ也や』なんだろ、お前」

　引き裂さけた唇くちびるが、言った。

「だったら、その程てい度どで沈しずむなよ？」

　蒼そう馬まが低く嗤わらった。

　イザヤが吹き飛ばされ、再ふたたび開いた距きよ離りはおよそ十メートル。

　身をのべる。

　海岸のノウェムとの戦たたかいでも使った、縮しゆく地ちの技術。

　しかし、海岸での縮地はまだ遅かったのだと、イザヤは思い知った。

　ほぼ囁ささやきと同時に、蒼馬は少年の眼前へ移い動どうしていた。もはや事実上の瞬しゆん間かん移動に等しい。時空をねじまげたごとき錯さつ覚かくとともに、下段から掬すくい上げられる漆しつ黒こくの乱みだれ刃は紋もん。

　ぼっ、と血ち煙けむりが噴ふいた。

　断罪衣イスカリオテの装甲などまるで紙切れのごとく切り裂さき、しかし、その一いち撃げきは少年の命めい脈みやくを断たつには浅あさかった。

　半なかばで、割わり込んだ剣けんのためだった。

「ぁ……」

　イザヤが、瞬まばたきする。

　見み間ま違ちがえようもない銀ぎん色いろの髪かみが、目の前を舞まっていた。

「やっぱり、お前かよ」

　蒼馬が苦く笑しようした。

　瞬間、苦笑は銀の炎ほのおに滲にじんだ。





「私は模も倣ほうします──聖せいアガタの炎を！」






　銀ぎん色いろの聖せい炎えんから、蒼そう馬まがやはり身をのべて、横に滑すべった。

　流れるような移い動どうともに距きよ離りをとった蒼馬を油ゆ断だんなく見やり、ノウェムは傍かたわらの少年へと微び笑しようを向けた。

「イザヤ……様」

「お前……」

　イザヤは、唇くちびるを嚙かんだ。

　動けるのが、信じられなかったからだ。

　ふたつの断罪衣イスカリオテを保持した上、さらに模も倣ほう奇き蹟せきまで行こう使ししては、聖せい霊れい機関と人形にかかる負ふ担たんは倍増しになる理り屈くつであった。実際、人形の膝ひざはがくがくと震ふるえ、白はく銀ぎんの断罪衣イスカリオテはノウェム自じ身しんとイザヤの血ちに染そまっている。〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉を保持していることさえ、今のノウェムには辛つらそうだった。

「……大だい丈じよう夫ぶ、です」

　それでも、人形は微笑した。

　イザヤを、護まもるために。

「……イザヤ様を……最さい優ゆう先せん順じゆん位いとするのが……私です」

　掠かすれる声で、言った。

　そして、

「──で、まだやる気か？」

　大おお太だ刀ちを片かた手てで握にぎり、蒼馬が訊きく。

　断罪衣イスカリオテの、胸むねのあたりを撫なでる。

「カルロと、ラーフラとかいう黒いヤツに、感かん謝しやしとけ。あのダメージがなければ、第九祭さい器きもお前もまとめて両りよう断だんできた」

　これでもダメージがあったのだと、蒼馬は言った。

　思えば、イザヤが単たん体たいで戦たたかえたのも、その負ふ傷しようがあってのことだろう。そこに、少年の断罪衣イスカリオテを見定める意い図となどが重なって、やっとイザヤは数合のみ張はり合うことができた。

　彼ひ我がの差は、絶望的などという言こと葉ばではくくれぬ。

　はっ、と蒼馬は吐はき捨すてる。

「言ってしまえば、お前らの望のぞみがあったのはカルロが倒たおれるまでだ。俺を止められる可か能のう性せいがあったのはあいつぐらいだし、あいつもそれを分かっていたからこそ、俺を待まち構えて万ばん全ぜんの態たい勢せいを整ととのえた。哀かなしいのは、二年という歳さい月げつがあいつの身体からだを蝕むしばんでいたことだがな」

　蒼馬が言う。

「だから、あいつならベタオリすると思った。勝てる札ふだのない勝負ゲームでコールする馬ば鹿かはいねえだろうが。……ああいや、ここにいたわけだがな、英えい雄ゆう様さまよ。いつまでこの茶ちや番ばんを続けたら気がすむ？　その人形をぶっ壊こわせばいいのか？」

　ひどく機き嫌げんの悪そうに、剣けん士しは顔を歪ゆがめる。

　実際、彼にとって、この闘とう争そうは不ふ愉ゆ快かい極きわまる代しろ物ものだったろう。

〈獣ベステイア〉としてバビロンの大だい淫いん婦ぷを求めた行こう為いは中断され、人間としてはかつての親友との思い出を汚けがされて。

「…………」

　少年は、うつむいていた。

　傷きずついたノウェムを従したがえ、うつむいたまま、イザヤは口を開いた。

「……どうして」

「あ？」

　蒼そう馬まが片かた眉まゆをあげる。




「……どうして、そんなに『九く瀬ぜ諫いざ也や』にこだわってるんです？」




　イザヤの問といに、蒼馬は息いきをついた。

「お前にゃ分からねえよ」

　言って、片目をつむる。

「英えい雄ゆうってのはそれだけの価か値ちがある。それだけの価値があると、皆みなが認めたからだ。俺もそのひとりだ。だから、あいつは特別だったし、特別じゃなきゃならなかった。お前がそういう役をさせられてるのも、同じ理由だろうが」

　かつて、カルロが同じようなことを言った。

　自分が偉えらいのは、神かみの威い厳げんによるものでも、枢すう機き卿きよう代だい行こうという地位によるものでもない。周しゆう囲いが求め、その権けん威いを受け取ったから偉いのだと。

　そして、そうなったものは、勝かつ手てに死ぬことすら許されないのだと。

「特別じゃなきゃ……ならなかった？」

「そうさ」

　蒼馬がうなずく。

「死のうが生きようが、英雄ってのは特別だ。だからこそ信しん仰こうになる。だからこそ万ばん人にんのよすがになる。そうなった時点で、そいつはもう人間じゃねえんだよ」

　たとえば、それは聖せい霊れい教きようも同じ。

　死せる大だい工くの息むす子こは、それゆえに救きゆう世せい主しゆとなった。

　人間が人間以上を求めればこそ、英雄も救世主も生まれいずる。本人が求めるも求めないも関係なく、資し質しつを持ったものは、そういった『枠わく』に押し込められる。

　まるで、生いけ贄にえのように。

「…………」

　イザヤは沈ちん黙もくする。

　少年はぴくりとも動かなかった。

　何か言い表せないものを目まの当たりにした、哲てつ学がく者しやにも似にていた。

「……もういいよな？」

　と、蒼そう馬まは口にした。

　残った執しゆう着ちやくも尽つき果はてたかのように、剣けん士しはもう一度、長いため息いきをついた。

「もう終われ」

　漆しつ黒こくの刃やいばを、持ち上げる。





「──我われは模も倣ほうする。聖せいロギノスの長き刃を」






　模倣奇き蹟せき・聖ロギノスの第三種奇蹟の変化。

　斬ざん撃げきは、夜を吸すったかのように長く伸のびて、イザヤとノウェムへと襲おそいかかった。

　それを、少年の瞳ひとみは見つめた。

　刃の切っ先。

　もはや、ノウェムにもそれを受け止める力は残っていまい。

　遠くで玻は璃りが叫さけんでいるのも分かった。ひどく緩かん慢まんになった時間の中で、刃がぐんぐんと大きくなり、少年はふっと肩の力を抜いた。




　──刹せつ那な。

　　　夜の庭園に、太陽が生まれた。




　そうとしか思えぬ、巨きよ大だいな光の柱はしらがすべてを灼やいたのだ。

　何の混まじりけもない純じゆん粋すいなる光の束たば。光の奔ほん流りゆう。その断だん罪ざいを前に、庭園も屋や敷しきの外がい壁へきも等しく飲み込まれ、夜や気きに混じって沸ふつ騰とうする。光は光を巻いてさらに純じゆん度どをあげ、白く眩まばゆい灼しやく熱ねつの衝しよう撃げきは、解放された竜りゆうのごとく御みさ陵さぎ市しの天空へと猛たけり狂くるった。

　断罪の光。

　破は滅めつの光。

　聖ゲオルギウスの槍。

「イザヤ様……」

「イザヤ……兄にい様さま……」

　ノウェムと玻璃が、息を飲んだ。

　目の前の光こう景けいを信じられず、今も網もう膜まくに残る光の圧あつにおののいた。

「てめえ……っ」

　と、蒼そう馬まも片かた手てを押さえた。

　ぼたりと、血ちがこぼれた。

　漆しつ黒こくの刃やいばを喰くらい、今の光は蒼馬の肘ひじを灼やいていたのだ。

　この男をしても完全には回かい避ひしえぬ一いつ瞬しゆんの出で来き事ごとであり、あまりに暴ぼう力りよく的てきな光だった。

　断罪衣イスカリオテさえも焼け焦こげ、炭たん化かした左の手てつ甲こう部ぶが脆もろくも割われて、ガラス状に融ゆう解かいした地面へ落ちた。

　今度は、『再さい構こう築ちく』されなかった。奇き蹟せきによるダメージは、いかに蒼馬を喰くらった〈獣ベステイア〉といえど、回かい復ふくしえなかったのだ。

　その視し界かいで、少年は片手をあげていた。

　蒼馬が、言う。

「何を……した？」

「……分かって、きたんだ」

　イザヤは、答える。

　純じゆん白ぱくの断罪衣イスカリオテはひびわれ、身体からだもおびただしい血ちにまみれて、それでもなお少年は力強くたたずんでいた。

　光の槍やりが、再ふたたびその手に収しゆう束そくする。

　そう。

　初めてではない。

　これは、イザヤ自じ身しんが二度起こしてきた現げん象しようだ。

　一度は初めて断罪衣イスカリオテを纏まとったとき、一度は二週間前、妖よう蛾がの〈獣ベステイア〉を屠ほふったとき。

　そのどちらにおいても、イザヤは自分のやったことを理解できていなかった。

　この殲せん滅めつの光こそ、本来の槍の姿すがたであると、理解していなかった。

「……やっと……分かって、きたんです」

　もう一度、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の仮か面めんをかぶり、少年は言う。




「今の僕と『九瀬諫也』との違い……やっと、分かってきたんですよ」




「ほざくな！」

　蒼馬が吼ほえた。

　瞬しゆん間かん、その姿が消失する。

　縮しゆく地ち。もはや身をのべたと考える時間も与えず、少年の死し角かくへと滑すべり込み、蒼馬は片手で漆黒の刃を振りかぶった。

　少年の背はい後ごから、蒼馬の大おお太だ刀ちが流りゆう星せいと化かして流れた。





３






　大型装そう甲こう車しやが、御みさ陵さぎ市しの第三区を走っていた。

　対〈獣ベステイア〉用の武ぶ装そうはおろか、教団のネットワークルームにも匹ひつ敵てきする通信・解かい析せき設備を詰つめ込んだ、枢すう機き卿きよう仕し様ようの指し揮き装甲車である。

　隔かく壁へきを下げさせ、その装甲車は今避ひ難なん経けい路ろを逆ぎやく走そうしている。

　すなわち、〈獣ベステイア〉の現場へと向かっているのであった。

　その内側で、

「……申もうし訳わけありませんが、理解できません」

　ラーフラが苛いら立だたしげに言った。

「なぜ、あれを追う必ひつ要ようがあるんですか。いくら『九く瀬ぜ諫いざ也や』が英えい雄ゆうだといっても、あの戦場に踏ふみ込めば、断罪衣イスカリオテの使い手を全員失う可か能のう性せいすらあります。ええ、申し訳ありませんが、ブラザー・カルロのなさることがまったく理解できません」

「…………」

　カルロは、椅い子すに座すわったまま少年修しゆう道どう士しを見上げた。

　息いきが荒あらい。

　聖職衣カソツクの胸むな元もとには白い包ほう帯たいが覗のぞいていた。

　応急処しよ置ちをほどこしたとはいえ、蒼そう馬まとの戦たたかいで受けた深傷ふかでは到とう底てい動けるようなものではなかったのだ。ラーフラもかなりの傷きずではあったが、カルロの場合、それに加くわえて断罪衣イスカリオテによる代だい償しようも大きい。

　それでも、枢機卿代行は淡あわく笑った。

「さて」

「ブラザー・カルロ」

　厳きびしく問とい詰めるラーフラに、かぶりを振る。

「実のところ、私にもよく分かってないんですよ。どうして、私はこんなことをしてるんでしょうね？」

　曖あい昧まいに笑って、枢機卿代行は眼がん帯たいに触ふれる。

「っ──！」

　その返事に、ラーフラはまなじりをつりあげた。

「分かりました。申し訳ありませんが、戦せん況きようが絶ぜつ望ぼう的てきと見た場合、独どく自じの判断で行動させていただきます。かまいませんか？」

「ええ。お好すきにどうぞ」

　カルロが認みとめると、ラーフラは大おお股またに装甲車の裏うらへと潜もぐり込んだ。

　せめても生せい存ぞん可か能のう性せいを高めるため、断罪衣イスカリオテを調整しようとしてるらしい。基本的に真ま面じ目めな、修しゆう道どう士しらしいやり方ではあった。

　その背中を見て、

「……ああ」

　と、カルロは表情をゆるめた。

　椅い子すに身みを埋うずめ、青年神しん父ぷは低く独ひとりごちたのだ。

「ひょっとしたら、私は自分の目で見たいだけなのかもしれません。理由なんてただのそれだけで、実にみっともないわがままに尽つきるのかもしれません」

　妙みような予感があった。

　胸むな騒さわぎといってもいいかもしれない。

　それが、御みさ陵さぎ市しの守しゆ備びを固かためるつもりだったカルロを、ここまで突つき動かしたのである。

　ぶん、とモニターのひとつが明めい滅めつした。

　ノウェムの電でん子しチップから直接受信するモニターだった。喪そう神しん現げん象しようによって受信不能となっていた戦場の景け色しきが、ここまで近きん距きよ離りに近づいたことで、ようやく復ふつ帰きしたのである。

　カルロの目が見開かれる。

　それも、数すう秒びよう。

　それから、青年神父は二年前の表か情おで呟つぶやいた。




「──かつて私を変えた人の、その光こう景けいを、もう一度」
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　イザヤの手と身体からだが、自然と横へ流れた。

　半はん身みになり、背はい後ごから振り落とされた大おお太だ刀ちを、光の槍やりが受け流す。ばかりか、その勢いきおいを利用して風ふう車しやのごとく、蒼そう馬まへと反転させた。

「な──?!」

　再ふたたび、蒼馬が身をのべる。

　ぐるりと弧こを描えがき、死し角かくへと回り込む。

　誰だれも追いつけないはずの、滑すべるごとき歩ほ法ほう。『九く瀬ぜ諫いざ也や』の名をかたる少年ごときに、その動きが見切れるはずもない。

　なのに。

　眼がん前ぜんに、イザヤの顔があった。

　鋭するどい瞳ひとみが蒼馬を睨にらみつけ、光の槍が蒼馬の刀かたなと相あい打うった。

（俺に──追いつく!?）

　目を剝むいた。

　身体からだは冷れい徹てつに戦せん闘とうを続行しながら、蒼そう馬まの思し考こうは不ふ可か解かいな現げん象しようへ向けられていた。

　何だ、これは？

　どうして、この少年が自分の動きを追いきれる？

　まるで、『九く瀬ぜ諫いざ也や』のように、理解できぬ彼方かなたから自分を見つめてくる？

「…………」

　対して、イザヤは沈ちん黙もくしていた

（……なんか、明るいな）

　ひどく、視し界かいがクリアだった。

　今までも、細さい密みつに世せ界かいを感じることはできた。

　限定量子干かん渉しよう場ばと接続された感かん覚かくは、百メートル先で風に揺ゆれる樹じゆ木もくを、その木この葉はの一枚ずつまでばらばらに観かん測そくすることを可か能のうとした。

　しかし、今は、その流れを把は握あくできたのだ。

　漠ばく然ぜんとしつつ絡からみ合った、万ばん物ぶつの流れである。大陸の向こうで蝶ちようが羽はばたき、そのささやかな風がやがて嵐あらしとなるような──無数の要素パラメータが関係し合った流る転てんの事じ象しようである。

　蒼馬の動きもまた、そんな流れを利用していた。

　自じ身しんだけではなく、敵てき方かたをもその流れに誘ゆう導どうすることで、思考の隙すきや死し角かくをつくりだし、その虚きよをつくように動いている。

　おそらくは、これが蒼馬の技術の根こん本ぽんだったろう。

　単たん純じゆんな機動速度ならノウェムに劣おとるはずの蒼馬が、戦せん闘とうにおいてはむしろ主導権イニシアチブを握にぎることができる──その秘ひ密みつ。

　だからこそ、今のイザヤは蒼馬を捉とらえることができた。





「我われは模も倣ほうする──聖ロギノスの刃やいばを！」






　ぞん、と空気が裂さけた。

　黒こく刃じんがやすやすと大地を抉えぐり、その軌き跡せきを隠かくしたまま、下段から少年の顎あごもとを狙ねらう。

　それも、見えていた。

　首を動かして紙かみ一ひと重えで避よけ、光の槍やりを突つき出す。

　打ち合わせていたかのように、今度は蒼馬の刃が反転し、その刺し突とつを防いだ。

　まるで、ワルツだ。

　互たがいに流れを読んでいるがゆえ、戦たたかいからは余よ計けいな成分が削そぎ取られ、互いに命を奪うばいとらんとする鋭するどさと鮮あざやかさだけが残った。

　しかし、今のふたりが戦っているのは、さらに高こう次じの盤ばん面めんである。

　受けられるのも、避さけられるのも、承しよう知ちの上。

　目的とするのは、五ご手ても十じゆつ手ても先。

　最終的に、自みずからが勝利する、その流れ。

　互たがいに、その流れを摑つかみとらんと、はかない火ひ花ばなを散ちらす。

「──なめるな！」

　蒼そう馬まが、吼ほえた。

　半なかば強ごう引いんに、蒼馬は歩ほを踏ふみ出した。

　速度をあげる。断罪衣イスカリオテのリミッターを破やぶって、均きん衡こうを突つき崩くずす。

　その動作速度は予想しなかったものか、イザヤの意が瞠どう目もくを示すのを蒼馬は捉とらえた。大おお太だ刀ちの遠えん心しん力りよくを利用して上段からの片かた手て打ち──同時に傷きずついた左手で、断罪衣イスカリオテのジョイントからもう一本の太刀を居い合あいざまに放つ。

　二刀流。

　隠かくしていたわけではない。単たんにこれまで使う必ひつ要ようを感じなかっただけだ。

　しかし、わずかに勢いきおいを得えただけの少年を打ち崩すには十じゆう二に分ぶん。十字に薙なぎ払はらわれるふたつの太刀を避よける術すべなど、もはや現実に存そん在ざいしない。

（殺とった──！）

　対して、少年は囁ささやいた。





「我われは模も倣ほうする。──聖せいゲオルギウスの槍そう剣けんを」






　聖ゲオルギウス・第二種奇き蹟せきの変化！

　右手の槍やりよりは短く、少年の左手には光の剣が生まれた。ふたつの光を握にぎり、少年の身体からだが加速。そして蒼馬も止まらぬ。十じゆう字じに薙ぎ払った二に刀とうを受け止められて、さらに立て続けの連れん撃げき。常じよう人じんには視し認にんすら不ふ可か能のうなそれを、イザヤはひたすらに耐たえ、受け止め続ける。

　庭園に響ひびくは、無む尽じんに続く激げき突とつ音おん。

　死し角かくを突き、術じゆつ理りを尽くした変へん幻げんの双そう刃じん──その悉ことごとくを、イザヤが受け止める。

「…………！」

　逆ぎやくに、その光景が蒼馬を冷れい静せいにさせた。

　守しゆ勢せい一いつ辺ぺん倒とうとはいえ、自分の二刀を偶ぐう然ぜんで止められるはずもない。

　もはや単たんなる僥ぎよう倖こうでは処しよ理りできないと判はんじたからこそ、蒼馬は自分の中心がすうと冷えるのを感じた。

「何が……分かった……？」

　蒼馬が言う。

　その間も、ふたりの間で交かわされる剣けん戟げきは変わらない。

　一いつ瞬しゆんでも気を抜けば命を絶たたれる鋭するどさは変わらず、むしろふたつの奇き蹟せきが相あい打うつ烈はげしさは、一いつ層そうその度ど合あいを増していた。

　異い様ような音を立てて、四つの刃やいばが嚙かみ合う。

　その状じよう態たいのまま、

「あなたが……言ったことですよ」

　と、少年は口にした。

「俺の？」

「英えい雄ゆうは……皆みなが認めたからこそ、特別にならなきゃいけないんだって、あなたがそう言ったでしょう」

　イザヤが言う。

　鍔つば迫ぜり合った互たがいの距きよ離りは二十センチもない。

　ふたりの体たい勢せいを支ささえているのは、実に危うい力の均きん衡こうだ。わずかでも崩くずれれば、たちまち熾し烈れつな戦たたかいが再さい開かいされるだろう。

（…………）

　その中で、イザヤは思った。
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「イザヤ……様……」

　ノウェムは、地面に膝ひざをついて、その戦せん闘とうを見つめていた。

　動けない。

　それだけ、蒼そう馬まの一いち撃げきは致ち命めい的てきだったのだ。

　途と轍てつもない疲ひ労ろうが身体からだを支配しており、流出した血けつ液えきの閉へい鎖さ処しよ理りはまるで追いついてなかった。第九祭さい器きの電でん子しチップには疲労を忘れさせる効こう果かもあったが、もはやそれが届とどくような範はん囲いではない。

　しかし、さきほどまでに比くらべると、身体はずっと楽らくになっていた。

（これ、は……）

　その理由に、ノウェムは驚きよう愕がくした。

　ひどく単たん純じゆんで、同時にありえない理由だった。

　あの少年が、自ら聖霊機関を稼働させているのだ。

　稼か働どう率りつは低い。十じゆう全ぜんたる能力を引き出しているわけではないし、いまだノウェムの聖せい霊れい機関からの補ほ助じよも受けている。それでも自じ身しんの聖霊機関を動かしているならば、その分だけノウェムの負ふ担たんは減げん少しようする理り屈くつだった。

　まして、模も倣ほう奇き蹟せきの変化など──

　一体何が、少年に起こったのか？

（──イザヤ、様）

　ノウェムは、胸むねを締しめ付けられるような思いで、自みずからの主あるじたる少年を見やった。
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　ひどく、時間は緩かん慢まんだった。

　自分と蒼そう馬まの間で、見えない力の流れが行き来している。

　聖せいゲオルギウスの槍やりと剣けん、聖ロギノスの大おお太だ刀ち二に刀とう流りゆう──四つの刃やいばを鍔つば迫ぜり合いに嚙かみ合わせ、ふたりで均きん衡こうを形作っている。

　そんなきわどい均衡の中で、イザヤは思う。




　──『英えい雄ゆうってのはそれだけの価か値ちがある。それだけの価値があると、皆みなが認みとめたからだ』




　少年に違い和わ感かんを覚えさせたのは、その言こと葉ばだった。

　何か、自分は思い違ちがいをしていると。

　あまりにも致ち命めい的てきで、あまりにも大きな思い違い。

　イザヤは『九く瀬ぜ諫いざ也や』を真ま似ねようとして、いつも『九瀬諫也』ならばどうしたかと考えていた。英雄と讃たたえられる『九瀬諫也』の行動を考え、それを模もすることで『九瀬諫也』になりきれるものと思っていた。

　しかし。

（……違ったんだ）

　イザヤは思う。

　必ひつ要ようなのは、そんなことじゃない。

　外側から英雄の姿すがたや仕し草ぐさを真似たところで、英雄にはなれない。

　カタチだけをいくら懸けん命めいに模倣したところで、そのものになれるはずがない。




　──どうして、『九瀬諫也』は英雄になってしまったのか？




　結果ではない。

　必ひつ要ようなのは、原因と過か程てい。

『九瀬諫也』を『九瀬諫也』たらしめた思想を、環かん境きようを、根こん源げんこそを想そう像ぞうせねばならぬ。

（…………）

　イザヤの中で──何かが弾はじけたのは、そのときだった。

　おそらく、断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやであるとはそういうことなのだ。

　模も倣ほうする奇き蹟せきと──その奇蹟が実現された、実現したのだと信者たちに想そう像ぞうされた、精神性の再さい現げん。

　断罪衣イスカリオテの『力』は、そういう基本原げん理りで成なり立っている。

　そして今、イザヤはごく一部ではあっても知っている。

　聖せい人じんと呼ばれること。

　英えい雄ゆうと呼ばれること。

　その意味を。

　その悲ひ劇げきを。

　あくまで一いつ端たんでしかないが、そういう生き方を知っている。

「イザヤ、様？」

　人形が瞬まばたきする。

　自分が知っている本物。

　初めて出会ったときから、イザヤは知っている。たとえ断罪衣イスカリオテがなくとも、たとえ四し肢しが欠け落ちようとも、一点の曇くもりもなく、〈獣ベステイア〉へと立ち向かう背中。

　あれが聖人でなければ、何なのか。

「イザヤ、兄にい様さま──っ」

　玻は璃りが叫さけぶ。

　聖せい戦せんを生き抜いた少女。

　この都と市しに来て、イザヤは見てきている。〈獣胎エンブリオ〉として五ご体たいを蝕むしばまれ、多くの〈獣ベステイア〉に何度となく襲おそわれながら、なおもひとつの組そ織しきを率ひきい、戦たたかいたいと抗あらがう精神こころ。

　あれが英雄でなければ、何なのか。

「……ええ」

　淡あわく、イザヤは微び笑しようした。

　今の自分が『九く瀬ぜ諫いざ也や』たりえているかなど分からない。

　だけど、あのふたりは本物だ。

　皆みなが特別の価か値ちを認め、その特別の価値にふさわしくあろうとする者を英雄や聖人だというなら、あのふたりこそがそうだ。

　だから、イザヤは言う。

「『九瀬諫也』がどうかは分かりません。ですが、聖人と呼ばれるべき人なら知っている。英雄と言われるべき相手なら知っている。だから、僕もそうあろうと──そう思うところから始めようとした。『九瀬諫也』も……最初はそうだったんじゃないんですか？」

　ごく些さ細さいな、きっかけ。

　それでも、十じゆう分ぶんだった。

　断罪衣イスカリオテが応こたえてくれるなら。今ここで、自分の大事なものを脅おびやかす、そんな相あい手てを討うつだけの『力』があるならば。

「て、めえ……」

　蒼そう馬まが、歯はぎしりした。

「そんなので、『九瀬諫也あいつ』を語るのか！」

　両りよう腕うでに力がこもる。

　鍔つば迫ぜり合いの均きん衡こうが──ぐらりと揺ゆれる。




　刹せつ那な、四つの刃やいばが交こう錯さくした。




　ふたつの人ひと影かげは、互たがいに跳とび退すさる。

　数メートルずつ離はなれ、片かた方ほうの人影ががくりと崩くずれたのだ。

　蒼馬の側だった。

　庭園の土に膝ひざをついた蒼馬の胸むねが、しゅうしゅうと赤せき熱ねつしていた。中ちゆう央おうビルでカルロの一いち撃げきを受けた場所だった。交こう錯さくの刹那、先の戦たたかいで受けた傷きずがわずかに蒼馬の刃を鈍にぶらせ、少年につけこむ隙すきを与えたのであった。

「は、」

　と、蒼馬が笑う。

「はははははははははははははははははっはははははははははははははははははっはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！」

　狂きよう笑しよう。

　蒼馬が、猛たけ々だけしく笑う。

　天をもつけとばかりに、哄こう笑しようする。

「そうか！　そうかよ！　あいつまで俺を否ひ定ていするか。ずっと俺の影かげで隠かくれてた小こ僧ぞうまで、俺のことを否定しやがるか！」

　胸むねに手をあてて、蒼馬は嗤わらう。

　その意味は少年には分からなかったが、何か大切なものを蒼馬が失ったのだと、そのことだけは理解できた。

「あなたは……」

　言いかけた少年の足が、ぴたりと止まった。

「なら……ついてこいよ、『九く瀬ぜ諫いざ也や』！」

「────っ！」

　蒼そう馬まが取った行動に、目を剝むいたのだ。

　大おお太だ刀ちを振るい、剣けん士しは自みずからの断罪衣イスカリオテの肩当てを──聖せい霊れい機関を砕くだいたのである。

「蒼馬──っ」

「……後こう悔かい……するなよ？」

　鈍にぶく、蒼馬の唇くちびるの端はしがつりあがり、異い変へんは即そく座ざに起きた。

　蒼馬の、背中が割われた。

　漆しつ黒こくの断罪衣イスカリオテが亀き裂れつを走らせ、まるで巨きよ大だいな蛹さなぎが割れるようにして異い形ぎようの影かげが湧わきあがったのだ。

　それは、あたかも蜘く蛛もに似にた、鋭するどい刃やいばの肢あしであった。

　屑くず鉄てつを集めたようにでたらめで、あちこちからちぎれたケーブルを垂たらしている。

　なぜか、できそこないの断罪衣イスカリオテのようだと、イザヤは感じた。

（……ひょっと、して）

　イザヤは思う。

　砂すな浜はまのとき、蒼馬は時間切れだと言った。

　あれが、〈獣ベステイア〉を抑おさえて戦たたかっていられる時間のことだとしたら？

　断罪衣イスカリオテによって、壬み生ぶ蒼馬は自分の内側の〈獣ベステイア〉を抑よく制せいし、〈獣胎エンブリオ〉でいられたのだとしたら？




「忘れてたのか？　お前が戦ってたのは〈獣ベステイア〉だぜ。とことん醜みにくくて救すくいがたい、人類の天てん敵てきだ」




　蒼馬が言う。

　その顔さえ歪ゆがみ、断罪衣イスカリオテと〈獣ベステイア〉の融ゆう合ごうした異い常じようの姿すがたに取り込まれていった。

　人ひと蜘ぐ蛛も。

　あえて名めい状じようすれば、そんな言こと葉ばになろうか。

　身体からだも一回り膨ふくれ上がり、八つの刃じん肢しを伸のばした化ばけ物ものとなって、蒼馬は朽くちた庭園に屹きつ立りつしたのである。

　そのまま、蒼馬だったモノは──これだけは変わらぬ声こわ音ねで告つげたのだ。




「〈獣〉なら、お前とやりあう必要もねえよなあ？」




　その言葉に、イザヤは気が付いた。

　庭園の上部──砕くだけた屋や敷しきの二階の壁かべから、少女が顔を覗のぞかせていることを。

〈獣ベステイア〉を誘さそう、バビロンの大だい淫いん婦ぷが！

　鋭するどく、蒼そう馬まが斜ななめに跳とんだ。

〈獣ベステイア〉と化かしたことで、断罪衣イスカリオテの限界をも超こえたか、先の闘とう争そうに数倍する速度であった。

　間まに合わない。

　イザヤもノウェムも、玻は璃りを庇かばえる位置にいない。

　颶ぐ風ふうのごとき〈獣ベステイア〉を追って、イザヤが大だい地ちを蹴けったが、到とう底てい間に合わないと理り性せいは訴うつたえていた。




　少年と人形の目の前で、〈獣ベステイア〉の刃じん肢しが、玻は璃りの胸むねを貫つらぬいた。
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　玻璃は見た。

〈獣ベステイア〉と化かした蒼馬の刃肢が、自分を貫こうとしているのを、確たしかに見た。

　その速度は、まさに迅じん雷らい。

　本来、断罪衣イスカリオテも持たぬ人間が視し認にんできる速度ではない。

　だから、きっと幻まぼろし。

　その幻まぼろしの中で、玻は璃りは『声』を聞いた。




『──欲ほしいの？』




　さっきの、声。

　身体からだの芯しんが痺しびれるほどに甘あまく、逆さからいがたい響ひびき。

　男も女も関係なく、ただ人ひ間との情じよう欲よくの奥おく底そこに訴うつたえかける淫いん猥わいな囁ささやき。




『──だったら──あなたは、あたしに……をくれるの？』




（私は……）

　玻璃は、答えられない。

　玻璃は。

　玻璃は。

　玻璃は。

　玻璃は──

『……そう』

　と、囁きは、少女の答えを肯こう定ていした。




『だったら、あなたの代だい償しようは──』
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　──間まに合うはずがなかった。

　咄とつ嗟さに飛び出してはいたが、イザヤの瞼まぶたには玻璃が殺される──その結果まで映うつっていた。




　理解まで、コンマ一秒びよう。




　だから、そんな会話がありえるはずがない。

　だから、これはきっと幻。

「──どうして来たの？」

　声が聞こえた。

　もうひとりの玻璃だった。

「あなたが来る必ひつ要ようなんかなかったはずよ。あたしが、自分からあの〈獣胎エンブリオ〉へついていったようには見えなかった？」

「ああ、そう見えたよ」

「じゃあ、どうして？　やっぱり、もうひとりのあたしのためかしら？」

「知らねえよ」

　正直に、少年は口にした。

「ただ、どうしても嫌いやだったんだよ。玻は璃りを放っておくのも、お前の思い通りにさせるのも、どっちも気にくわなかっただけだ」

　すると、妖よう女じよは淡あわく笑った。

「──馬ば鹿かね。本当、人に恥はじをかかせる男だこと」

　吐と息いきに、ほんのささやかな色が混まじっていた。なぜだか、ひどく穏おだやかで切せつなげな、ごく当たり前の少女のような色合いだった。

　そして、

「────！」

　次の瞬しゆん間かん、イザヤは戦せん慄りつした。

　妖女の気け配はいに、ぞくりとするような冷ややかさが宿やどったのだ。

　まるで、悪あく魔まと契けい約やくしたのだと、そういうような。




「だから、あなたもあの子も、引き返せなくなるのに──」




　イザヤの身体からだに灼しやく熱ねつが宿った。

　右腕うでであった。これまでも少年を苛さいなんでいた痛いたみが、猛もう烈れつに度ど合あいを増して右手の甲こうから尺しやつ骨こつ、橈とう骨こつへと削けずりあがったのである。悶もん絶ぜつすらできぬ感覚に、イザヤの視し界かいは比ひ喩ゆでなく真まっ白に染そまり──

　もうひとつの、優やさしい声がした。




「──だから、今このときだけは、僕が代わりましょう」





６






　すべては、刹せつ那なで決した。

　玻璃の死も、イザヤの絶望も、蒼馬の欲よく望ぼうもすべてが決したはずであった。




　──そのはずなのに。




　蒼そう馬まは、留とどまっていた。

　蒼馬は、戸と惑まどっていた。

　今の一いち撃げきで、〈獣ベステイア〉の刃じん肢しは少女を貫つらぬいていたはずだった。

　しかし手て応ごたえはなく、少女は無む傷きずのまま意い識しきを失って、屋や敷しきの床ゆかに倒たおれ伏ふした。

「何だ……これは……」

　その手前で、蒼馬が呻うめく。

　少女を穿うがとうとした刃肢に、光の帯おびが巻き付いていたのだ。子供の手にもたやすくちぎれそうな薄うすい布ぬのは、しかし人ひと蜘ぐ蛛もと化かした蒼馬が全力を込めてもびくともしなかった。





「再さい起き動どう、試行。限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮か想そう数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮想現実・聖せいゲオルギウスの奇き蹟せきを再起動。──すなわち三十八万七千三百五十三回の試行を開始します」






　伝でん説せつに言う。

　聖ゲオルギウスは、その槍やりと剣けんをもって毒どく竜りゆうを征せいしたと。

　そして、捕とらわれた王女の帯を持って投げつければ、その帯は獰どう猛もうな毒竜を縛しばり上げ、あらゆる反はん抗こうを封ふうじたと。





「我われは模も倣ほうせり。──聖ゲオルギウスの霊れい布ふを」






　すなわち、聖ゲオルギウスの第三種奇蹟。

　蒼馬を封じた霊布の一いつ端たんを握にぎり、庭園の少年が静しずかに言う。

「──あなたのそんな姿は見たくなかったですよ、蒼馬さん」

　微び笑しようした。

　ひどく哀かなしく。

　今にも消えそうな笑えみを。

　それだけで、蒼馬は愕がく然ぜんと理解した。

　違ちがう。

　これまでのイザヤとは違う。

　先の少年の変へん貌ぼうにも慄りつ然ぜんとしたが、これはそんな代しろ物ものではない。

　たとえ〈獣ベステイア〉と成なり果はてても、絶対に間違えようのない相あい手てであった。

　ついに追いつけないと悟さとった、遙はるかな高みにいる相手。自分には足あし元もとも届とどかせぬまま、勝ち逃げして死んでいったのだと、そう思っていた相手。

「……お、前は、誰だれ、だ？」

　掠かすれた声で、蒼そう馬まは唸うなった。

　異い形ぎようの身体からだを、前にのめらせた。

　まるで地を這はうごとき体たい勢せいで、屋や敷しきの上階から庭園の少年を睨ねめつける。

　轟ごう、と音が鳴った。砲ほう弾だんじみた勢いきおいの、蒼馬の突撃チヤージ。霊れい布ふに逆さからわず、蒼馬は少年を蹴け散ちらすことを選んだのだ。

「お前──はァァァァァァッ！！！！」

　噴ふき上がる叫さけびは、歓かん喜きだったか、激げき怒どであったか。

　突とつ進しんはもはや縮しゆく地ちでさえない。

　しかし、その速力は以前の比ひではなかった。

　背中に生えた八つの刃じん肢しが、同時に少年へと襲おそいかかる。

　そのひとつずつが、蒼馬の大おお太だ刀ちと変わらぬ──いいや、〈獣ベステイア〉と化かしたことで、数倍する鋭するどさと重さを秘ひめていた。そのすべてが蒼馬の意い思しのもと少年の殺さつ戮りくに結集し、三さん面めん六ろつ臂ぴの阿あ修しゆ羅らのように荒あれ狂くるう。

　いかな断罪衣イスカリオテの装そう甲こうも意味を持たぬ。一いつ瞬しゆん後ごの少年は、嵐あらしの前の濡ぬれた紙切れと同じく、無残に八つ裂ざきになるだろう。

　しかし、

「ああ……それは、良くない選せん択たくです」

　少年は左手で霊布を打ち振った。

　すると、霊布はさらに三つの刃肢を縛しばり、右手には光の槍やりを生んで、怒ど濤とうそのものの攻こう撃げきをいなしたのだ。その恐おそるべき意味を悟さとって、蒼馬は戦せん慄りつした。

　聖ゲオルギウス、第二種奇蹟と第三種奇蹟の同時起動。

　蒼馬ですら成なしえぬ絶ぜつ技ぎ。教団の理論上では、聖霊出力が三さん階かい梯てい、秘ひ蹟せき精せい度どが四階梯以上の断罪衣イスカリオテには可か能のうだとされていたが、よもや自みずからがその超ちよう常じようを味わうとは思ってもみなかった。

　それでも、蒼馬の動きは止まらない。

　残る三つの刃肢、そして両手に携たずさえた大太刀の斬ざん撃げき。少年には回かい避ひする術すべも、受け止める術も残されてない。

　もとより少年には躱かわすつもりなどなかったのだ。

「な……っ！」

　寸すん前ぜん、蒼馬が振り仰あおいだのは、研とぎ澄すまされた直感の賜たま物ものだったろう。

　天てん空くうから、さらなる光の槍が降り注そそいだのだ。

　蒼馬を霊布で捕とらえたのと同時に、少年はその槍を空へ放っていたのである。空に縫ぬい止められていた光の槍は、彼の意思に従したがって、この瞬しゆん間かん蒼馬へと落下した。

　すでに驚きよう愕がくは蒼馬の精神こころから絶たえ、ただ事実のみを厳げん然ぜんと理解した。

　聖ゲオルギウス・第三種奇蹟の多重同時起動。その変化。

　ありえない──などという陳ちん腐ぷな言こと葉ばは、もはや意味さえ成なさなかった。

　さしもの蒼そう馬まも避さけきれず、もんどりうって横っ飛びに逃れる。それでも光の槍やりは五つの刃じん肢しを蒸じよう発はつさせて、〈獣ベステイア〉となった蒼馬の脳のう髄ずいに、初めての激げき痛つうを覚えさせた。極きわめて模も倣ほう純じゆん度どの高い奇き蹟せきが、〈獣ベステイア〉の肉体を崩ほう壊かいさせる痛いたみだった。

　刃肢を失ったことで、霊れい布ふの束そく縛ばくからも解放され、蒼馬が大きく距きよ離りを取る。

「イザヤ……様……？」

　その光こう景けいに、茫ぼう然ぜんと呟つぶやいたのはノウェムであった。

　人形も気づいていた。

　少年の二度目の変へん貌ぼうは、まるで意味が違ちがう。

　レベルの違い──という以前に、戦たたかい方から異ことなっていた。

　あくまで正面から対たい峙じしようとしたイザヤに対して、今の少年は相手の行動を見み極きわめ、あらかじめ設せつ置ちした罠わなに嵌はめるかのように動いている。その精せい度どたるや、自分が介かい入にゆうする余よ地ちさえもない、完かん璧ぺきな布ふ陣じんであった。

「罠のひとつやふたつは仕し掛かけますとも。それこそシミュレーションじゃ、こちらが八はち割わり方がた負けてたでしょう」

　と、少年は苦く笑しようした。

「お、前は……本当に……」

「…………」

　その質しつ問もんに、少年は答えなかった。

　ただ一いつ瞬しゆん瞼まぶたを閉じ、開いた。

　そして、言う。

「あなたの大たい罪ざいは『怠たい惰だ』です」

　その言葉は、神しん韻いんの響ひびきを伴ともなって、庭園へ流れた。

「……は、はは」

　蒼馬が、夜や気きに笑い声を忍しのばせる。

「おかしなことを言いやがる。自分では、教団有数の働はたらき者だと思ってたぜ？　俺が〈獣ベステイア〉をぶっ殺した数は、お前だって知ってるだろ？」

「あなたは、何も考えずに、自分の愉たのしみを続けた」

「────ッ」

　蒼馬が、呼こ吸きゆうを止めた。

「ただ戦うだけに固こ執しつした。意味も持たず、未来も思わず、自分が今あることに安あん穏のんとし、思考を停止させた。それこそが『怠惰』です。人間が〈獣ベステイア〉を寄せ付ける大罪です」

　大罪。

　その意味を、今の少年は突つきつける。

　単たんに言こと葉ば面づらだけの意味ではなく、その内側の──人間の奥おく底そこに根ねざした意味を、指し摘てきする。

「だから……なんだっていうんだ？　今いま更さら、俺が〈獣ベステイア〉になった理由をほじくりだして何の意味があるってんだ？」

「意味は、あります」

　と、少年は告つげた。

「でなければ、あなたに……憧あこがれていた人はどうなるんです」

「憧れる？　そんな相あい手てが──」

「いましたよ」

　断だん言げんする。

「僕なんかよりも、ずっとあなたを慕したっていた人々はいた。大おお太だ刀ちを振るい、〈獣ベステイア〉を屠ほふるあなたにあこがれて、あなたに英えい雄ゆうであってほしいと願った──そういう人々は、確たしかにいたんですよ。壬み生ぶ蒼そう馬ま」

　少年は言う。

　非ひ難なんしているわけではない。

　ただ、哀かなしげな口ぶりだった。

　英雄とは、皆みなが価か値ちを認め、その価値にふさわしくあろうとした者のことだ。

　ならば、蒼馬にもいたはずなのだ。

　彼に英雄であってほしいと思った人が。

　そしてそれに応こたえることで、彼にも別の道が開けたはずなのだ。あるいは、その道こそ、彼がずっと抱いていた飢うえを満たす、唯一の方法ではなかったろうか。

「…………」

　しばし、蒼馬は沈ちん黙もくした。

「俺が……『怠たい惰だ』だから……ふさわしくあろうと思わなかったから、だって？」

　影が落ちて、男の表情は読み取れなかった。

　少年も、瞼まぶたを伏せた。

「後は、僕のわがままです」

　言って、付け加える。

「僕が、僕の英雄だったあなたに、そんな風にいてほしかったんです」

　そう、はっきりと告げたのだ。

　かつて、たったひとり、壬生蒼馬が英雄だと認めた相手が。

「……そうか」

　蒼馬は、微び笑しようした。

　ひどく静かな表情であった。

　聖せい戦せんで裏うら切ぎり者となるより以前、この剣けん士しはこのような顔をしていたのかもしれなかった。

　それから、ゆっくりとかぶりを振った。

「やっぱり今いま更さらだぜ、諫也」

　ぽそりと言う。

「……だったら、僕は〈獣ベステイア〉としてのあなたを相手しなければなりません」

「それでいい」

　と、蒼そう馬まは大おお太だ刀ちを上段に構えた。

　背中を突つき破やぶっていた刃じん肢しが……再ふたたび剣けん士しの身体からだに取り込まれた。

　断罪衣イスカリオテが、稼か働どうしていたのだ。砕くだけた聖せい霊れい機関を無む理り矢や理りに稼働させることで、蒼馬はつかのま人間の身体を取り戻したものか。高く伸のび上がる聖霊機関の嘆なげきは、剣士自じ身しんの絶ぜつ叫きようのようにも聞こえた。

「……さっさと終わらせようぜ」

　蒼馬が言う。

　その横よこ顔がおを、おびただしい脂あぶら汗あせが伝つたった。

　すでに、いくつもの奇き蹟せきを剣士は受けていた。純じゆん度どの高い奇蹟は『再さい構こう築ちく』を不能にせしめ、〈獣ベステイア〉の身みに蓄ちく積せきする。まして、〈獣胎エンブリオ〉だったときはまだしも、一度は完全に〈獣ベステイア〉と成なり果はてた身で、聖霊機関を稼働などすれば──





「我われは模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する」






　秘ひ蹟せき福ふく音いんを口にして聖霊出力を増ぞう幅ふくするほど、蒼馬の皮ひ膚ふも肉にくも剝はがれていった。

　その姿すがたを見て、少年も囁ささやいた。





「我は模倣する。我は模倣する。我は模倣する」






　同じく、秘蹟福音。

　庭園の空気が、びりびりと帯たい電でんしたみたいだった。見守るしかできぬノウェムでさえ、凄すさまじい内ない圧あつに身体の震ふるえを押さえるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　この一いち撃げきですべてが決まると、誰だれもが悟さとった。

　ふたりが、互たがいを見やる。




　刹せつ那な、『力』は迸ほとばしった。





「──聖ロギノスの、罪つみの刃やいばを！」

「──聖ゲオルギウスの、滅ほろびの槍やりを！」






　純じゆん白ぱくと漆しつ黒こく。

　ふたつの『力』が、激はげしくぶつかりあった。

　少年の放った光の槍やりを、蒼そう馬まの漆黒の刃やいばが断ち切らんとしているのだ。現実の物ぶつ理り法ほう則そくでは定義しえぬ『奇き蹟せき』と呼ばれる力の余よ波はは、あたかも天てん使しの翼つばさのごとく、それぞれの使い手の背はい部ぶを黒こく白びやくに飾かざった。

　しかし、その拮きつ抗こうも数すう秒びよう。

　結果は、すでに見えている。

　一いつ瞬しゆんで斬きり裂さけぬのなら、すでに崩ほう壊かいを始めている壬み生ぶ蒼馬から敗れるのが道どう理り。

「……く、は」

　剣けん士しが笑った。

　刃の切っ先が緩ゆるみ、拮きつ抗こうしていたバランスが崩くずれる。

　すべての『力』が、蒼馬に向けて突つっ走る。

「…………」

　その瞬しゆん間かん、不意に少年の身体からだが弛し緩かんした。

　瞬まばたきして持ち上がった顔は──普ふ段だんの少年の、イザヤ自じ身しんのものであった。

　現状を悟さとるのには、一瞬さえ必ひつ要ようなかった。

「お、前……っ！」

　イザヤが、叫さけぶ。

　もはや仮か面めんさえつけぬ、本来のイザヤの口く調ちようだった。

　九く瀬ぜ勇ゆう哉やという少年の口調だった。

「止まれ！」

　叫ぶ。

　何も考えられず、イザヤは叫んでいた。

　自分の手から迸ほとばしる、絶大な『力』を抑おさえようと叫んでいた。

「こんな終わり方があるか！　あっていいわけがあるか！　まだてめえとは何も終わらせてねえだろうが！　何のケリもつけてねえだろうが！　止まれ！　止まれよ！　止まれ、止まれ止まれ止まれ止まれ止まれ止まれ止まれえ──っ！」

　しかし、一度起きた奇き蹟せきは覆くつがえらぬ。

　崩れた均きん衡こうは取り戻せぬ。

　あまりにも純じゆん白ぱくな光が、漆黒の剣士の身体を飲み込んでいく。

「壬生、蒼馬──！」

　叫びが、届とどいたかどうか。

　一瞬、微び笑しようした剣士の顔だけが見えた。

「そうか。そういうからくりかよ」

　白びやつ光こうから、少年の耳だけに苦く笑しよう混まじりの声が聞こえた。

　ひどく不ふ快かいそうで、ひどく愉ゆ快かいそうな──両方の感情を孕はらんだ声であった。

「お前は、俺と同じ──」

　もう何も見えない。

　蒼そう馬まの姿すがたも、イザヤの視し界かいも、ただ真まっ白しろに染そまっている。時間も空間も何もかもを喰くらわんとするように、光がすべてを埋うめ尽つくす。




「お前も……」




　そんな声が、聞こえた気がして。

　壮そう絶ぜつな光の中に──イザヤの意い識しきも消えていったのだった。







[image: 終章]







　イザヤが瞼まぶたを開くと、うっすらと暗い天てん井じようが視し界かいに入った。

　病室だった。

　部へ屋やの様よう子すや使っている設せつ備びから、教団の医い療りようフロアだということは分かった。軽く冷れい房ぼうが効きいており、独どく特とくの肌はだ寒ざむさが印いん象しように残った。身体からだのあちこちには包ほう帯たいが巻まかれていて、麻ま酔すいが残っているのか、頭もぼんやりとしている。

　イザヤにとって一番不ふ思し議ぎだったのは、あれほどの光を目まの当たりにして、網もう膜まくが無ぶ事じだったことだろうか。

　ため息いきをつき、痛いたむ身体を無む視しして上じよう半はん身しんをもたげると、病室の扉とびらが開いた。

「……カルロか」

「おお、やっぱり目が覚めてました？　ついさっき、脳のう波は計けいに反はん応のうがあったもので」

　のんきに言った人ひと影かげへ、少年は顔を歪ゆがめた。

「つうか、お前も怪け我が人にんじゃねえのか」

「もちろんそうですよ。ただ、御みさ陵さぎ市しの運うん営えいは年中無休でして。私でないと処しよ理りできない類たぐいのことも多いですし」

　聖職衣カソツクの胸むな元もとに覗のぞいた包帯を、カルロは自じ嘲ちよう気ぎ味みに触ふれて見せる。

　実じつ際さい、この都と市しにおいて、カルロの存そん在ざいは不ふ可か欠けつなのだろう。へらへらと動き回っているのが、超ちよう人じん的てきな精神力によるものだとイザヤだって知っている。

　だから、必ひつ要ようなことを率そつ直ちよくに尋たずねた。

「あれから、どうなったんだ？」

「それは私が訊ききたいぐらいなんですが」

　苦く笑しようしながら、カルロはいくつかのことを教えてくれた。

　あの戦たたたいから、丸まる一日少年が眠っていたこと。

　カルロとラーフラが到とう着ちやくしたのは、すべての戦いが終わった直後だったこと。蒼そう馬まの姿すがたは断罪衣イスカリオテの欠片かけらさえ残ってなく、玻は璃りとノウェムを急いで収しゆう納のうしたこと。玻璃は検けん査さ中ちゆうで、ノウェムはメンテナンス中で、今は手を離はなせないこと。

「ふたりとも、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ええ」

　と、カルロがうなずいた。

「幸さいわい、中ちゆう央おうビルの被ひ害がいも外がい装そう部分だけでしたからね。こちらも今急ピッチで補ほ修しゆう中ちゆうです。おかげでこうして医療設備も使えているわけで」

　そこまで言って、

「──で、覚えてないですか？」

「何をだよ」

　訊き返したイザヤに、これは真しん剣けんな目でカルロが言ったのだ。

「どうやって、蒼そう馬まを撃げき退たいしたかですよ」

「ノウェムに訊きいてねえのか？」

「戦たたかいで機能に異い常じようが出たということで、映えい像ぞう記き録ろくも半はん端ぱにしか取しゆ得とくできてないんですよ。場所も旧きゆう市し街がいでしたしね。最後が聖せいゲオルギウスの槍やりだということは分かりましたが、ほかは霧きりの中です」

「……そっか」

　と、イザヤは呟つぶやいた。

　がりがりと頭を搔かいて、

「……すまん。よく覚えてない」

「それは残念」

　あまり残念でなさそうに、カルロがうなずいた。

「まあ、あの光を眺ながめさせてもらっただけで、重ちよう畳じようとしましょう。少しずつは、断罪衣イスカリオテにも慣なれてきたようですし」

「…………」

　イザヤは答えない。

　まだ麻ま酔すいの残る身体からだで、窓まどの外を見つめた。多た分ぶん偶ぐう然ぜんだろうが、窓はちょうど第三区──あの男と戦った場所へと向いていた。

　ぽつりと、言った。

「壬み生ぶ蒼馬の大たい罪ざいは『怠たい惰だ』だったよ」

「……そうですか」

「分かってたのか？」

「なんとなくは。これでも、一年近く一いつ緒しよに戦った仲なかですからね」

　カルロの声こわ音ねは、いつもと同じように穏おだやかだった。

「長い戦いはゆるやかな腐ふ敗はいを招まねきます。人間にも組そ織しきにも。──あるいは、皆みなが無む自じ覚かくに彼に頼たよっていたことが、そういう腐敗を集中させてしまったのかもしれません。『怠惰』の大罪とは、そんな思し考こう停止による腐敗のことでしょう」

「…………」

　イザヤは黙だまっていた。

　ただ、カルロの言う『皆』とは誰だれのことなのだろうと、ぼんやり思った。

「彼が何か特別な〈獣ベステイア〉だったとして、それはこれから考えるべきことでしょうね。──もうひとつだけ、これは覚えていたらでいいんですが、答えてもらえます？」

「何だよ」

「蒼馬さんは、蒼馬さんのまま終われましたか？」

　これは、少し間をおいてから、

「……ああ」

　と、イザヤはうなずいた。

「あんな化ばけ物ものが、ほかの誰だれかになんかなったりしねえよ」

「そうですか」

　カルロが、淡あわく微び苦く笑しようした。

　それから、

「ありがとうございます」

　ひどく珍めずらしいことに、深々と頭を下げたのであった。
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　次に目を開くと、まだ夜のままだった。

　まだ、というのは間ま違ちがいだ。

　時計を見れば、二十時間以上眠っていたことが分かった。手が誰かに握にぎられていて、そちらを振り向くと、銀ぎん髪ぱつの人形がベッドに寄り添そっていた。

「──イザヤ様さま」

　可か憐れんな唇くちびるが、少年の名を呼んだ。

　ずっと少年の瞳ひとみを見つめていて、小こ揺ゆるぎもしなかった。

　だけど、

「──目が、覚めたのですね」

　当たり前のことを、とても大だい事じに嚙かみしめるように、人形は口にした。

「見りゃ分かるだろ」

「分かっても聞きたくなりました。誤ご動どう作さかもしれません」

　今にも崩くずれそうな無表情で、ノウェムが言う。

　少年は、もう一度ため息いきをついた。

「いつから、そこにいた？」

「私の緊きん急きゆうメンテナンスが終わってからなら、五時間三十六分が経けい過かしたとお答えします」

　それだけの間、人形はずっと少年に寄り添っていたのだろうか。

　その事実よりも、今の苦くるしげな無表情をさせていたことの方が、イザヤの胸むねには刺ささった。

「…………」

　ぴしゃりと、自分の顔を叩たたいた。

　麻ま酔すいのせいか、痛いたみは鈍にぶかった。

　そのまま指の間から世せ界かいを覗のぞきながら、少年はぼんやりと言った。

「最後の──お前、見てたよな。どうして、カルロに報ほう告こくしなかった？」

「イザヤ様さまが、秘ひ密みつにしたいんじゃないかと思いました」

　と、人形は口にした。

「イザヤ様の保ほ護ごに都つ合ごうがよいなら、秘密は秘密のままでかまわないと言ったのが私です。ですから、イザヤ様が話したくないなら、それで結けつ構こうです。教団へのレポートもあの部分は伏ふせさせてもらってます」

「……悪いな」

　几き帳ちよう面めんな返事に、少しだけイザヤも微び笑しようした。

「……正直、俺にも分からねえんだ」

　カルロには秘密にしたが、記き憶おくはあった。

　自分の身体からだが、まるで他人のように動いた時間。

　真しん正せいの『九く瀬ぜ諫いざ也や』であるかのように振る舞まい、それにふさわしい奇き蹟せきを起こした異い常じよう。

「…………」

　ひどく、悔くやしかった。

　途と中ちゆうまでは、確たしかな手て応ごたえがあったのだ。はじめて『九瀬諫也』を理解できたような、断罪衣イスカリオテの使い手としてほんの少しだけど前進できたような、そんな気がした。

　なのに、失った。

　最後の最後で、大切なものを横からかっさらわれたような気持ちであった。

　壬み生ぶ蒼そう馬ま。あの剣けん士しとは、自分自じ身しんが決着をつけねばならなかった──そんな思し考こうが、どうしても頭から離はなれなかった。

　もしも、あの最後の異い変へんについて分かる者がいるとすれば──

「玻は璃りは、どうしてる？」

「…………」

　ノウェムは少し黙だまってから、訊きいた。

「玻璃様が……気にかかりますか？」

「は？」

「いえ、玻璃様は先に意い識しきを回かい復ふくして、検けん査さを受けてられます。そろそろ終わる頃ころかと」

「……そっか」

　もうひとりの玻璃──あの妖よう女じよが、教団の検査にかからないことはすでに判はん明めいしている。

　そういう意味では不安に思うことはないが、あれと話す機き会かいが持てるかどうかは分からなかった。もとより、まともに話したこと自体、わずか数回しかないのだ。

「何か？」

「いや、こっちのことだよ」

　首を横に振り、人形を見やった。

「お前は……」

　言いかけて、止まる。

　人形の身体からだにも、あちこち包ほう帯たいが巻かれていた。機械部分は置き換かえればすむが、生体部分については普通の人間同どう様ようの治ち療りようが必ひつ要ような道どう理りである。

　そのほとんどが、イザヤを護まもるための傷きずなのだった。

　だから、

「──ありがとうな、いろいろ」

　軽く、人形の頭に手を伸のばして、くしゃくしゃとやった。

　たいした意味はない。

　以前の事件で、何か望のぞみがあるかと訊きいたとき、『頭を撫なでてほしい』とそんな馬ば鹿かげたことを言われていたのを、なんとなく思い出しただけであった。

「────！」

　しかし、効こう果かは絶ぜつ大だいだったようで、ノウェムはかちこちに固まって絶ぜつ句くした。

「わ、ま、まずかったか？」

「い、いい、いえ！　あ、ありがとう、ご、ございま……す……」

　語ご尾びもふにゃふにゃと溶とけて、何かをこらえるみたいに、銀ぎん髪ぱつの人形がぎこちなく礼れいを言う。どうかすると、そのまま床ゆかに頽くずおれてしまいそうだった。

「おいおい、やっぱりまだおかしいんじゃ？　半日そこらってことはメンテナンスが全部終わったわけじゃねえんだろ」

「その、あの……そそ、そういう、わけでは、ないんです。で、ですから、おかまいなく！」

　やたらと一いつ生しよう懸けん命めいに、ノウェムが言う。

　思わず手を引っ込めたイザヤも、その懸命さに打たれて瞬まばたきした。

　互たがいに、そのまま硬こう直ちよくしてしまった。

「え、ええと……」

「あ、あの……」

　ふたりとも、何かを言おうとして、詰つまってしまう。

　おかしな雰ふん囲い気きではあった。

　戦たたかいのときはあんなに滑なめらかに通じ合えるのに、どうして日常に戻ると、こんなに言こと葉ばを失ってしまうのだろう。

　しばらく、両者とも無む言ごんだった。

　妙みようにくすぐったいような、じれったいような、不ふ思し議ぎな沈ちん黙もくだった。

　それから、ひどくもどかしげに、人形が切り出したのである。

「あ、あの……よかったら……もう一度だけ」




　と、そのときだった。




　そっと、病室の扉とびらが開いたのだ。

　はっと我われに帰って、イザヤが顔をあげる。

「玻は璃り……さん」

　と、優ゆう等とう生せいの仮か面めんで、名を呼んだ。

「──イザヤ、兄にい様さま」

　玻璃の顔がくしゃくしゃと歪ゆがみ、口くち元もとを手のひらで覆おおった。

　目め元もとに涙なみだが滲にじんでいて、少年の覚かく醒せいに喜よろこんだのと同時に、イザヤとノウェムのふたりを見つめて、はっと瞬まばたきした。

「あ、あの、ごめんなさい。ひょっとして、何か大だい事じなお話でも……」

「……あ、いえ、な、何でもないです！」

　なぜだか、ぶんぶんといつもより強くかぶりを振って、ノウェムが否ひ定ていする。

　それを横よこ目めにイザヤも咳せき払ばらいしつつ、柔やわらかに尋たずねた。

「玻璃さんも、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「あ……はい。少しだけ、薬くすりがしみました」

　照てれたように、玻璃が微び苦く笑しようする。

　少女も傷きずだらけだった。

〈獣ベステイア〉の本ほん性しようをむき出しにした蒼そう馬まに、やられた傷だった。

　それでも、この少女の誇ほこりと気け高だかさだけは奪うばえまい。イザヤが感じた、英えい雄ゆうの在あり方を、この少女は体たい現げんしているのだから。

　なんとなくノウェムに遠えん慮りよするようにして、玻璃はもうひとつの丸まる椅い子すに座すわった。

「電話でまゆきにも怒おこられちゃいました。いきなり熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれたっていうから、すごく心配したって。きっと電話の向こうで目を三さん角かくにしてたと思います」

「……ああ」

　あのそばかすの少女が、まなじりを吊つり上げているのを想そう像ぞうして、イザヤも苦笑した。

「じゃあ、外がい傷しようが消えるまで、迂う闊かつに会えませんね。あの子なら卒そつ倒とうしちゃいそうです」

「はい。ちょっとファンデーションとか使って誤ご魔ま化かそうと思ってます。生徒会の仕し事ごともたまってますし」

　玻璃も、苦笑を深めた。

　二、三、そんな話をしたところで、急きゆう激げきな眠ねむ気けが少年を襲おそった。

「眠いんですか？」

「……ええ、少し」

　ふわ、とあくびがこぼれる。

　これは優等生らしくなかったかと、反はん省せい。

　もう麻ま酔すいが残ってる時間でもあるまい。それだけの疲つかれが、身体からだに残ってしまっているということか。

「いいんですよ、寝ねててください」

　優やさしく、玻は璃りが言った。

　つられるように、瞼まぶたを閉じた。

　そうすると、もはや眠ねむ気けは抵てい抗こうできないレベルに達し、少年は安やすらかな寝ね息いきをたてていたのだった。
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　少年が再さい度どの眠りについた後も、玻璃はしばらく病室に残っていた。

　ノウェムは再さいメンテナンスに戻っている。あれだけの闘とう争そうとなれば、ダメージのチェックだけでも相そう当とうな時間を要ようするのは当然でもあった。

　淡あわいＬＥＤランプの灯ともる病室の中で、玻璃はベッドに寄より添そっていた。

（イザヤ兄にい様さまは──）

　眠る少年を見て、玻璃は思う。

　かすかだが、少女にも記き憶おくがあった。




　──『欲ほしいの？』




　あの、甘あまい声。

　あれは、誰だれの声だったろうか。

　夢ゆめの中のように空そら々ぞらしく、現げん実じつ味みがなく、だけど確たしかにこの耳で聞いた言こと葉ば。

　やはり、自分は変わりつつあるのだろうか。

　そして、あのときのイザヤ。

「……まるで、昔むかしみたいでした」

　口にして、少女は思い返す。

　意い識しきの途と切ぎれるつかのま垣かい間ま見た、あのときの少年は、まるで記憶を取り戻したようだった。

　聖せい戦せんのとき、かつての玻璃が憧あこがれた『九く瀬ぜ諫いざ也や』が、そのまま蘇よみがえったように見えた。

　だから、いつか記憶を取り戻すのだと、希き望ぼうを持っていいのだろうか。

　それとも、まったく別の要よう素そがあるのか。

　壬み生ぶ蒼そう馬まが、少年を『九瀬諫也』だと認めなかったことも含ふくめて、何か玻璃に見えない事態が水すい面めん下かで進行してしまっているのか。

「…………」

　分からないことだらけだ。

　少女にとっても、今回の事じ件けんは整理できないことばかりだった。

　でも、少女にとって何より気にかかることは。

「イザヤ兄にい様さま。あなたは本当に──」

　九く瀬ぜ諫いざ也やなんですか、と口にしかけたときだった。




　──ふ、と玻は璃りは瞼まぶたを閉じた。




　──す、と玻璃が瞼を開いた。




　ただし、新あらたに目を開けた玻璃は、違ちがう人間であった。

　赤い唇くちびるを舐なめあげた仕し草ぐささえ、ぞっとするほどに艶なまめかしかった。

　そのまま耳みみ元もとに近づき、そっと囁ささやいたのだ。

「分かってるの？」

　たおやかな手には、見み舞まいの果くだ物ものにセットの、小さな果物ナイフが握にぎられていた。

　何の変へん哲てつもない、どこにでも売っている刃は物もの。それでも、眠ねむっているイザヤを殺すには十じゆう分ぶんだろう。

　喉のど元もとにあてがって、妖女は唇を蠢うごめかす。

　それだけが、赤く淫みだらな、別個の生き物のようにも思われた。

「あなたは……あたしに恥はじをかかせたのよ？　それも、二回も念ねん入いりに」

　耳元で、口にする。

　その吐と息いき。

　その熱情。

　よほど深く眠っているのか、ナイフの切っ先が浅く肌はだに潜もぐり込んでも、少年はまるで目覚めようとしなかった。

　しばらく、どちらも動かなかった。

「……やっぱり、殺せない？」

　ぽつりとこぼれたのは、誰だれへの問といだったろう。

　どこか、呆あきれたみたいな口く調ちようだった。

　少年の頰ほおを撫なでる。

「見てなさい。あなたには、最高の地じ獄ごくを用意してあげるんだから」

　そう告つげた妖女の横顔は、なぜだか、淡あわい憂うれいの色を帯おびていたのであった。
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　──同じ頃ころ。

　御みさ陵さぎ市し・地下第六層そう。

　教団の擁ようする、地下施し設せつの一室だった。

　端たん末まつの薄うす青あおい光に、褐かつ色しよくの肌はだが照てらされていた。首くび元もとのチョーカーやピアスにも、その蒼そう光こうが照り映はえて、少年修しゆう道どう士しはゆっくりと唇くちびるの端はしを持ち上げた。

　ラーフラであった。

「……やっと見つけました」

　深く、重い声で、少年修道士は呟つぶやいた。

　端末のモニターには、ひどく荒あらい画が像ぞうが映うつり込んでいる。




『──あなたのそんな姿すがたは見たくなかったですよ、蒼そう馬まさん』




　声も劣れつ化かにざらついて、しかし確たしかに英えい雄ゆうと呼ばれた者の面おも影かげを残していた。

　イザヤの、変へん貌ぼうの一ひと幕まくだった。

　そこから立て続けに、模も倣ほう奇き蹟せきの同時起き動どう、重ちゆう複ふく発動及および変化──ラーフラでも信じられぬ現げん象しようが、その映像では起きていた。

「…………」

　何度見ても、その光こう景けいにラーフラは絶ぜつ句くした。

　カルロと移動していた指し揮き装そう甲こう車しやで、ラーフラはこの映像を手に入れるべく細さい工くしていたのだった。魔ま弾だんの射しや手しゆとして、狙そ撃げきに必要な視し界かいを確かく保ほするため、少年修道士はいくつか自動制御のパペット操り人形を所持している。これらのパペットから対象の位い置ち情じよう報ほうをリンクすることで、魔弾の制せい御ぎよを行おこなっているのだ。

　突とつ然ぜん地ち下か層そうへ戦場が移動した、中ちゆう央おうビルの一戦では使えなかったが、あの洋よう館かんに着くまでなら、パペットへ指示する時間はたっぷりとあった。後は、指揮装甲車よりもパペットの方が先に現場へ到とう着ちやくしただけのことだった。

　しかし、

（……これは……どういうことでしょう）

　恐おそるべき変へん貌ぼうに、ラーフラが眉まゆを寄せる。

　異い端たんの証しよう拠こ。

　まだ決定的とは言えないまでも、そこまでは確かだろう。

　だが、一体、どのような異端だと判断すればよいのか。

「……九く瀬ぜ、イザヤ」

　呟つぶやく。

　少なくとも、ひとつ分かったことがある。

　この都と市しには、明らかに教団に伏ふせられた秘ひ密みつがある。

　そして、それは九瀬イザヤと朱と鷺き頭とう玻は璃りのふたりに、深く絡からみ合っている。

　明らかに普通の〈獣ベステイア〉や〈獣胎エンブリオ〉と異ことなっていた壬み生ぶ蒼そう馬まという存そん在ざいだって、その深しん淵えんに引き寄せられた者なのだろう。

　だとすれば、深淵はどれほどの深みを有ゆうしているのか。

「……ええ」

　と、うなずいた。

「でしたら……申もうし訳わけありませんが、そのヴェールをすべて剝はがしてあげればすむことです」

　黒こく玉ぎよくのピアスを揺ゆらして、非ひ情じように、残ざん酷こくに、褐かつ色しよくの肌はだの異端審問官インクイジターは微び笑しようしたのであった。
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　五日後、一時退院となった夕暮れ、イザヤはまっすぐ自じ宅たくに向かわなかった。

　御みさ陵さぎ市し・第十一区。

　湾わん岸がん地帯の、砂すな浜はまである。

　夕方とあってか、人の影かげはまばらだった。

　まだ包ほう帯たいを巻いてる身体からだは、潮しお風かぜを受けてかすかに痛いたんだが、気にせず砂を蹴けっていく。

　やがて、足が止まった。

　つい先週には、ツインタワービルが見えていた場所だった。

　壬生蒼馬と初めて出会った場所だ。あの男と出会った時間も、ちょうどこのぐらいであったろうか。

「…………」

　ぎゅっ、と右手を握にぎる。

　そこに今も残る鈍にぶい痛みとともに、しこりのようにわだかまった恐きよう怖ふが、少年の脳のう裏りへ押し寄せたのだ。

　玻璃にもカルロにも──ノウェムにも言えなかった言こと葉ば。

　蒼馬が、最後に残した台詞せりふ。




　──『お前も……いずれ……〈獣ベステイア〉になるぞ』




　そう。

　そんな風ふうに、壬み生ぶ蒼そう馬まは言い残していたのだった。

　あの戦たたかいでの変へん貌ぼうが、何をあらわしているのかは分からない。それでも、あの妖よう女じよとの契けい約やく以来、自分の右手に禍まが々まがしい何かが宿やどったのは本当だった。それゆえ、禁きん断だんの実を囓かじった自分が〈獣ベステイア〉に堕だ落らくするだろうという予言は、無む視ししきれぬ説せつ得とく力りよくがあった。

　ましてやそれが、かつて『九く瀬ぜ諫いざ也や』と並ならぶ英えい雄ゆうだった壬生蒼馬から発された言こと葉ばならば。

（……だったら、本当に）

　いつか、自分もああなるのか。

　それとも、カルロかラーフラに発覚して、教団に始し末まつされる方が先か。

　そう思うと、薄うすら寒い氷こおり水みずのごとき恐きよう怖ふが、自分の踝くるぶしあたりからひたひたと上ってくるのを、イザヤは感じずにいられなかった。

　──と。

　不意に、ぱしゃりとデジタル音が背はい後ごから聞こえたのだ。

「えっへへへへ、イザヤ神しん父ぷの生なま写じや真しんゲット！　これで会長に取られた盗とう撮さつ写真とかの奪だつ還かんの、交こう渉しよう材ざい料りようにしちゃいますよう！」

「え？」

　その陽よう気きな声に、イザヤは振り返って目を剝むいた。

　生徒会・会長補ほ佐さ、架か城じようまゆきが、デジタルカメラを片かた手てににひひと笑っていたのである。

「なんで、まゆきさんが……？」

「だって、せっかくここの合がつ宿しゆく場じようの管理スケジュールを決めたのに、会長と神父様がいなかったから、羽はねを伸のばせなかったんですよう!?　せっかくだから、皆みなが揃そろったときがいいじゃないですか」

「いや……それだったら、どうして──」

　自分が来たのが分かったのか──と問といかけて、その理由をイザヤは発見した。

「申もうし訳わけありません、イザヤ様さま……玻は璃り様さまにどうしてもと言われまして。わ、私はもう少し時間をおいてからが良いと提案したのですが」

　恐きよう縮しゆくした様よう子すで、後ろからノウェムが出てきたのである。

　御みさ陵さぎ市しのネットワークとつながっている人形からすれば、少年の位置を割わり出すことなど造ぞう作さもなかっただろう。

「あら。でも、ノウェムだって、皆で迎むかえるのは賛さん成せいしたじゃないですか」

　これは、同じく海岸に接した道路から出てきて、玻璃が唇くちびるを尖とがらせたのである。

　ふたりともイザヤより先に退たい院いんしたとは聞いていたが、このトリオはまったく想そう像ぞうしなかったもので、少年は目を丸くした。

「…………」

「あ……あの、えっと、ごめんなさい、イザヤ兄にい様さま。なんだかいろいろ悩なやんでるみたいでしたから、気晴らしになるかと思って」

　手を合わせて、玻は璃りが謝しや罪ざいする。

　その様よう子すで、なんとなくイザヤは納なつ得とくした。

（ああ、つまり……）

　単たん純じゆんに、気き遣づかってくれたのだろう。

　この噓うそまみれの相あい手てに、何の打だ算さんも、何の思おも惑わくもなく。

「ええと……」

　どう応こたえたものか、言いあぐねていると、さらに人ひと影かげが走り寄ってきた。

「──あ、イザヤさん見つかったんスか、会長！　歓かん迎げい用ようの花火全部持ってきましたよ！」

「──ちょ、ちょおいきなり走るんは、勘かん弁べんしとくれやす」

　段だんボール箱ばこを抱かかえた体育会系けいの鈴すず木き大だい悟ごと、早くもへたばり気ぎ味みの長なが岡おか静しず佳か。

　対たい照しよう的てきな男性ふたりの登場とともに、玻璃がくるりと振り返った。

「あ、ところでまゆき！　今のデータ、盗とう撮さつ写しや真しんの交こう渉しよう材ざい料りようとかなんとか、不ふ穏おんなことを言ってませんでしたか！」

「ええ!?　だって、世の中は持ちつ持たれつ呉ご越えつ同どう舟しゆうじゃないんですか！」

「そういう問題じゃありません！　というか、この場合とまったくあてはまってません！」

　喧けん々けん囂がく々がくと、玻璃とまゆきもやり合い出す。

　その騒さわがしい景け色しきに、少年はそっと目を細めた。

「……イザヤ様さま？」

　ノウェムが、おどおどと名を呼ぶ。

　上うわ目め遣づかいな視し線せんは、まるで子こ犬いぬみたいだった。

　きっと、長い間心しん配ぱいしていたのだろう。少年の目覚めを何時間も待まっていた人形は、この歓迎でイザヤの気が紛まぎれるかどうか、ずっと試し算さんしていたに違ちがいない。

「……なんでもねえよ」

　これは人形にだけ聞こえるよう囁ささやいて、手を握にぎった。

「────！」

　一いつ瞬しゆん、ノウェムの身体からだが稲いな妻づまにでも打たれたみたいに突つっ張ぱって、だけど優やさしく握り返してくれた。

　その手を後ろに隠かくして、イザヤが言う。




「──はいはい、じゃあお礼れいにご飯はんでも奢おごりますから、皆みなさんの好すきなお店へ連れて行ってもらえます？」




　どっ、と歓かん声せいがあがった。

　本当に、この世界日常は騒さわがしい。

　騒がしくて、眩まばゆくて、美うつくしくて──ほんの少しだけ、隠かくし味あじのように苦にがい。

　壬み生ぶ蒼そう馬まが自みずから遠ざかった、騒がしさ。

　あの言こと葉ばが本当なら、自分も、いつかは〈獣ベステイア〉になるのかもしれない。こんな日常はただのまやかしで、自分の真しん実じつが暴ばく露ろされれば簡かん単たんに失われてしまう、ガラス細ざい工くのような壊こわれ物かもしれない。




　──でも、今だけは。




　今だけはこんな騒がしさに身みを任まかせても良いだろうと、イザヤはほんの少しだけ、嬉うれしそうに唇くちびるをほころばせてしまったのであった。





〈了〉










あとがき






　ついに、『イスカリオテ』も三巻となりました。

　このシリーズはテンポのよい展てん開かいを重じゆう視ししてるのですが、とりわけこの巻は大きなチェックポイントであったように思います。

　イザヤにとっても、ノウェムにとっても、玻は璃りにとっても──もうひとりの玻璃にとってすら、あまりに致ち命めい的てきな〈獣ベステイア〉。『彼』のどの戦たたかいも、思わず筆ふでに力が入ってしまいました。

　もちろん、イザヤとノウェムの絆きずな、ふたりの玻璃の相そう克こく、カルロとラーフラの水面下のせめぎあいなど、それぞれにも力を注そそいだつもりです。皆みな様さまに楽しんでいただければ、これ以上の幸しあわせはありません。




　ここで、ふたつほど宣せん伝でん。

　前の巻もそうだったのですが、この巻も同じ月にスニーカー文ぶん庫こより『レンタルマギカ　滅ほろびし竜りゆうと魔ま法ほう使つかい』が発売だったりします。狙ねらったわけではないのに同月刊かん行こうで、一いつ緒しよにゲラをやっているときは頭がくらくらしました（笑）。それぞれの宣伝を許してくださった両編集部に感かん謝しやしつつ、よろしければ皆様も手にとってくださいませ。

　そして、もうひとつは──『イスカリオテ』の短編が八月十日発売の「電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」に掲けい載さいされることとあいなりました。読者の皆さんの応おう援えんのおかげで、感謝にたえません。目もつ下か、ひいひい言いながら執しつ筆ぴつしていますので、こちらも機き会かいがありましたらチェックしてくださいませ（というかどうか原げん稿こうが間に合いますように！）。




　最後になりますが、「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」誌し上じようでのイラストも含ふくめ、いつも美び麗れいな筆ひつ致ちで『イスカリオテ』を描いてくださる岸きし和わ田だロビンさん、イザヤの肩帯ストラなど細かいところまで配はい慮りよしてくださっている神しん学がく考こう証しようの三み輪わ清きよ宗むねさん、しょっちゅう変化したスケジュールでなんとかつじつまを合わせてくださった担たん当とうのＹさん、そしてもちろん読者の皆様にかなうかぎりの感謝を。

　次は秋の終わりか、冬の頃ころにお会いできると思います。




　二○○九年五月


『デモンズソウル』を遊びながら
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三さん田だ 誠まこと

兵庫県在住の物書き。ついに三巻です！　そして『キルゾーン２』と『デモンズソウル』をクリアした後にやってきたのは『ディスガイア２ポータブル』と『勇者30』と『逆転検事』であった！　この強敵にどう立ち向かえばいいのか……悩みながら、続刊も書いてますのでどうぞよろしく。
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